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屋 根 防 水 / 地 下 防 水 / 橋 梁 防 水 に

三 γ 星 ｾＯｾ ト
E . P ・T ゴ ム 完 全 防 水 シ ー ト

本元./1-
- シ ー ト厚 み 1. l mm→ 1. 3mm/

工 法 は 簡 単 に 、 性 能 も一 段 と 向上 しま した 。

い ま ま で の ブチ ル ゴ ム 系 、 ク ロロ プ レ ン系 の

も の に く ら べ て 耐 候 性 、 耐 摩 耗性 、 耐 破 断 強

度 は 特 に す ぐれ て い ま す 。

. P C版、 A L C版、 木 毛板 、 鉄 板 、 木材 、 発 泡

断 熱 材 な ど ほ と ん どの 下 地 材 料 に完 全 施 工 で

き ます 。

ネ オ ・ル ー フ ィン グ シ ー テ ィン グ作 業

三 ツ 星 ベ ル ト

ネ オ ・ ル ー フ イ ン グ 工 業 会

札 幌 (f量) 浜 包 丁E L (0 122i 26 - 5  6  7  6 代

仙 台 日 新 路 工 ( 株 ) 仙 台 支 l苫 T E L (0222)  25- 5  4  3  1 代

東 京 高 山 工 業(株 ) T E L  (03)  25 1- 0  1  6  1 代

東 京 (総 )三 柏 商 会 T E L (03)  25 1- 7  5  1  7  - 9  

東 京 金 岡 工 業 (株 ) T E L  (03)  363- 4  3  4  1  代

東 京 桑 原 也 材 (株 ) T E L  (03)  368ー 6 9 7 3 . 8 7 9 4

茨 械 (株 ) 奈 良 屋 商 I苫 T E L (0292) 31- 0  1  7  1  - 6  

茨 城 (株 ) 奈 良 屋 高 底 目 立 支 l吉 T I': L (0294)  22- 1  1  5  5  

静 岡 (株 ) 三 井 工 業 所 T E L (0542) 85- 9  1  5  1  

宮 士 (株 ) 三 井 工 業 所 宮 士 営 業 所 T E L  (0545) 61 - 1  6  8  8  

山 形 (株 ) 山 形 建 材 T E L (02362) 2- 8 161  3  - 0 175 

名 古 屋 中 央 雄 材 工 業 (株 ) T E L  (052) 25 1- 3  5  4  1 代

金 沢 北 川 涯 膏 工 業 (株 ) T E L  (0762) 4 1- 1  1  3  1 代

福 井 北川涯 膏 工 鎌(株 ) 福 井 営 業 所 T E L  (0776) 23- 8  8  4  7  

富 山 北 川 i臣官 工 業(株) 宮山営 業 所 T E L  (0764) 4 1- 3  2  6  1  - 2  

新 潟 北川涯 晋 工 業(株 ) 新潟営業所 T E L  (0252) 45- 7  6  8  8  - 9  

長 野 五 十 鈴 建 材 (株 ) T E L  (02657)  2ー 7 1  8  1 代

大 阪 (株 ) 久 保 商 1苫 T E L (06)  364- 0  2  b  6 代

大 阪 (株 ) 木 下 値 三 商 底 T E L (06)  443- 0  1  5 代

大 阪 高 山 工 業 ( 株 ) 大 阪 営 業 所 T E L (06)  364- 9  0  1  5  

大 阪 ネオ ルーフインタl l 1 i 水 (株 ) T E L (06)  372- 4 5 7 1 ，5 6 0 8  

高 松 ネオ ・ルーフインク防水 (株) 高松出張所 T E L  ( 0878) 31- 6  3  3  2  

神 戸 石 井 ill1 材 有 限 会 社 T E L ( 078)  51- 5 3 5 3 代

松 山 (株 ) 山 本 商 会 T E L (0899) 31- 6  2  6  1  

広 島 背 盛 雄 材 (株 ) T E L  ( 0822) 2 1- 2 2 8 1 - 6  

岡 山 背 盛 雄 材 (株 ) 岡 山 営 業 所 T E L ( 0862) 23- 8  2  8  5  - 7  

福 岡 青 盛 雄 材 (株 ) 福 岡 営 業 所 T E L ( 092)  28- 5  5  6  6  - 8  

福 岡 (株 ) 工 材 社 T E L ( 093) ‘ 38- 1  4  6  8  代

宮 崎 (株 ) 大 ニ 商 会 T E L ( 09851  2- 5 0 01  .  6_0 8  ｾ＠
鹿 児 島 l株 ) 北 原 組 材 商 会 T E L (0992) 23- 9  3  9  5  

※ く わしくは下記 へ お 問 介せ くだ さｾ ' 0  

企 =-y星 ベ ル ト
本 社 / :神戸市長田区浜添通 4 丁目 T  E  L  (078)  67 - 5071大 代表

東 京 支 底 (03) 552  - 1421 名 古 屋 支 庖 (052) 262 ー

福 岡 営 業 所 (092) 29 - 5931  北海 道 営業 所 (0122) 23 - 9101  

ー
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雪E 車 問E軍事司・P 乾式軽量遮音間仕切壁

大きな音を遮ぎる壁は重い/

というのが常識でした

こ の 躍 す 畠 雪@壁は

その常識を打破ったのです

遮音性能

遮音値 49デシ ベル ( コンク リー 卜 176叫厚相当)

重 量 63kg/ m
2

( コンク リー 卜 400kg/ m
2

)

高層ビル ・ホテル/集合住宅/ 病 院/ 会議室/ 学校 にi出産

KI L D壁の特長

・遮音性大 ・軽量 ・防火性大 ・仕上 自由

・配線配管自 由 ・施工簡単 ・工期1短縮

・変位対応性大

写真説明

① 床 と天井 に ラ ンナー ( エコニ ース タッド) を 取付叶 、

床 ラン ナー 、天井 ラ ンナ ーに 間柱( エ コニースタッド )

を ｉｦ ｾ 付 ける 。

②下地ボ ー ドを間位 に下 段 よ りク リップで 止 める 。

③ 仕上げボードを下地 ボードの上 に接 着剤 と釘 で貼り つ

ける。 あと はペン キま たは布貼りで仕上げる 。

( ご一報次第 カタロ グ進呈)

株

部

昨

建
・宥
，

e

辻

畠

本井
J
@

 
本 社 (' f ゆ0 ) ｾＨ， ｪＧ［＠ r.l 1  r- ｦｾ 川 Ｑ Ｎ ，Ｈ ＿ｾ が ｗ ｊ ｩＱｩ か ｊｾｊ ピル

V正"，f; (03 1  ＵＸＱＭＶ Ｑ ＱＱｕＺｦｾ Ｉ＠

支 唐 木 阪 れ ，'， 1;' k，¥ I・司・トL 帆

ィて判官ｾ ｾ＠ 目-f.l - il

-・ー

ーｾ‘ Ｑ
¥ 丸 ①

 

II 
IY 

ーー『

. . . . .  脅圃・・

4到

----

③ 

⑥ 株 式 会 社 マ凶事凶

宇土 (干 542) 大 阪 <l i rtI [ ) ( 円 本 防 筋 3 - 2  

ｾ￼Ｎ話 Ｈ ＰＶ Ｉ 632- 1  1  5  1  (代 )

東 京 営 業 所 (〒 136) 東 京 郎 江 東 灰 f也 戸 2 - 3 ー 17

電話 ( 03) 682- 3  2  4  1  (代)

名 古屋 出張 所 (' f  460)  r，古屋<1， '1' 区宮前田T 4  - 16  * 梅格科ピル

?正Jfi (052)  262- 6  7  7  1  ( 代)

権 問 出 張 所 ( 干 812 ) 福岡 市 博 多 駅 東 1 - 12 - 26 岩瀬ビル

' ltL J官 (092) 43- 4  3  5  6  

2  



臼 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一一

(第 1 回)

「改正消防法の施行とその必要機器について」

‘ 実務に直結した建築工事別説明会

って，設計，施工の業務にたずさわられる各位においては ， との点充分

了知 ，理解されなければならないものである。と 乙にその改正内容につ

いての概要，とくに今回の改正で警報設備( 煙感知器の採用) については

従前 にくらべ，かなりきびしく規制されているのでとれを中心として，

避難設備，放送設備などその設置についての技術上の基準について説明

をしようとするものである。

最近消防法施行令並びに消防施行規則の一部が改正 され，いずれも去

る4 月 1 日から施行されています。今回の改正 は人命の安全対策につい

ての規制強化がねらいであり ，とくに消防用設備の設置および維持に関

する 技術的基準が強化 されています。

ついては大阪市消防局予防課建築係長田中隆夫氏からその要点につい

• 

てお話を願い ，つづいて煙感知器や避難器具について下記 3 社の担当者

から ，見本やカタログ，スライ ドにより ，詳しくど説明をしていただく

‘  
‘  

. ，煙感知器一一イオン化式について」

従来イオン式感知器の呼称、で実用されていたが， 乙のたび消防法規の

改正に伴ない煙感知器の設置が規制され，また新 しく規格1<:: 折込まれ，

名称も標記の通り変ってい る。乙の規格および検定について紹介する。

乙乙では特に工事省力化が図られている「中継器不要J のイオン 化式

煙感知器について，その動作原理 ・特長 ・設備方法を説明する。

ことになりま しTこ。

最近頻発 した火災の大事故にかんがみ消防の重要性は特 IC建築関係者

にとって今さら 申し あげるまでもありません。乙の際時宜を得た催しで

あり ますので会員多数のど聴講を期待 しております。 当日 会場の受付に

おいて改正消防法に関する資料や 3 社のカタ ログを取揃え ，お渡しいた

します。

. ，煙感知器一一 光電式について」

概要本器は煙を検出することにより動作するもので，結焼の段階

で火災を感知すると とができる。

動作 原 理 本 器 内 lζ 煙が侵入すると ，常時点灯 している白熱ランプ

の光がその煙により散乱され，その散乱された光が受光素子 cds に

照射されて . cds の電気抵抗が低下する乙とにより動作するものが

一般的である。

構造・外光，ほ乙りなどが内部1<:: 侵入しにくいようになっている。

しかも ，煙が内部1<:: 侵入しやすいように工夫されている。

性能: 人間の眼とほとんど同じように煙の濃い ， 薄いを判別でき

る。乙れがイオン 化式感知器とまったく異なると乙ろであり ，最も

すぐれた性能である。

. ，避難器具について」

避難設備については昭和43年 11月に消防法施行令が改正され，昭 和44

年10月より 施行の日が近ついたというととであって，本年lζ 入ってから

の改正はない。

設置対象物別に見て病院などでは30人以上が20人以上，ホテ J レ，旅 館，

寄宿舎などにおいては50人以上が30人以上 と多少強化 されたが，緩和さ

れる規定が今迄は建築基準法との関連がほとんどなかったのが，今 回 改

正の避難設備の減免の規定では ，建築基準法施行令の最低数以上lζ 屋 外

避難階段を設けた場合，パ J レコニーの有効に廻っている場合等々 ，関 連

がでてきてい る。

また避難器具も ，その製品銘柄など多くなり ，使用上から見て，より

使用しやすいものが販売されてきている。

誘導灯および誘導標識については本年 3 月大幅に改正があり ，設置の

高さの規定，また非常m源を必要とするなど，相当強化 された感がある。

附 le 今回，本年度の各種説明会は禍防 ・防火と 1. 2 固にわけで催しま すが関連のある テー

マですのでなるべく 2 回ともど出席を希望いたします。

2.  

3. 

10月29日 (水) 13.30→ 17. ∞ 

大阪市西区靭 l 一 118 大阪科学技術センタ - 4 階401号室

笈治名

10月27日までに電話 (231- 9640番) で事業課へ。ただし定員

に達 したときは 申込期限前でも〆切 ります。

プログラム

0 開会の挨拶 社団法人日本建築協会事業副委員長

。 「改正消防法の要点について」

大阪市消防局予防線建築係長

雄氏義藤近

時

場

員

込

日

会

定

申

3  

4.  

夫氏

. ，改正消防法の要点について」

群馬県水上温泉旅館の火災をは じめと し，有馬 ，磐梯他各地温泉旅館

で多数の焼死者を伴 なう火災事故が発生 した。とくに乙のことにかんが

みてという乙とではないが，火災から人命の保護を はかる手段としての

色々の規制をする 乙との必要性が痛感されるものであり ，火災の早期発

見 ，早期通報そ して早期 の安全な避難のための消防法令の改正が. 去る

3 月 lζ 行なわれ 4 月 よ り施行されている。 ζ んど建築 されるものは勿

論 ，既設の建築物についても適用される 規定の改正が行なわれたのであ

和氏

明氏

己氏

浩氏

隆

申

，巳4、

和

博

中

形

回

宅

田

桑

谷

上

0 説明題名 ・説明者

1. ，煙感知器についてJ

¥1) ，イオン化式について」

東京報知機株式会社技師長

「光電式 lとって」

東北沖電気株式会社研究郡部長

0 閉会の挨拶

「避難器具について」

上回消防建設株式会社代表取締役

社団法人日本建築協会事業委員会幹事

旨要明説

(2) 

2.  



一一一一一日本建 築 協 会 会 告

‘ 実務に直結した建築工事別説明会( 第 2 回)

「建 築 の 防 火 材 料 に つ い て」

いよいよわが国も超高居ビノレ時代を迎え，優秀な耐火被覆材料や防火

材料が出現し ，適切な工法と相ま ってわが建築界lζ 防火上にも大 きな期

待がかけられています。

乙のときに当り斯界の権威. 京都大学教授工学博士婿内三郎先生をわ

ずらわし ，掲題について有益なと講話を拝聴し，併せて下記有名 3 社の

担当者から見本や図面，カ タログにより製品の特質や工法を詳しく ，ど

説明をしていただく乙とにしました 。

乙の説明会は本会員である建築家の皆様にとって見逃がせない機会で

あります。当日会場の受付において 3 社の沢山のカタログを取り揃えお

渡しいたします。また ，会場ーには実物見本を展示し，工法を実演してお

見せする予定です。

日 時 11月 6 日( 木) 13. 30→17. ∞ 

会 場 大阪市西区籾 1- 118 大阪科学技術センター 4 階404号室

定 員 150名

申 込 11月 4 日までに電話 (231- 9640番) で事業課へ 。ただし定員

!と達したときは申込期限前でも〆切ります。

プログラム

o開会の挨拶
社団法人日本処築協会事業A 1IJ餐員長

o  r建築の防火材料について」 京総大学教綬工学博士

0 説明題名 ・説明者

1. r岩綿吸音板一一ーダイロートンについて」

( 新しい天井のメカニズムと工法)

大注工業株式会社工事邸大阪工事線良

近 藤 義 雄 氏

堀 内 三 郎 氏

藤 岡 喜 典 氏

2. r鉄骨耐火被覆材一一 卜ム ボード その他について」

日本アス ベス ト株式会社主任技師 坂 本 吉 弘氏

3. r鉄骨耐火被援板一一一浅野ダイ アスライ卜 その他について」

浅野スレ ート鯨式会社企画住築センタ一課長 赤 塚 陸 雄氏

0 閉会の挨拶
社団法人日本悠築協会事業委員会幹事 三 宅

説 明 要

・ 「建築の防火材料について」

t::. 

日

浩氏

わが国の建築界も ，い よいよ "超高居時代" を迎え，各地lζ 数十階建の

ピJ レがぞくぞくと出現しつつある 。乙の輝か しい成果は ，耐震 ・耐風な

ど権造力学上の進歩によるところが大であるが，全体の重量を軽減する

ために鉄骨締造が採用され，その鉄骨繕迭の弱点の一つである 「防火性」

を確保するために ，優秀な「耐火被援材料および工法」が開発された乙

とも見逃し得ない重要なキーポイン卜であったのである。さらに最近で

は，超高層のみならず ，鉄骨の特長を生か した建築工法が，工場，事務

所，商業建築は申すにおよばず，住宅建築にまで進出しつつある状況で

ある 。しか もその発展の重姿なカギを縫っているものの一つは ，実lζ 乙

の「防火」の問題であるということができる 。との意味から ，優秀な防

火材料や工法の出現が，各方面から要望されているわけでtあり，日進月

4  

歩するそれらの特長を知 り，適材適所に駆使される ととは ，今日最も緊

要なととである。

・ 「場綿吸音板一一ダイロートンについて」

( 新しい天井のメカニズムと工法)

高層ヒソレ時代の到来に伴なって建物自体の軽量化，構造の簡易化，簡

便な耐火被覆，工期工賃の短縮軽減が要求されている。全く新しい考え

方の「天井一小梁ー床J を一体とした耐火工法が開発され，建設大臣に認

可 された( 指定番号 F - 2013，F - 2015)。とれに加え新しく指定番号 F

2029が官報告示第3389号として告示され，耐火工法として充実したもの

とな った。乙の工法と 合せ大建工業K Kで= は天井の ユニ ット化を進めて

いる。 ζ れにより開発されたのがアルミやスチ ーJ レのT ラインを採用し，

天井の諸設備を含めモジ ュー J レ化した「 ダイロ ート ンT ライン工法」で

ある。特 [ζ ダイ ロート ンとタ イタス T ラインを組合せた空調吹出 し口 兼

用T ライン工法は ，最も モジュ ーノレ化の進んだ工法とし て超高層の世界

貿易センタービルでも採用され今後の天井工法の主流になるものと期待

されている 。

・ 「鉄骨耐火被覆材一一 卜ムボードその他について」

(1)  r鉄骨耐火被覆材卜ムボードについてJ

(2)  r鉄骨耐火被覆材キヤ スライ トについて」

(31  r建築用煙突ライニング材カポスタックについて」

(4)  フリ ーアクセスフロア材，アスベス トフロ アについて」

最近の超高周建築は勿論一般建築においても ，骨組を鋼構造とする場

合が非常 (( 増加 してきでいる。とれらの鋼材の耐火被覆材として，吹付

石綿「 卜ムレックス」は広く使用されてきたが，最近吹付石綿成型板

「トムボードJ および成型耐火被覆材「キヤスライト」開発し，耐火被

援材と しての個別指定も受け ，各建築物lζ 採用されている。上記 2 点に

ついての製品紹介および施工性に ついての説明を行なう 。

同時に「カポスタック」および「アスベス トフロア」について最近反

響を呼んでいるので説明する 。

・ 「鉄骨耐火被覆絞一一浅野ダイアスライトその他について」

浅野ダイアスライ卜は ，石綿 ・ft 燥土・および石灰を主原料とし ，特殊

耐熱性向上添加剤を加え，板状 lζ 圧搾成型して，オ ート クレ ーブ処理をし

た石綿法酸カ J レシウム板である。詣比重は0. 7- 0.8，熱伝導率O. I Kcal

/mhOCと軽量で断熱効果も高く ，また曲げ強さは 50kg/cnl 以上であるた

め鉄骨住，梁などに直張りができ ，その上f C直接塗装，または寒冷紗な

どを貼った上に塗装 ・吹付などの仕上げが簡単にできる。従って工期の

短縮にもなり ，また経済的でもある。柱，梁各々の 1 - 3 時間耐火に必

要な厚さは ，柱の場合 1時間2 5 mm，2 時間4 0 mm，3 時間5 5 mm。梁

の場合は各々2 Om m，3Om m， 4 0 mmの厚さ となり 認定済である。また施

工は，熱的 lζ 性能のよい A S ボンド( 当社製品) を使用し，接着を主体

とし た施工で，補助的に釘 ・金具などを使用する。

• 
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4 第10回関西都市・住宅会議開催

一 一 職 住 近 接 一 一

都市化時代の今日，最も緊急に解決を迫られている課題は，住宅問題

と交通問題であります。

そこで職場の近くに適正な規模と質の都市住宅を大量 [ζ 供給する 「職

住近接」をはかる動きが活発化して参りました 。

当大阪にお いても ，中核都市大阪市を中心とした人 口のド ーナツ現象

からスプロ ール現象へと移行し，通勤距離は30キロ 圏から 50キロ圏，あ

るいはそれ以上へとますます長大化しつつ あります。

つきましては標記会議を下記により開催し「職住近接」について諸問

題を検討いた したく存じますので，ど多忙のと 乙ろ 淘[ζ 恐縮ながらお繰

り合わせど出席賜わりますようど案内申し上げます。

記

と き 昭和44年10月27日( 月) 1  時- 5 時

と こ ろ 大阪商工会議所 4 階401号室( 大阪市東区内本町橋詰町)

プログラム

開会挨拶

I 講 演

「職住近接」

大阪市街地再開発促進協議会代表幹事 樫 原 章雄氏

建設省住宅局建築生産企画室技官 鎌 田 宜 夫 氏

E  パネルディスカ ッション

( 司会) 大阪府建築部市街地建築謀課長柄座 正 信 氏

大阪市総合計画局企画調整課課長 花 木 幸一郎氏

日本住宅公団大阪支所支所長青樹英次氏

大阪大学医学部名誉教侵梶原三郎氏

近畿日本鉄道側経営企画室次長砂 田 純 男 氏

日本高層住宅協会大阪支部 支部長 陣 内 恒 雄 氏

閉会挨拶 大阪市街地再開発促進協議会代表幹事 西 川
勝氏

日 本 建 築 協 会 会 告一一一一

会 費 無 料

申 込 電話にて下記のうち所属団体へ

共催団体 ( 社〕日本建築協会 ・ ( 社) 大阪府建築士会 ・大阪建設業

協会 ・大阪住宅建設促進協議会 ・大阪市街地再開発促進協

議会 ・ ( 社) 日本建築学会近畿支部 ・ ( 社) 日本建築家協

会関西支部 ・ ( 社) 日本建築材料協会

後 援 朝日新聞社

4 日本万国博建築工事講演会( 第 3 回)

一一展示館の特殊工法について一一

共催 日本建築協会・大阪府建築士会・日本建築

学会近畿支部・日本建築家協会関西支部

日 時 11月15日( 土) 13.30- 17. ∞ 

会 場 大阪市西区籾 1- 118 大阪科学技術センタ - 4 階401号室

講 演 し 住友童話館の施工について

万博住友館建設工事共同企業体工事事務所工務主任 藤 田 孝 吉氏

〈鹿島建役〉

2. 電力館の施工について

竹中工務底万国憾工事本部技術短当 木 村 住 雄 氏

3.  富士グループパピリオンの施工について

大成建役万博富士グループパピリオン建築工事事務所所長 藤 井 遥 夫氏

4. 古河パビリオンの施工について

清水建設万国博古河パピ リオン建設担当工事課長 村 田 冨士雄氏

定 員 2∞名( 本会割当50名)

会 . 2 0 0円( 資料代，当日会場受付lζ ていただきます)

申 込 往復はがきに限ります。はがき 1枚 IC 1名限り とし ，氏名 ・勤務先名およ び所在

地・連絡電話番号・返信宛名を記入の上11月 5 日までに事業銀へ. ただし定員を

超過したとき は袖せんに て決定 し，ど通知いた します。



一一一一ー日 本 建 築 協 会 会 告

4 永大の本社工場と男山団地の建設状況

見学会

日 時 11月19日( 水) 集合12.30 ( 雨天でも参り ます〉

集合場所 大阪市北区中之島 ・中央公会堂 ・西哀

大阪観光パス l 台( 提供永大産業〉 ・目標会旗

行 程 1.永大産業株式会社本社工場 (合板)

大阪市住吉区平林南之町33

12. 40 中央公会堂西裏発，御堂筋→国道26号線を住吉公園へ

13.30 本社工場着，合板の製作状況を見学

14.30 本社工場発，国道26号線→阪神高速→国道 l 号線を京

阪八幡町へ

2.永大の男山団地 京都府綴喜郡八幡町字圏内

16.∞ 男山団地着，完全木造 2 階建住宅< 富士 >

その他を見学

17. ∞ 男 山団地発，国道 l 号線を大阪へ

18. ∞ 京阪電車天満橋駅着 ・解散

定 員 50名

申 込 往復はがきに限ります。は がきは l 放に 1 名とし ， 氏名 ・勤務先名および所在

地 ・連絡電信番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入の上11月 9 固までに事録へ。

ただし定員を超過したときは抽せんにて決定し . ど通知いた します.

附 記 本見学会は永大産業株式会社のど厚意 ICより催す ζ とになりましたが，同乗の

方はお申込を うけても怠加をど遠慮願う乙と がありますか ら，あらかじめど了

承おき下さい。

叫関西で初めて完成した超高層建築の

見学会

- 神戸商工貿易センターヒ‘ ルディングー

共催 日本建築協会・大阪府建築士会

日本建築学会近畿支部

日 時 11月27日( 木) 14. ∞ ( 集合) →16.30 ( 解散)

集合場所 国鉄，阪急，阪神電車三宮駅下車，海の方へ徒歩約10分，セ

ンタ ーピJ レの山側，鹿島建設出渡所前( 目標会旗)

建築概要

所 在 地 神戸市葺合区浜辺通5 丁 目2 - 1

建 築 主 株 式 会 社 神 戸 商工貿易センタ ー

設 計 日 建設計工務株式会社

施 工 鹿島建設株式会社

敷地面積 8. 534. 20 nf 建築面積 1. 421. “ 5nf 

延床面積 44. 357. 993nf 基準階床面積 1. 345. 70 nf 

構 造 ベ タ 基 礎 ・地下1. 2階R C 造 ・地上 l 階 S R C 造

2 階以上 S 造

階 数 地 下 2 階 ・地上26階 高さ S GC  +  107m 

外 装 アJ レミジュラクロンメタリック塗装

工 期 着工 昭和42年 11月4 日 → 竣 工 昭 和44年11月10日

定 員 150名( 本会割当初名)

申 込 往復はがきに限ります。はがき 1 枚1<: 1名と L. 氏名 ・勤務先名および所在地

・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入の上11月17固までに事業銀へ。

ただし定員を超過し たとき は抽せん 1<: て決定し . ご通知いたします。

"  
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- 箱 根 国 際 観 光 セ ン タ ー 企 画 設 計 競 技

運 輸 省 大 臣 官 房 観 光 都 は こ の た び 箱 根 国 際 観 光 セ ンタ ー を 箱 根 芦 の 湖 畔 畑 引 山 に 建 設

す る た め 、 ま ず 公 開 企 画 設 計 競 技 を 行 い 、 そ の 入 選 者 逮 に よ る 指 名 設 計 競 技 に よ って 最

優 秀 笑 及 び そ の 担 当 建 築 家 を え ら ぷ 方 針 で あ る 。

畑 引 山 は 国 立 公 園 で あ る 箱 恨芦 のi旬! の南端に位し、 芦 の i胡の最も奥行き深い景観と a

j設を望む最勝の地である 。

競 技 の 形 式 :

公 開 企 画 設 計 競 技

入 選 案 及 び 担 当 建 築 家 の 決 定 :

入選案は 4 笑とし、l ] 1j に 等 級 を 設 け な い 。担 当 建 築 家 は 、 本 企 画 設 計 競 技 の 入 選 者 に

よ る 指 名 設 計 競 技 に よ り 決 定 す る 。

競 技 の 主 催 者 :

箱 根 国 際 観 光 セ ンタ ー ( 仮 称 ) 企 画 設 計 競 技 業 務 受 託 共 同 体 ( 日 本 建 築 家 協 会 。 日本

建 築 学 会 。 日 本 建 築 士 会 迎 合 会 )

代 表 日 本 建 築 家 協 会

競 技 事 務 局 :

「箱根国際観光セ ンター企画設計競技事務局」

東 京 都 中 央 区 銀 座 3 - 2  - 19 建 築 会 館 21稽 郵 便 番 号104 電 話 東 京 ( 561) 7182 

受 付 事 務 の 取 扱 い :

連 絡 は す べ て 競 技 事 務 局 に す る こ と 、 関 係 事 務 は 土 限 日 午 后 及 び 日 曜 、 祭 日 は 行 わ な

し、 。

応 募 者 の 資 格 :

建築士にもとづく 一 級 建 築 士 。

募 集 要 項 等 の 交 付 :

募 集 要 項 及 び 関 係 資 料 は 、 昭 和44年 10月 1 日 ( 水 ) よ り 昭 和44年 10月31 日 ( 金 ) ま で

事 務 局 に お い て 交 付 す る 。

募 集 要 項 等 を 郵 送 に よ り 入 手 す る 場 合

募 集 要 項 等 を 郵 送 に よ り 入 手 し た い 場 合 は 1 部につき 100円 の 切 手 を 添 え て 申 し 出 る

こと 。

主主録受付期 限 :

応 募 し よ う と す る も の は 、 昭 和 44年 10月 1 日 ( 水 ) か ら 昭 和 44年 10月31 日 ( 金 ) ま で

に 登 録 申 込 を し な け れ ば な ら な い 。

質 疑 応 答 :

質 疑 は 昭 和44年 11月 15 日 ( 土 ) か ら 昭 和 44年 11月30 日( 臼) まで受付ける 。

質 疑 応 答 舎 は 昭 和44年 12月 中 旬 頃 発 送 す る 。

応募設計図もに受付期限:

応 募 設 計 図 舎 は 昭 和45年 2 月16 日 ( 月 ) か ら 昭 和45年 2 月28 日 ( 土 ) 正 午 ま で に 事 務

局 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

応 募 設 計 図 舎 の 種 類 :

1. 敷 地 全 体 計 画 図 ( 1  / 1200)  

2. 平 商 図 ( 1 / 500)  

3. 立 面 図 ( 1 / 500)  4 面

4.  断 面 図 ( 1 / 500)  2 面

5. 断 面 詳 細 図 ( 1 / 20) 1 面

6.  模 型 写 真 3 面 ( 模 型 は 受 付 け な い )

7.  設 計 要 旨 ( 3000字 以 内 )

8. 敷 地 全 体 計 画 要 旨 ( 1000字 以 内 )

9. そ の 他

審 査 会 の 梢 成 :

審 査 会 長 前 川 園 男

審 査 員 ( 50音順) 大 江 宏 大 谷 幸 夫 白 井 毘一 千 家 哲J蜜

武 内 部 次 平 田 敬一 郎 堀 木 鎌三 吉 村 順三

入 選 発 表 :

入 選 は 、 昭和 45年 3 月 下 旬 入 選 者 に 通 知 す る が 、 そ の 氏 名 は 指 名 競 技 が 終 了 す る ま で ー

で公表しない 。

賞 金 :

賞 金 は 1200万 円 と し 、 本 企 画 設 計 案 の 入 選 者 に 等 分 す る 。
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常温でイ変えるアスブがレトの

コυコトコート

、 屋 根 防 水 工 事 に

世界各地で40年間の実績があり、

その安全性には定評があります。

床 工 事 に

セメン 卜、砂、砕石と混合 した

独特の床て¥ 一例をあげると各

地日本専売公社の倉庫の床に採

用されております。

国 施 工 特 約 庖

( 北 ) 高 梨 組 札 幌 ( 56 ) 3217 

陽 光 建設 仙 台 ( 22 ) 6273 

東 京 ( 268 ) 4929 

シ ェ ル 石 油 大 阪 発 売 所 東 京 ( 562 ) 4646

大 阪 ( 303 ) 7131 

福 岡 ( 77) 1961 

名 建 商 会 名 古 屋 ( 26 1) 3671

日 建 工 材 福 岡 ( 75 ) 7752 

シェル石油土木建設部

東 京 都 千 代 旧 区霞 ヶ 関 3 - 2 - 5 T E L ( 5 80 ) 0 1 1 1 大 代 表

己工JL眉i自
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- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

- 本品は特に各部品の材料を l吟味 し、表面が錆

びないようボンデライジン グ加工を施した上

に防錆塗装 をしております。

. 焼付塗装仕上製品のf也に、他の持出 し吊の腕

部 ( 吊込後扉から露出する部分) に s U  S  27 

( 18.8) ステンレス製へアーライン仕上の化

粧カハーを付 けであ ります。

・ 回転音11分にナイロンベア リング及びスラスト

ベアリングを t&; 入しであります。

. ，J i J i 裂の設計製作をも歓迎致します。

- 弊 社 製 立 枠 付

ピポ ッ トヒン ジ

は;

実 用 新 案 登 録

第 517316号 の

立 枠 に は 何 ん ら

抵 触 致 し て お り

ま せ ん 。

う 住 友 の 永 久 磁 石 を 使 っ た く新 し い ド ア ー ・ ホ ル ダ ー〉

サ レz ..r ・・ ・・

広

.
V

民

υ

K
υ
 

本軽快なワンタ ッチ

従来のゴム戸当りと 違って、ワン夕 、y チ

で軽〈接触するだけで、ホール ドし ます。

本強い磁気力

磁気力が強力なため 、風力などであ ふら

れて 離れるよ うな ことは全然あ りま せん0

. 設備場所を床にお求めの場合、 床周デ

ザイン のものも用意しており ます。

"  

三 築 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 生 野 区 巽 矢 柄 田 丁 一 五 一 番 地 大 阪 ( 751 ) 3653- 5  

東 京 出 張 所 東 京 都 墨 田 区 本 所 2 - 11一 川 東 京 ( 623) 7677 
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法 令 コ ー ナ ー

26 

日本建築協会法規委員会

Q 法令相談

新都市計画法が昭和44年 6 月 14日施行されて

より約 3 カ月がたちました。その閲施行にあた

っての問題点が明らかになってきましたので ，

そのうち市街化区成，市街化調整区域の問題に

ついてお答えします。なお開発許可制度につき

ましては ，後日ど専門の方よりど説明があるも

のと恩います。

質問 1 市街化区域，調整区峨はいつごろ指定

になるのでしょうか

答 各府県とも昭和45年 3 月までに指定すべく

作業を進めています。

質問 2 市街化区域，調整区域決定までにどの

ような手続がとられますか

答 (1) 案の作成の段階で公聴会などを開催す

る乙とにより住民の意見の反映を図りま

す。

(2) 案の固まった段階で乙れを 2 週間公衆

の縦覧に供 し， 関係市町村の住民および

利害関係人に意見書の提出を求めます。

(3) 知事はその案について関係市町村の怠

見を聞きます。

(4) 都市計画審議会に付議して ，その議決

をもとめます。

(5) 知事は計画を決定する前に予め建設大

臣の認可を受けます。

住て
?

レ

一
一

小

止

口

出

回のそ

平

4

0
れす

す

定

ま

決

せ

が

ら

画

知

計

に
民

ρ

口

質問 3 都市計画審議会のメンパーはどんな織

成ですか

答 都市計画審議会委員は各府県の条例で定め

られています。大阪府の場合は次の通りです。

学識経験者 11 人

( 都市計画だけでなく法律，経済，山政，建

築などの学識経験者)

府議会議員

市町村の長を代表する者

11人

2 人

市町村議会の議長を代表する者 2 人

大阪市長および大阪市議会議長 2 人

員職の関機政

計

行係関 7 人

35人

来と変らないと思います。しかし ，昭和43年 7

月の税制調査会の「土地税制のあり方について

の答申」では ，r市街地として都市施設が整備さ

質問 4 市街化区域，調整区域は， 一度指定さ れた地域における農地，山林などについては，

れれば変更はないのでしょうか。 周辺住宅地と評価の均衡を図る乙とが必要であ

る。」と指摘されていますので ，将来はそうい

答 新都市計画法では ，知事は ，おおむね 5 年 う方向で制度の改正が行なわれるかもしれませ

どとに都市計画 lζ 関する基礎調査を行なう乙と ん。

とされていますので ，市街化区域，調整区域K

ついても ，少なくとも 5 年に一度は乙の調査結 質問 8 新都市計画法では従来国の定めていた

果により検討され ，必要な場合には変更されま 都市計画の決定権を地方に移譲したと

す。また高速道路 ，鉄道，大規模な住宅開発の いわれていますが，知事や市町村の定

計画などが決定されれば変更される乙とになる める都市計画の区分はどうなっていま

すか

答 知事の定める都市計画は ，市街化区域，市

街化調整区域など広域の見地か ら決定すべき地

域地区，ー都市施設 ，あるいは根幹的都市施設で

あり ，従って国の利害K 重大な関係がある都市

計画ですから ，決定にあたっては建設大臣の認

可が必要です。知事の定める主なものは次のと

おりです。( 大阪府の場合)

(1)  市街化区域，市街化調整区域

(2) 臨港地区 ，近郊緑地特別保全地区，流通

業務地区

(3)  用途地域，専用地区 ，空地地区，容積地

区，風致地区

(4)  幅員16m以上の道路( 指定都市の区域lζ

ついては22m以上)

(5 )  自動車専用道路

(6)  都市高速道路

(7)  4  ha 以上の公園 ( 指定都市の区域につ

いては 10ha以上)

(8) 公共下水道で排水区が 2 以上の市町村の

区域 ICわた るもの

(9) 集団住宅が1，∞0 戸以上の l 団地の住宅

施設

(10) 土地区画整理事業なとの市街地開発事業

市町村の定めるものは上記以外のものです。そ

の主なものとしては，特別用途地区，高度利用

地区 ，特定街区などの地域地区や学校 ，病 院，

どみ焼却場なとがあります。

質問 9 用途地域で市街化区域内の未指定地や

市街化調整区域で ，すでに指定されて

いるものはどうなりますか

答 市街化区域は積極的に市街化を進めると乙

ろですから ，その土地利用の基本 となる用途地

域は当然市街化区域決定と同時に指定されるも

のと思います。 また用途地域がすでIC 指定さ

れ，かつ市街化調整区岐に指定されたと乙ろで

は，原則として用途地域の指定は取消されるも

質問 7 市街化区域内の農地に対する固定資産 のと思います。 乙れは市街化調整区成が市街化

税の課税はどうなりますか を抑制すべき区域だか らです。 しかし ，山村集

落などがありとくに用途規制を必要とする場所

では特例として用途地域が残ることがありま

す。 ( 法組委口 。上田隆夫)

と思います。

質問 5 市街化区域内の農業はどうなりますか

答 市街化区域はおおむね 10年以内に計画的優

先的に市街化を図るべき区域ですから ，農業の

ための長期的なが ｾｭ をおよぼす公共投資は行な

われない乙とになります。しかし当分の聞は農

業が行なわれる土地の区域も市街化区域に含ま

れていますので ，乙れらの! 災業を経営するに必

要な投資は行なわれます。

質問 6 市街化区域内の農地を転用して建築物

を建てようと思いますが，農地転用の

手続はどうするのでしょうか

答 市街化区域内の辺地を転用する場合および

採草放牧地の権利を転用するため取得する場合

の届出手続については ，12i 地法施行規則の一部

が去る 6 月14日か ら改正になっています。その

主な内容は ，届出を知事に提出する ICあたって

①原則l として J1i 業委員会を経由するとと。乙の

場合 ，転用行為に若手しようとする日の50目前

までに ｊｾ 業委員会 ｉｃ 届出者を提出しなければな

りません。②届出 IC係る J};l 地などが賃貸借によ

る小作地である場合に は，その賃貸借について

農地法第20条の規定による解約 などの許可があ

った乙とを証する 書面を添付す る乙と 。③取得

する農地などを宅地にし ，建築物を建築しよう

とする場合で ，都市計画法の開発許可を必要と

するものであるときは ，その許可を受けた乙と

を証する書面を添付するとと。④土地改良区の

地区内にある湯合には ，転用または転用のため

に権利を取得するという届出を知事にす る百を

その土地改良区に対して通知した乙とを証する

書面を添付すべき乙とが定められています。な

お届出の効力は ，届出蓄が受理された旨の知事

の受理通知蓄に記載された期日に生ずる乙とに

なっていますが，その期日は正しい届出蓄が知

事K 到着した日とする乙とになっています。

答 農地lζ 対する固定資産税の課税は ，現在の

と乙ろ ，1巣地が市街化区域に編入されても ，従
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- シ グ マ ー ト に よ る ウ エ ル ド シ ス テ ム 防 水 工 法

・ 特 殊 絶縁 防 水工 法 ( 持 言午 出 願 中 )

圃 メ ル タ ン IIJj ノj，工 法

完 全 責 任 施 工

年 の 実 績 が 生 ん だ 防 水

R
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霊訪⑮

シ0マ・ト.
- 全 国 に 配 置 さ れ た 組 合 員 の 強 力 な 連 繋 で 完 全 な 施 工 工 事 を お 受 け い た し ま す

言舌

東

海

地

区

電

清 水 2 - 2 2 21代

名 古 屋 251 - 3 5411" 、

名 古 屋 4 11 - 6621

名 古 屋 571 - 5541 - 4  

静 岡 85- 9151 - 3  

名 古 屋 331ー 1531代

会

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社

中 央 建 材 工 業 株 式 会 社

東 京 建 材 工 業 株 式 会 社

日 本 建 材 鋼 業 株 式 会 社

株 式 会 社 三 井 工 業 所

宮 崎 建 材

名ヰ土地 区 別言舌

23- 7511 代

22- 5015 

23- 1735 

25- 5431 代

幌

中見

台

台

京 842- 1431 代

京 802- 3871 代

京 363- 4341 代

京 634- 0821 代

京 433ー 1961

京 803- 2411

京 403- 0171 代

京 444- 3531 代

京 263- 4861 代

京 941- 0271

京 634ー 0161 代

京 362- 5697代

京 551- 2676

京 842- 6311 代

京 802- 4751 代

京 861- 2706- 8  

崎 22- 3301 - 3  

潟 45- 2251 代

P 3 1 ー 0171 代

井 23- 0775

悶 22- 0999

岡 23- 0391

沢 42- 5151

日 本 ス レ ー ト 株 式 会 社

日 新 注 工 ( 株 ) 札 幌 出 張 所

信 栄 工 事 ( 供 ) 仙 台 出 張 所

日 新 注 工 ( 株) 仙 台 支 底

伊 藤 謹 材 株 式 会 社

る 臼 工 業 株 式 会 社

金 岡 工 業 株 式 会 社

木 下 工 業 株 式 会 社

協 立 工 業 株 式 会 社

日 新 世 エ 株 式 会 社

日 本 線 合 防 水 株 式 会 社

野 口 工 材 株 式 会 宇

料 田 工 業 株 式 会 社

政 井 エ 業 株 式 会 社

宮 士 工 材 株 式 会 社

務ｾ￦Ｎ青興業株式会社

北 条 波 音 工 業 株 式 会 社

マ サ J レ 涯 青 工 業 株 式 会 社

平 日 工 業 株 式 会 社

jJ ! f . 育 法 材 株 式 会 社

田 控 材 工 業 株 式 会 社

同 和 建 業 株 式 会 宇 土

木 式 会 社 奈 良 度 目 罰 庖

4喬 t主 材 株 式 会 社

有 限 会 社 折 僑 政 次 郎 商 庖

有 限 会 社 小 島 工 換 所

島 屋 建 設 株 式 会 社

電

小L

.f L  

イ山

f山

名宇土

4  

=  
地 区別

阪 372- 0250- 3  

戸 2 2 - 91821い

戸 34- 5 884

阪 541- 3785- 6  

阪 458- 7431 - 3  

阪 313- 3817代

阪 458- 4841 - 3  

阪 538- 1621

2  - 5155代

23ー 1181 代

61 - 6371 - 3  

71- 4687 

51 - 6811- 5  

83ー 1786

54- 4161代

2 - 5 0∞ 代

31 - 6261 - 3  

28- 5207- 9  

3- 9395- 6  

38ー 1468 - 9  

4 - 1 6 2 5  

74- 3 548  

2- 4305- 6  

竹

山

島

島

一

松

知

島

治

山

福 岡

鹿 児 島

北 九 州

宮 崎

福 岡

延 岡

大

神

神

大

大

大

大

大

大

岡

広

広

一

吉

岡

高

徳

今

総

i a 

t占を

1也

区

中

国

地

区

四

園

地

区

九

州

地

区

!羽

l也

区

北

陸

地

区

ト 防 水 工 業 協 同 組 合

以 以 内11J 止、工lメ r. fl : 点 2 - 21ー 28 11 新 仁 業 株 式会 社 内 市 川 ( 882 ) 2  4  2  4  ( 代 )

関 東 支 部 点 以 ｭｬｾ ;r. 1メT- f l:l ¥.!:2-21- 28 FI ｾ ｊｩ て ［Ａｩｚ株式 会 社内包 ， Ｑ ，Ｇ ［ ( 882 )  2  4  2  4  ( 代 )

関内 支 Ｚ ｾｉ ｉ 大 阪 市 川 区 新 町 北 辺 1 ー 18 日 新工 業 株式 会社 大 阪 支 庄 内 ｾ Ｑｊ ， Ｑ Ｚｲ［ Ｈ＠ 53 1  )5281- 3  

九 州 支 部 符¥Ilf. )rli 大 手 門 1 - 6  Ｑ 二 Ｑ 新 工 業株式 会 社九州 ｌｐｉ ｾ 長 所 内 1[I .1古 ( 74 ) 3  4  6  1  

ァ j レ日 本 ア ス フ. 建設省東計第 240 号認可
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読者の頁

投稿をおまち しております。掲載の

分には線定の稿料を差上げます。

口 ヤングタウン建設計画進む

大阪府では ，泉北ニュ ー タウン Jkケ丘地区の

一 郎 lζ ，勤労青少年の街 " ヤンクタウン " の 建

設計画をすすめてい るが ，府労働郎と企業局で

まとめている精想案の紙要は次の様である。

府営住宅はも とよ り，公団住宅や千里ニュ ー

タウンでも ，建設される住宅のほとんどが世帯

向きであって ，単身者用はきわめて少ないのが

実情である。 しか し環境のよい住宅を必要とす

るのは ，一般世帯 と同様 に青少年単身者も閉じ

である。特 lζ 速 い地 域から就職し て来て ，まだ

大都会になれない青少 年に対して整備 された環

境に良好な住宅 を集中的に供給するととは住宅

対策だけでなく ，労働福祉対策と して ，重要な

問題であって ， 乙の意味からも ，ヤングタ ウン

のもつZ主義はきわめて大きいといえる 。 ヤング

タウンは ，単身者用 の住宅を建設するのみでな

く， 迩 動 場 や 集 会 ， 研修室を含む福祉厚生胞

設 ， さらに購売施 設を総合的 ，計画的 IC建設し

ようというものである。建設位置は泉ケ丘地区

C 住 区の西部，泉 北 l 号 線 lζ 隣接する面fJ i 約20

ヘクタ ーノレ ( 7 万坪) が予定されており ，新設

される泉北鉄 道の駅から徒歩 10分から 30分 の 位

置にある 。 乙乙 K は ，11， 0∞ 人 の 単 身 者 用 住

宅 ，勤労青少年セ ンタ ー ( 仮称) と illiill i J 公園が

それぞれ 悠設される。住宅部分は商品 ｾ Ｑ ＱＮ 9ヘク

ターノレあり ，街の景観 と勤労青少年センターの

利 ｭ 効率を高めるため中央附近 ｉｃ は ｾＺＺｊ ｊＨｩｩ住宅を

採mし，その高居住宅の 1 階 ， 2 階部分 lζ 庖 舗

飲食庖 ，理容 ，美 容 ，郵便局などの利 便施 設が

設けられる。住宅の建設は雇用促進事業団 ，大

阪府住宅供給公 社 な ど が ，6，∞0 人分の単身者

fll口貸住宅 と中心部 の利便施設を担当 し， 民 間

企業が社宅として 5，∞0 人 分の単身者用住宅を

ｾ設するととになっている 。

勤労 15少年センタ ーはヤ ングタウンの中央 lζ

位 if: l し，商績は約 2.5 ヘクタ ール。 乙の街』ζ 住

む行少年にグノレー フ。活 動， レクレーシ ヨン活動

を通じ て暖かい人間関係、を形成させるためのも

の 。 他 Ｉ＾ｬ ｾＱ ＧｩＧ型 施 設として体育館 ， 屋内プーノレ ，

文化教t i : 施設として研修室 ，青 少 年劇 場( 多目

的ホー J レ)， 小集会室が設け られる。乙 れ らはヰy:

I"J の fj少年活動の街導者のもとに巡営される計

画lで ，凶の資金で施 設が建設できるよう労働省

lζ 働きかけている。一方， 迎 ill i J 公園は而fJ 'i 5. 6  

ヘクタ ー J レで ，野 球，陸上競技， ソフトポーノレ れている。現在，ヤングタウ ンの- 1¥11はすでに

な どのできる大迩動場，テニスコート，バレー 造 成工事が完了し ，来年の春K は ，雇 用 促 進 事

ボーノレ コート などの球技場とプーノレ ，遊少場， 業団の住宅建設が始められ ，11日和46年の泉北 鉄

花極広場といったものが完備し ，文字ど おり百 道開通時には一部入居ができる見込みである。

少年に とって ，あらゆる角度からの配慮がなさ ( 大阪府企業局 福 家 敬〉

口 動く歩道，都市計画に本格的登場

一 一屋根つきで駅と団地をむすぶ一 一

世界的な スチー ノレベル ト・コンベヤ ・メー カ

ーであるスウ ェーデンのサン ドピック製鋼所は

この ほどスウ ェー デンのヨーテボリ屯鉄会社lζ

人 員輸送用 コンベヤ「サン ドピ ック ・ムーベー

タJ 4 台を納入する乙ととなった 。

ムーベー タに使用するスチ ーノレベル トは幅 l

m でみぞ付き コームの被夜を施 したものである 。

低い側 の 2 台は長さ約 82mで傾斜 10
0

，高い側

の 2 台は約 42mで傾斜 12
0

である。ベ J レ卜は毎

分 45m の速度で辺 転 し 1台 に つ き 毎l時& 向

7，2∞人の乗客が述搬できる 。

乙の施 設は ，スウ ェー デン紋初の屋外形人員

輸送用コンベヤで ， ＧｾｬＱＺ ｉｉｉ 駅およびそれに 隣接し

た商 庖 街 ・文教地区か らI i : 陵地の住宅団地 lζ 至

る| 呂田の人員輸送を行な うものであ る。 工事 完

成は 1970年 l 月の予定で，受注額は約 140 万ク

ロー不( 邦貨約 1{怠円〕 にのぼっている。

. II UIIIII IIIII IIIIIII IIIIIIIIIII IIIIIIII III IIIIII III III III IIIIII I1111111111111111111111111111111111111111111111111111刊 1111111“111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111・III ll l U11111111111・

口 明治建築土木史年表・関西篇 ( その 32) ( 明治11年 10月17日) 口

明 治

11 年 10月17日

11 11 11 

1 /  11 11 

げ ん

大 坂川 口波止場を ，従来より酋へ七十間余拡張すると報ぜ られ た。また汽船の 発151-

叫ん Fご

に際し ，各話簡量( 船便会社) が乗客の職業，本籍地を詳しく調べて木 LU野 築 制ζ

届ける事になった 。

士 族 の貧富司対策に発行された桜議公{立に関する各地の情報が見える 。金沢では地券

証を抵 当に百姓の金策 K 応じて貸して ，政府か らの公債への利子と ，借りた百姓の

利 息、とで生計が成り立つ様にしたし ，高知では他県へ売払わぬ級 lζ 深尾某が斡J P f . し

て ，一番有利な使途を日々協議しているとある。併し一 方 ，福山( 広島県) ・福 岡

などでは換金を焦って ，大坂へ持って来た為 ，9干商にだまされて 1: 羽l固い船1' UJ とで

かえ って足を出す士族も多いとある 。

七日福井発の明治天皇北陸御巡幸記事が乙の日 lζ 載っ てい る。 ('dl 信は高fiHiか っ た か

らか官 業優先で長文の新聞投書文などには使えなかったのか，御巡 幸の祥報はいつ

ゐんざ いレｾ

も乙れ位かかっている) 稲井行在所は東本願寺別院。旧松平越前守三十五万石余の

城 下で ，人家は約一万戸。 I告告の娠はひも亦新潟。金沢に孟くJ とある 。大 限 参

議( 豆信〕が天皇御名代として赴いた先と して ，I男女師範学校。病 院。裁判支庁」

を挙げている 。 ( 東京都北区神谷 2 ノ22 / 13  須藤欣ニ)

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111・11111111111111111111111111“1・1IIIIIIIIIIIIIIIIIII IIII :IIII IIII III IIII IIlI III IIIIIIIIIII IIIIIIII・s・"111111111111111111111. 11111111111111111111111111“‘
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'  

ビ

ル

が

変

れ

ば

窓

も

変

り

ま

す

ビ

ル

が

高

層

化

・

マ

ン

モ

ス

化

す

る

に

つ

れ

て

、

そ

の

窓

も

変

り

ま

す

。

大

き

な

ビ

ル

の

窓

に

は

、

気

密

性

・

遮

蔽

性

・

清

掃

の

安

易

さ

・

熱

損

失

の

多

少

・

採

光

性

能

な

ど

、

あ

ら

ゆ

る

面

か

ら

検

討

さ

れ

、

す

ぐ

れ

た

も

の

が

要

求

さ

れ

ま

す

。

さ

ら

に

ビ

ル

の

顔

と

も

い

え

る

窓

に

は

、

ビ

ル

の

外

装

を

生

か

す

美

し

き

も

忘

れ

る

こ

と

は

で

き

ま

せ

ん

。

ス

イ

ス

で

生

ま

れ

た

エ

ル

ミ

ン

窓

が

各

方

面

で

話

題

に

な

り

、

注

目

を

集

め

て

い

る

の

も

、

こ

う

い

う

ビ

ル

の

マ

ン

モ

ス

化

時

代

に

窓

の

性

能

が

再

検

討

さ

れ

た

結

果

に

ほ

か

な

り

ま

せ

ん

。

-

エ

ル

ミ

ン

窓

は

ブ

ラ

イ

ン

ド

内

蔵

・

回

転

式

ア

ル

、

、

二

一

重

窓

で

す

二

重

構

造

と

内

蔵

ブ

ラ

イ

ン

ド

、

す

ぐ

れ

た

断

熱

構

造

及

ぴ

)

高

い

気

密

性

が

、

抜

群

の

遮

蔽

性

語

f

a

u

u

t

聞

を

発

揮

し

ま

す

。

騒

音

・

外

気

は

ミ

量

一

一

パ

f

h
謝

吾

川

室

内

に

オ

フ

リ

ミ

ッ

ト

。

冷

暖

房

ミ

喜

一

一

一

?

〆

三
日
戸

劃

効

果

も

た

か

め

ま

す

。

外

光

調

整

捻

雌

佐

rト

1

ν
l

回

附

も

思

い

の

ま

ま

で

す

。

ま

た

エ

ル

冊

即

山

問

問

問

刷

劃

M

糊

ミ

ン

窓

は

横

軸

刷

度

回

転

式

で

す

繍

か

ら

、

ロ

ッ

ク

を

は

ず

し

障

子

部

分

を

回

転

さ

せ

る

こ

と

に

よ

り

、

高

層

窓

の

外

面

も

手

が

る

に

清

掃

で

き

ま

す

。

ブ

ラ

イ

ン

ド

に

も

挨

り

が

つ

き

ま

せ

ん

。

こ

の

よ

う

に

数

々

の

特

色

を

持

つ

エ

ル

ミ

ン

窓

は
、

ホ

テ

ル

病

院

・

学

校

・

寒

冷

地

の

住

宅

な

ど

各

方

面

で

、

時

代

の

要

求

に

こ

た

え

た

新

し

い

窓

と

し

て

ご

好

評

い

た

だ

い

て

お

り

宇

品

十

y

。

A

V

エ

ル

ミ

ン

窓

に

は

8

つ

の

特

徴

が

あ

り

ま

す

①

二

重

ガ

ラ

ス

に

よ

り

熱

損

失

が

少

い

②

遮

音

性

能

が

す

ぐ

れ

て

い

ま

す

③

ア

ル

ミ

形

材

に

挿

入

さ

れ

た

断

熱

材

に

よ

り

熱

伝

導

が

少

な

い

④

水

密

・

気

密

が

完

全

で

す

⑤

ガ

ラ

ス

に

も

枠

に

も

結

露

を

生

じ

ま

せ

ん

⑥

ブ

ラ

イ

ン

ド

が

内

蔵

さ

れ

て

い

る

の

で

冷

房

負

荷

を

へ

ら

し

ま

す

⑦

機

軸

削

度

回

転

し

内

部

か

ら

外

部

ガ

ラ

ス

の

清

掃

が

可

能

で

す

⑨

大

窓

に

も

適

し

ま

す

エ
ル

ミ

ン

窓

は

住

友

軽

金

属

の

す

ぐ

れ

た

ア

ル

ミ

形

材

を

使

用

し

て

い

ま

す

製 造 ・販 売 ・施 工

日 本 エ ル ミ ン サ ッ シ 株 式 会 社

本 社 東京都中央区日本橋江戸崎3- 7( 筋 2 三木 ピル) 電 ( 272) 1841代 表

営雛所 大 阪 市 西 区 京 町 湖 1 - 1  2  5 (東洋ビル) 電( 441) 1979直通

。 住 友 軽 金 属 工 業 株 式 会 社

10  
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- ヶベック館

設 計 J a c ques d e  8 10i s  A r c h.  

協 力設 計 徳 永正 三

施 工 株 式 会 社竹 中 工務 底

敷 地 面 積 2.300m'  階 数 地 上 H 昔、地 下 1階

建 築 面 積 920m'  最 高 高 さ 28 .6 m 

延 面 積 2.261 m'  起 工 昭 和 何 年 12月 14 日

構 造 鉄骨鉄筋 コンクリート 造

. ニュージーランド館

E宣 言十 J ohn L .  N e wn h a m 

協 力 設 計 芦 原 義 信

施 工 戸 田 建 設 株 式 会 社

敷 地 面 積 2、914mき 階 数 地 上 2 階

趨 築 面 積 1.487m'  最 高 高 さ 12 .6m 

延 面 積 2.398m' 起 工 昭 和43年 12月 15 日

明 造 木 造

69 .9.  11 ｾ 見 在

鋼鉄製の Ｔ Ｋ のれで全 ｉ ｉ｜ ｊ に尖き ｈ｜ された Ｈ ｉｊＺ大なフリズム ｽｦｾ ＾ の主主物。これは、伝統的なケベ γ クの

処 築様式であるI ; I J ./t l1，¥を '1 か し た む の で あ る 。

メ ーン フロアではノ、然資似を 'I '，C. 、とした 大 JilI. j民主ヰ; 休 J也1:;<1や 8 f i の l快写機によるマノレチプノレスクリ

ーンを依 っ てケベソクのＧＱＱＺを ｴｊ ｩ 介 する 。 ｉ 也 ＱＺ 符は多 Ｑ ＱＨ ド Ｉｽｾｉｉｊｴｪ にな っ ている。

69 .9. 11 現在

69 .9. 11 現在

. 三 菱 館

設 計 三 菱 地 所 株 式 会 社

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

敷 地 面 積 9. 600m'  階 数 地 上 2 階

建 築 面 積 5.665m'  最 高 高 さ 52m 

延 面 積 8. 116m'  起 工 昭 和 何 年 7 月 1 日

柵 i草 鉄骨造

展示館は、 ｉｻＨ 線 や ＱＱＱＱ 似を Ｇ［ｾｬ ，ｾ Ｚ， Ｑ した ｉＩ￭ｪｬＡｦ￮ｬｬｬ［ 主 ＧＱ を忠わせる Ｔ つのブロックか

らな り 、 抗 感 と 流 動 感 に あ ふ れ た 往 物。 太 陽 光 線 の 変 化 に よ り 形 が 変 わ

っ て比えるよう; u t ，i I され ている。

自j' (I"J は 5 つ の JJ { ぷ む と 仲 介 引 に 分 か れ 、 全 行 れ の 3 分 の 2 以 |ー が へ J レト

コンベア方式 。 ｾｾ 1 司、ーは、ホリ ミラー ースクリ ー ンと 11予1%ｉＮｌる ［､ 本 Ｈ ｉｾｊ

Il lI jl(li による ｈ 本の ｩＧｉ 然 Ｎ の 胤 ｉｬｦｬ 、第 Ｒ 宅は 、世界 ｾ｜ｾ Ｚｮ ｊ ｉ ｉｉ センタ ー ー

'J'，'i 報 局 の ド ー ム が 設 け ら れ る 日本の 宝 、 第 3 'fi は ゆ ほ 郎 di '  Il fl 允 を

不 す 凶 日 本 の 向 、ｾＧＱ Ｔ 本は 11 本の| 盗 、 第 5 宅 は レ ク リ エ - y ョ ン

. ル ー ム と な っ ている 。

国 オ ラ ン ダ 館

設 計 J . 8 . 8 a k e ma  'A r chi t ect  

協 力 設 計 村 田 政 呉

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 后

敷 地 面 積 4.080m'  階 数 地 上 6 階

建 築面 積 1，659m'  最 高 高 さ 23 .9 m 

延 面 積 3，502m'  施 工 昭 和 何 年 11 月21 日

構 造 鉄 骨造

69 .9. 11 現 在

1>;1じ 大 き さ の 木造 の 雄 物 5 j点 ( 白1'; イ')5}"j 館、 l必〆l; fifi 1 号 2  J'j 、H史Jl 11j 館 、

食ＧＺ止 Ｉ を円 ｇＹ Ｑ Ｑ したむの 。 千 十雄 物は ｬ 辺正 ｾｊ Ｑ Ｕ ｭ の正方形で 山 ｾｅ ｉＱ，｜に設 Ｎ ＺＱさ

ノ ド ｱ ， に建てられた Ｔ 本のｴｉＺの Ｑ Ｎ に ι ｊｪ 休 を ｩｦｩ ねたような ｽ ｦ ｾ の他 物で、全

ｻ本として ｾ ｉ Ｇ 常にカ ラフルであ リ、合ト ＱＨｬｩ は ｊ 也 ｊ ＧＮ Ｔ m 50ま で は オ ラ ン ダ の いl

仁 をシンボル化した水色、それから ｉ ｾ は銀色 オレ ンジ 色 に な っ て い る 。

れ て い る 。 木 村 外 装 材 は す べ て ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド か ら If[ 桜是正びこまれた l未 明 に A L C 似 を i史川 し、 l人l 古11桃 iiE むすべ て モ デ ュ ー ル 化 さ れ て い る .
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

言 Ｂｉｉｾ レ ＱＱＱ ＧＷｾ

軽

断

量 (比重 0.5コンクリート 11 の重量)

熱 ( コンクリートの 1 0 倍の断熱性)

耐 火 (法 定 耐 火 材 料)

@ シポレ ックスは工場、住宅 から超高層ビ、ルま で

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用 されますが次の建物 には特に最適です

期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化を要する高層建築物 ・軟弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

12 

新森小路分譲住宅

設計 大阪市住宅供給公社

(伊東建築 設計事務所 )

施工 佐 藤 工 業株式会柾

使片J場 所 外壁 、間仕切

優至言言P

;s.-ポレ11/ ' 7ス 販 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ | ノ 16 ( 森 川 ビ ル )

電 話 東 京 ( 861 ) 代 表 7 2  4  1  

大 阪 支 庫 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 l ノ 125 ( 東 洋 ピ ル )

電 話 大 阪 ( 443 ) 代 表 7 7 4 1  

名 古 屋 支J苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大商 ピル )

電 話 名 古 屋 ( 58 1) 代 表 7 4 2 1  



口 写真と 慨嬰をどしどしお送リ〈どさ L、.

凡例 : a . 所干' EJ 也 b  建築而f 1 l c  延I町村'f d  

469.  富 士 銀 行 北 浜 ビ ル 470.  新 大 阪 セ ン イ シ テ ィ ー 471 .  フ 〉〆 ア ビ タ

設計 : 大 成 建 設 K K 投，11' : R  1  A 建 築 綜 合 研 究 所
設計 K . Y . M 建築企画事務所

施 工 大 成 建 設 K K 地 て 大林組、鹿島建設、熊谷組、竹中工務庖、
旋 工 . 栄 興 種 設 K K  

a  東 区 北 ifr 2 丁 目 6 5 帯 地
西松建設 、 藤同 組

a  名古屋市千NlIRI.立地通 2 丁目

b  1  ，000.  827m'  

a  大 阪 市 東 淀 川 区 西 宮 原 町 1 - 2 丁 目

b.  169. I Om'  
b .  1号 ピ ル 2号 ピ ル ・3号ピル剖 31. 340. 77m'

c  1I ，586 .142m'  
1 号 ピ ル 2号ピル・ 3号 ピ ル 計129，086. 90m' 863.  37m'  

d  S R C 造 . B  3 ， 8  F  R C 造、 1号 ピ ル B 1，3 F ・2号 ピ ル B1 ，3F1部
R  C i孟、 5 F  

e .  si'i和43年 3 月~昭 和44年 7 月 7 1" .3号 ピ ル B 1.3 1" . 各搭屋付

e  昭和43年 11 月~昭和44年 4 月

日目前142年 11 fj - s!l .初44年 9 月

472.  ラ イ オ ン 歯 磨 K K 明 石 工 場 473.  佐 太 東 山 来 迎 寺 本 堂 474.  立 命 館 大 学 体 育 館

設ｾＭｪＭ :  K  K 松田平田坂本設計事務所 設計 。亀 田 正 也 建 築 事 務 所 設計 ' 宮 家 建 築 事 務 所

施 工 清 水 建 設 K K  
地 工 大 日本 土 木 K K 大 阪 支 底 施 工 清 水 建 設 K K 大 阪 支 庖

a.  ￟ ，ｊｯｉ Ｑ 県明石市Ｎｾｻｬ，住町 ｪｭ 問 ＸＰＰ
i 守門市{ 左太中町 7 丁目 1 0  7  a  京郎市北区等持院北町27'l 昏I也

b  5.438. 74m'  b .  404m'  b .  2，700. 95m'  

6，428. 598m'  c  .  522.0 m'  c  4，640.40m'  

工場棟R C. ｐ ｓ 造 Ｒｆ ，厚生 ｬ 車 ｓ ｂ ｾ d  R C造、 2 F  d  S R C 、 2 F  

e. n百字1143年 7 月 - 1昭和4411' . 1  )1 
e  昭和43年 12月~昭和44年 8 月 e  昭和43年 7 月~昭和4411三6 月

特徴・品UI I J 、井1悌唖技7ラ7陣宵』品完( 自

475.  室 蘭 市 文 化 セ ン タ ー 476.  明 舞 中 央 病 院 477 高 知 市 立 市 民 病 院

設計 K K 久 米 建 築 事 務 所 設計 。K K 昭 和 設 計 事 務 所 設計 : K K 内 藤 建 築 事 務 所

施 工 . 鹿 島 建 設 K K
施 工 K K  ，圭 〉召 事邑 施 工 K K  態 谷 組

a 宅 崎 市 幸 町 6 {昨 2 0  
a.  li './ i!( 県 明 石 市 松 が 丘 4 - 2 a 高 知1 1 I i 西 弘 小 路 5

b.  2，613m'  b  560 .74m'  b  2，921m'  

6. 493m'  c  1，723 .77 rr1 8，175m'  

大ホ ール S R C ， Bl ， 3 F  d.  R  C 造、 B 1 .  3  F 、100床 R C ，i1L、 l 部 B I 、6 F 、f ?; bW

官 f聖1車 R C ， 131 ， 4 F  e .  11円相J4311' 11 月 - 1昭和44王手 7 月 e.  11円相143.4'- 3 月 - 11召手114411三5 月

大ホ ール 昭拘38年3 ｦＱ Ｍ Ｓ Ｙ ｾ Ｇ Ｑｬ Ｉｊ＠

管 理 棟 昭 和41年3月- 42可3 Jl



和風ど洋風の持味をプラスしたポ1)パス=P1801

P  1801 は 、j羊凪Lパ ス の ゆ っ た リと

足を 伸 ばしてくつろげる寸法と 、

平日 j此パスのた っぷ リと肯までっか

れる rW: さを生かした 、和洋 iJr11
1
タ

イ プの ポ リパ ス で す。 材 質 は 丈 夫

さと 保 j l111 力 に定 評 のある F RP。

美しいピンク ・ブル ー ・グ リー ン・ラ

イ トブル ー 、4 色 がそ ろっています。

14  

埋 込 工事 の い らない 据 置 タイ プの

利点 として 、 工 ｂＱＴ 賀が安 一 ｼ 二り な Ｏｾ

も見 の が せ な い ポ イ ン ト。 給 湯式 ・

外 釜 式
. B F 釜 い ず れ の セ ッ トも

可 能 にしました 。 日本 で故 初 に F

R P浴 槽 を|制発し た束洋 陶 掃 が 、

これから の浴 室 に お す す め す る 、

新 し い 自イ言什: です。

T O T O  

東 陶

東 洋 陶 器 株 式 会 社

本 社 北 九 州 市 小 合 区 篠 111*f IUT 4  5  8  

T E L  (093) - 93 - 5 1 5 1 マ 8 0 2

大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 区 間 純 情 5 の 3 2  

T  E  L  (06 ) - 203 - 5701 マ
5 4 1



クラスメート

53 ( 早 稲 田 大 学 昭 和 14 ・15年 率 〕

( 左より・敬称略 )

阿 部 寅 次 郎

( K  K 大林郁1建 築 本 部 股創 部 主 査 )

小 笠 原 祥 介

( K  K 大 阪 建 築 事 務 所 取 締 役 企 図 組当)

石堂正三郎

( 大 阪 市立大 家 政 学 部 教 授 )

奥 田 忠 男

( 奥 田 平[ 材 /JJ ｾｉ ｾ 所 Ｉ

種 村 恒 夫

( 大 成 プ レ ハ ブ K K 長岡工場刷工 場 l正)

岡 野 武 司

( K  K 問 111U l 取締役社長 )

( 中之lゐ公聞 にて昭和44年 9 月12 日)

昭 和 14年 と い う 年 を 思 い 出 し て み る 。 大 東 亜 戦 争 は 勿 論 ま だ 始 ま っ て い な い 。 日 支l J'; 変 最 中 で あ る 。

日 常 生 活 物 資 は ま だ そ れ 程 不 足 で は な か っ た 。 た だ し 建 築 界 で は 鉄 鋼 使 用 制 限 令 な ど 出 て 、 1 l I や 、

軍 需 以 外 で は あ ま り 大 し た も の は 建 て ら れ そ う に な い 状 態 で あ っ た 。 ま、よ、大| 控 へ で も と 朝 鮮 、

満 州 | に と び 出 し た も の も 40名 余 り の う ち の 、 8 名 に も の ぼ っ た 。 御 先 は ど う な る か 、 全 く あ な た ま

か せ で あ っ た が 、 ま だ 必 ず し も そ れ 根 崎 い ム ー ド で は な く 、 そ れ ぞ れ 希 望 と 窓 欲 を も っ て 卒 業 し た

よ う な 気 が す る 。 数 名 の li 伐 死 者 が 名 簿 に 見 ら れ る の は 痛 惜 に 堪 え な い 。

石 堂 卒 業 以 来 の 労 研 で の 笑 納 を 買 わ れ 、 28年 に 故 伊 藤 正 文t'!J 士 の 後 継 と し て 市 大 家 政 学 部 に 招 か

れ た 。 あ た り の 柔 か い と こ ろ は 女 子 学 生 相 手 に 迎 任 と 思 わ れ る が 、 最 近 の 大 学 紛 争 に 手 を 焼 し 、 て い

る の は ど こ の 数 段 方 と も ご 同 様 で あ る 。

小 笠 原 建 築 設 計 は 税 ゆ ず り の 二 代目、 j弘 子 さ ん も 大 学 は 建 築 科 の 由 、 二 代 続 き は 制 合 あ る が 、 三

代 続 き は 珍 し し 、 。

奥 田 卒 業 後 日 延 に 入 っ た が 、 戦 後 家 業 の 北 木 石 の 石 材 会 社 を つ ぎ 、 建 築 用 石 材 の 需 要 の 少 な く あ

っ た時世に販路 開拓 に苦労しているが、宅地 ｉ ｾ 日 発 ブー ムによる需要に愁眉を ｼ 持い、てる似味到し

阿 部 建 築 に つ い て 建 築 家 の 期 す る と こ ろ は 、 総 じ で は な や か で あ る が 、 そ れ は ま た な ん と な 〈 は

か な い も の で は な い か 、 と い う よ う な 事 を 今 頃 考 え て い る 男 で あ る。 ( 以 上 阿 部 記 )

昭 和 15年 半 の 人 物 紹 介 を 記 し て み る 。

種 村 容 姿 が ス 7 ー ト で 、 心 が 素 直 で 親 し み や す く 、 飽 き ん で 通 っ て い る 。 学 友 で 彼 に 好 感 を 持 た

な い 者 は な か っ た し 、 現 在 も 変 わ り は な し 、 。 卒 業 後 ず っ と 大 成 建 設 に 奉 職 、 現 在 プ レハ ブ と 取 っ 組

ん で い る 。

岡 野 性 来 大 し た 人 間 で も な い と 自 分 な が ら判 断 し て い る の だ が 、 学 生 時 代 か ら現 花 に 至 る ま で 色

々 な 役 を 仰 せ つ か っ た り 、 頼 ま れ た り す る と 己 こ ろ か ら見 る と 、 商 売 柄 と は い え 、 ど こ か 良 い 処 も あ

るグコて' しよう 。

つ ぎ に 当 日 欠 席 し た 者 に は 、 卒 業 の と き 辰 野 ' 此 ( 設 計 製 図 優 等 ) を 受 賞 し た 沢 木 チ 卜 平 ( 石 原 建 築 事

務 所 ) や 、 相 )1' ｾＩ ￯ 工卒後早稲田に学び、鉄骨にｼ刻し て は同挫でその右に出る者はないエキス パー ト

で あ る 綱 本 繁一 ( 絵 尾 怖 梁 K K ) が い る 。 そ の ほか、 学 生時 代 道 頓 堀 辺 り の 料 理 屈 で 大 い に 飲 み か

っ 食 っ た時、 今 は な き 本 領 千 吉 良1¥ ( 京 都 出 身 、 ダ ン ス の 名 人 ) と 共 に 央 気 芥 募 た る ど ぶ 川 に 座 敷 か

ら飛 込 ん で ク ロ ーノレて' i'K¥' 、 だ 中 村定 春 ( 巾 l場 建 設 K K ) や、 ミ ー ち ゃ ん と い う ニ ソ ク ネ ー ム を も っ

純 附 行年 だ っ た 本 回 稔 ( 東 洋 紡 績 K K ) が 他 布 で柄 附 し て い る。 ( 岡 野 記 )
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防水層の保護と軽量、断熱に

共栄の，卜ヲイトヨ〉タリート (…|坊7)(下地用)

共栄ノ ぞー ライトコンク，) 卜P C - D 工 法 線 用 の 京都コこお繊 維 大 'γ

( 設計 教 γ「施政u J f'先 所 、 地 エ K K大 林 i ll )

PC- D工法

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

- 防 水 層 の tl¥1 えに 使 用 し仕 上 モルタノレの要らない金ゴテー

ノマツ 仕 上 工 法

・デ ッ キ プ レ ー ト の 軽 量化 や 露 出 防 水 下 J也 、 ま た は 貼 物 下

地 に ナ ラ シモ ルタ ノレの 要 ら な い 金 ゴ テー バ ツ 仕 上工 法

共 栄 ノ 守 一 ラ イ トの 特 徴 ( 独 立 気 泡 の た め 、 吸 水 も な し 、 ) を 生 か し た

長途の，芯ーヲイトモルタル

共栄， ぞーラ イ ト モ ル タ ル P M - C ( 'I'I 泊 タ タ ミ下 j 也) 保 III

の住 友m工 商 品 社 宅 (Zit Z十施工 K K 竹 It
l
工 務1古)

P M- C工法

- タ タ ミ 下 地 の 床 組 ( 大 工 仕 事 ) が 全 〈 安 ら な い の で工 期

短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・床 組 し な い の で 建 物 の ボ リ ュ ー ム の 節 約 が で き る

・無 機 質 100% 絶 対 耐 火

・塩ビ系タイノレ下地の 防 i皇、防 音 、軽 量、断 熱 (争IJ南11.防 止 ) に

・川砂を使わず ｉｾ Ｚ方水液を使用した完全防水ノ マー ライトモノレ

タノレ

比 重 ・ 断 熱 共 木 材 並 1 3  

( 比重0 .85kg / t
， 熱伝 導 率 0. 14kcal / mhc)

遂 に 出 た ・・・ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リー ト下 地 の か ベ 、 天 井 の ー パ ツ吹 付 化粧 仕 上

本オ ｉｲＭｉＢＧｾ キ弘
化 粧 、吸音 、防湿、 断 熱( 結露防止) と多目 的 用 に

- ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー ト 下 地 ( 天 井 及 び か べ ) に 直 接 吹

イ寸して争IJ再11.の 心、自己カf ない

・ かベ 面 は 金 ゴ テ 押 え す れ ばL賢治日産タイプの表面強度のあ

るソフト でテ' ラックスなム ー ドで あ る ( ネ オ〆マ ー ノレスキ

ンの 特 徴 )

・ー 工程てイ士上 る の で工 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・下 地 は ボ ー ド類、鉄板類、 石 料1板 、 モ ノレタノレなど何 ん で

もよい

・標 準 色 20色 と特別 色 も できる

そ iJ f.  

ネ オ パ ー J レ ス キ ン を ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ノ クリ ー 卜下地 内 天守l

れ次放 し) ほ( 金ゴテ 1'1' え仕上) 保J刊の 西宮ト ラピ ス ト 修 道 院

Ｈｾｊｴ 晋 ｼ 村 野 森 越 築 事 務 所 、 地 工 K K 竹中工 務 的)

イ主〉
共栄パーライト販売株式会社 E

大阪市東区森之宮酉の町 4 T E L代表 941 9 2 4 3  
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新 都 市 計 画 法 と 近 郊 農 業

新 都 市 計 画 法 が 施 行 さ れ 、 市 街化 調 繋 区 域 の 設 定 に あ た っ て 、 そ こ で の農 業 を ど の よ う に 監 備 し

保 全 す る か が ひ と つ の 問 題 と な っ て い る。

訓 路 区 域 の必 業 に 対 し て は 、 従 来 か ら の樹 放 な 農 業 か ら 脱 却して、 行111' 11化 に 対 応 し た 新 し い 近 交1I

I民 業 へ の 構 造 改 善 の 必 要 性 が し ば し ば叫 ば れ て い る 。 な る ほ ど 近 郊 必 業 は 、 新 鮮 な 野 菜 や 花 を 手

近 か に 住 民 に 供 給 す あ こ と が で き る し 、 そ れ ら の 契 約 栽 培 も 不 可 能 で は な く、 ま た 家ffi の飼 料 i原

に も 恵 ま れ て い る 。 だ か ら 施 策 の あ り 方 さ え 適 切 で あ れ ば 、 き わ め て 明 る い 展 望 を 期 待 す る こ と

ができる，

と こ ろ が 、 これら 農 地 は 市 街 化 調 路 区 域 の 名 の 示 す よ う に 、 将 来 市 街 化 区 域 に 組 み 変 え ら れ る 可

能 性 の あ る 、 い わ ば 市 街 化 へ の 予 備 地 で あ る と も み な さ れ る 。

こ れ で は 農 業 サ イ ド て ¥ じ っ く り 近 郊 農 業 の 振 興 に と り く む 姿 勢 は 生 ま れ て こ な い し 、 近 郊 成 業

の 問 題 解 決 も 近 郊 農 業 政 策 も 永 久 に で て こ な い で あ ろ う 。 し か し こ れ が 、 近 郊 炭 業の こ と な ど 全

〈 考 え る こ と の な い 紋 近 の 大 都 市 政 策 の 其 の 姿 な の か も し れ な い 。

主j1 な る グ リ ー ン ベ / レ ト と い っ た も の で は な く 、 都 市 計 聞 の 方 法 と し て 、 uの 生 産 緑 地 と し て の 近

郊 農 業 の 重 量 備 保 全 に 対 す る 具 体 的 な 方 途 が た て ら れ な け れ ば 、 ス プ ロ ー ル の 問 題 は 永 久 に 解 決 さ

才1 な い で あ ろ う 。
( N o )

え

芸

の

歩 道 橋

近 頃 は 全 国 的 に 横 断 歩 道 橋 カ もι 及 し 交 通 戦 争 の 苛 更!l さ が うかがえる 。 最 少 限 度 の 応 急 策 として 11:

む を 得 な い 措 訟 で 、 今 後 と も こ の 傾向 は ま す ま す 強 く な る も の と 忠 わ れ る 。

と こ ろ が こ の 歩 道橋 至 っ て 風間 がない。 一 方 で は 「花を、総を、」と街並の美化に努力 しなが句 歩

道 橋 だ け が 無神 経 に 造 ら れ て い る よ う に 見 え る の は 、 私一 人 の ひ が 目 か ?

日速道路、青函トンネノレ、 l絹 門 架 柿 あ る い は 瀬 戸 内 夢 の 架 愉 等 4 に ト テ ツ も な い 叡 智 と 工 裂 を 投

入 し そ の 技 術 は 世 界 の 水 準 を 抜 く も の と 忠 わ れ る 。 こ れ か ら の 歩 道 怖 も 街 の た た ず ま い を 充 分 に

考 慮 し 、 千 遍一 律 の も の で な く そ れ ぞ れ の 街 に 相 応したものを期待したし、 。 ( K o 代週D

d反』

二 つ の 現 実

東 京 に 東 洋ー の 高 さ を 誇 っ て 建 つ「京王プラザホテノレ j の 設 計体制l が 伝 え ら れ た が 、 こ れ に よ る

と 意 匠 を 日 本 設 計 事 務 所 、 構 造 を 武 藤 研 究 室 、 設 備 を 鹿 島 建 設 設 計 昔11が 担 当 し て 「 特 別 設 計 室 J

を 設 け 、 代 表 に 土 岐 鹿 品 建 設 専 務 が 就 任 し 、 地 下 3 階 地 1-_ 47階正月さ 170米 と い う ホ テ ノレの設計 監

理Il に当るとし、う。また N H K の 第三 J明言十函も佐藤武夫氏 を 長 と し た 設 計 室 に 山 下 、 日 建 、 武 藤 研

究 室 が 相 集 い 大 手 建 設 業 者11社 の J 、V 、が施工を担 当 し つ つ そ れ ぞ れ 設 計協 力 者 と し て 参 加 す る

と い う 。 こ の よ う な 高 層 や 複 合 建 築 と い う 大 型 プ ロ ジ ェ ク ト の 中 に お け る 建 築 家 、 設 計 体ili lJ 、そ

し て 巨 大 資 本 と 施 工 技 術 に 密 黙 し た 建 設 設 計 部 の あ り 方 は 、 今 後 の 設 計 組 織 と し て 問 題 は あ っ て

も 、 そ れ ぞ れ の 分 野 で 独 自 の 実 力 を も っ た も の の 協 力 し 合 う 必 要 が 多 く な っ て き た の が 税 笑 の 姿

で あ る 。 こ れ ら の 大 型 の 訴 に 消 さ れ て い る が も う 一 つ 悲 し い 現 実 も あ る 。 労 働 省 の 発 表 し た 「 労

災辿族の生活実 態 」によると亡夫の 職 業の笑に Ｔ 割が建設関係 Ｇ ｊ ｾ ＱＧｦ ー であるという ことだ 。交 通災

害 も 激 増 の 一 途 を た ど る が そ の 1;}3 - に入って労災事故 の悲 惨 さ はあまり 目 立 た な い が 、 そ の 家 族 の

Ｇ Ｑ 活はどちらかといえば下 手 ｩ ｾ Ｈ みの人々が多いだけに、そ の と ｉ ｾ 活 の 苦しさが思いやられ、国や、公的

機 関 め こ れ ら の 人 々 へ の一 層 の 媛 lljl を 願 う 次 第 で あ る 。 J是 々 建 設 に た ず さ わ る も の と し て 、 大 型

化 す る 工 事 が そ の ま ま ーJ:;-i'j l l : の大型化 へ進 ま ぬ 為 にも 、 そ れ こ そ 全 建 設関 係 者 の 総 力 を 上 げ て の協

力 と 、 安 全へ の チ ム ワ ー ク が 必 袋 な 時 で あ る 。 ( 5 a )

無 技 能 労 働 者 を ど う す る か

万 国 時 工 'JTは 今 や 仕 上 段 階 へ と 入 り つ つ あ る が 、 予 想 さ れ て い た 程 の 労 務 者 不 足 が 起 っ て い な い

と し 寸 。 こ の 場 合 の 労 務 者 と い う の は 、 主 と し て 鳶 、 土 工 、大 工 な ど の 主 体 工 事 関 係 の 作 業 員 を

指 し て い る め は 明 ら か で あ る 。

国 の 経 済 に ま で 影 響 す る と 造 い わ れ た こ れ ら の 業 視 の 不 足 に 対 し て 、 彼 等 を 最 も 必 要 と す る 「 コ

ン ク リ ー ト 現 場 打 ち J の 作 業 の 桜 め て 少 な い 鉄 骨 造 乾 式 締 法 を 、 多 く の パ ピ リ オ ン が 採 用 し て い

る の は 建 築 界 の 智 恵 と い え よ う し 、 ) j 国 博 の建 築 に 明 日 を 指 向 す る も の が 多 い と す れ ば 、 将 来 の

労 力 需 要 の 方 向 も 判 る 筈 で あ る 。 ところで、 松 近 莱パピリ オ ン の 工 事 を 実 際 に 短 当 し て み て 、 ま

こ と に 肌 寒 い 思 い が す る の は 、 無 技 能 労 働 者 、 所 言11 「 土 方 」 と い う も の の こ ま っ た 状 態 で あ る 。

彼 等 は 全 く 箸 に も 怖 に も か か ら な い の だ。 お よ そ 働 い て 金 を 初 て い る 者 の う ち の 最 低 以 下 の 人 IUJ

の 集 ま り な の で あ る 。 ま と も な 述 中 は 高 度 庭 用 の 波 に の ま れ て 、 も は や こ の 世 界 に は い な い 。 問

題 は 、 今 な お 建 設 の 仕 事 が 、 こ の よ う な 労力 に 負 う と こ ろ が 多 い と い う こ と で あ る 。例えばかの「コ

ンクリート 打 ち」 が 、 こ の 然 立 志 、 無 気 力 の 連 中 に よ っ て 行 な わ れ て い る 事 を 見 れ ば 、 彼 等 を 指

揮監惜して厳しい要求にこたえる立場が 如何 に困苦 Ｑｦ ｾであるか 想像 に鰍くないと思う 。

z・:'1立 成 長 ・高 度 雇 用 の一 つ め 極 点 と し て の 万 国博 工 事 の 現 象 で 済 め ば 幸 い で あ る が 、 そ ろ そ ろ 、

新 た な 状 勢 に 対 応 し つ つ あ る 建 築 労 働 事情 の 中 で 、 早 急 な 解 決 を 裂 す る 問 題 で は あ る 。 ( 5 i )
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日本万博建築ニユース ケベック館・三菱館 ・ニュー ジーランド館 ・オランダ館 … ...・H ・. ....・ H ・.. 1 1  

スケッチブック 最近竣工の新建築 9 点 ( No. 469- 477) .. .・H ・..… …… … … … … … … … … … 1 3

ク ラ ス メ ー ト 53. 早 稲 田 大 学 昭 和14 ・15年卒業

( 阿部寅次郎 ・石堂正三郎 ・小笠原祥介ほか〉………………・…・・…・…・・ 1 5

担当: 野々村五四男 ・小菅滋夫 ・坂内幾男 ・篠田駿二…………. . . ・ H ・.... . 1 7  

過去の栄光一インド・ガン ダー ラの遺跡(4) ( ウデグラム山城〉・ H ・H ・..… 2 1
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大阪府の民家・. . ... ...... . . . …・…・. ...・ ・・ ・・ ・. ......... ・・ ・・・・・・林

兵庫県の民家・. . . …・・. . . . . . . . . . . . . ..... . .. .... ... ... .. ... ....・・多

西部: 岡山県の民家 ...・ H ・..…...・ H ・. . …・……………………・・佐

。島糠県の民家…. . . ・ H ・H ・H ・... .・ H ・. .... ・H ・- …...・ H ・- …白

愛媛県の民家. .. ・H ・- … … … … … … … H ・H ・. .....・ H ・- …林

九州: 長崎県 ・熊本県の民家……・…. . . .. . ..・ ……・. . . . ・H ・.. 背

凶 民家の修理復原… … … … … … … … … …・ ・・・ ・… … … … … … … 鈴

団長家の保存計画

妻飽宿の保存計画… … … … . . . . …… ・・・ …・・・…・…・・- …・・…太 田 博太郎… 4 9

民家保存の種々相一主として都市の保存と民家集落についてー伊 藤 延 男… 5 0

歴史的街区の保存一奈良県今井町の場合一. ..・ H ・. . ……… … 足 達 富士夫… 5 3

スカンセンとウィ リアムスパーグ… …………. . . ・ H ・.. … … … 浅野 清 … 55

国 民家文献目録 ( 1966年 1 月以降〉……・・………. ..・ H ・. . ……… … … … … … … …… 5 7

生活と空間の原理 一一京の 町内 l 一一……一…. . ……・・. . . ・. . . …・・・…… U D  0 … 5 9  

万国博跡地開発計画 1 …… ……. ..・ H ・.. … … … … T E A M B A R K  ( 奥保，小北ほか〕… 6 5

技 術 の 頁 86. 消防法令と火災感知器… ・…… … … … …一. . .・ H ・ . . … 問 中 隆 夫 … 7 3

建築データシート中間総合目次…………………. . . ・ H ・.....・ H ・. . ……. .，・ H ・.....・ H ・H ・H ・. . ……… 7 5

月 報日本建築協会月間の動き( 昭和44年 8 月分) ....・ H ・-…. . . .…. . . .・ H ・.. .・H ・.. 8 1

事… 3 2

小三郎… 3 3

直 朗 … 3 4

智 士… 3 7

規 男… 3 8

延 男… 3 9

全 孝 … 4 0

敏 樹 … 4 1

重 夫 … 4 2

小三郎… 4 3

全 孝 … 4 4

賢{ 言… 4 5

嘉 吉 … 4 6

野

木

河

沢

井

藤

野

淵

藤

木

野

山

木

網 野 栄

( 株 ) 研 文 社

大阪市北区堂山町 66

電大阪 361 - 2  0  91 

1 部 3 0 0円・送料共

印刷者

印刷所

松 井 昭 光

昭和 44 年 10 月 20 日

昭和 44 年 10 月 25 日

福 中 定 三 郎

( 社) 日本建築協会

大阪市東区北浜 3ー37

電大阪 2 3 1 - 9 6 4 8  

振替口座大阪 39975

編集人

印 刷

発 行

発行人

発行所

19 

表紙デザイン: 畿紙ザデイン小餐員会& - 山岡銀銭

価売



KE NT I KU T O  5 B且区且E No.  10  V ol. 50， Oct ober 1969 

(Ar chi l ec l ur e a n d  Soc i el y)  

A Jou:γ 抗α1of “The ａｾ γ ｣ｨｩｴ･｣ｴｵｾ γα ｾｬ＠ Associati on of  fiα 争G悦 軍 事

Cover desi gn;  T.  Yamada  

Edi t or:  Akl l mt su Mat sul  

Publ i sher :  Tei saburo Fukunal w  

Publ i shed by  

The Archi t ect ural  Associ at i on of  J apan.  

37，3・chome. Ki l ohama.  Hi 目。shi-ku，Osaka.  J opon 

Pri ce:  si ngl e co，ρy ρ 判 ce ￥8 0 0

CONT E NT S  

Col umn f or L aws  &  Or di nances about  Archi t ect ure … -・ ・・ ・・・・田・・ 田・・・・・・・・・・・・・ ・・・ー・・ ・・・・・・…・・・ 7  

Col umn f or Reader s ... … … … … … ..，・ H ・H ・H ・.. ...・ H ・H ・H ・. .... ・H ・... ..・H ・-… ……・…・・・ …. . .・H ・..… 9  

E X P O ' 70 Archi t ect ural  News  … … ・…… ..… .. .・H ・.. …- …. . . . . ... ………… ...・H ・..…. ". .・ H ・… .1 1

Col umn of  Ne w Bui l di ngs . ・…. . . ・H ・. .… - ………. . . ・H ・. ... .....・ H ・.....… ・… ... ・H ・. ....・ H ・......… 1 .1 

Cl ass. mat es …….. .・ H ・..… …. . .・H ・..… …'" ・H ・.. . .…' "・ H ・…- ……. . ..... .・ H ・- …・………………- ・1 5

Essayes (“ Kent i ku no Me") ………・ … ...・ H ・- ・・… …...・ H ・......・ H ・.......・ H ・- …. . .・ H ・.... ... ...・ H ・1 7

Phot ogr aph: A Past  Gl or y- Gandhar a Rui ns  of  I ndi a (Cas tI e  Udegr an)  ……・ ・・・ H ・H ・. . 21

WOR K S  OF  N E W ARCHI T E CT URE  ASSESSED 

Mat s ubar a Vocati onal  Tr ai ni ng School .  Osaka .. …・一…. . . ・ H ・. .………ー …… ・・…… …  .2 2  

Publ i c School  mut ural  R el i ef of  Osaka l odge " Nani wa  K ail 王an" ……ー………・…' " ・ H ・.2 4

Os aka Me r chandi se Mar t .... ・・ ・・・・・ ・・・・ー…. . .... ...・ H ・.. ... . …・・…. . . . . . ... … ……… …ー2 6

SPECI AL  F E AT UR E= G ENE A L OG Y  OF  F OL K  H OUS E  (MI NKA)  

A N D  I TS PRE S E RVAT I ON 

1. I nt roduct i on 

Geneal ogy of  ] apanese F ol k House …. . . ...・ H ・...... …  .. .. ... ... …  -・・…・・・ υ …・・・ ・…… …… -・ 3 2

2. Local  Fol k Hous es  

Fol k Houses i n Y amagat a Pref .  …… ....・ H ・..….. .・ H ・- ・…  …… …….. .・ H ・..… 田・・・・…...・ H ・・・3 3

Fol k Houses  i n Gumma .  T ochi gi .  Ibaragi  and Chi ba  Pref .  ...・ H ・..… ………- 一- …・・ … 3 4  

Fol k Houses  i n Fukui  Pref .  .  …  .."...." 一…..，・ H ・. . ………. . . ・ H ・.....…・ …  ・…・・- ……・ ・・..3 7  

Fol k Houses i n Shi ga Pref. …・ー・ …........ ......... …  .，.. .. . . ………・・・・……・・・・・・…・・・ ・・・…..・・・3 8

Fol k Houses i n Nara and Wak ay ama Pr ef. .. . ・・…- …… ・…・・・ ・・・・..... ・…・・……・・ 3 9

Fol k Houses i n Osaka Pr ef. …………………………・・ ・・ ・・・…  I ・… .. .・H ・. . …… .. 4 0

L  

Fol k Hous es  i n Hy ogo  Pr ef. ………… ………・…. . . ・ H ・- …・・...・ H ・- …...・ H ・.. ..・…… ……… …・・4 1

Fol k Houses Ok a y a ma  Pr ef. 一・ …・……………一………・田...・ H ・.. ……… ………・……... . . ・H ・-・4 2

Fol k Houses i n Shi mane Pref .  … .....・ H ・. .……・ …・………・・…………ー………・… ...・ H ・... …・・ 4 3  

Fol k Hous es  i n E hi me Pref .  ・…  ・ - …・. ....… ・υ  ・…・・ ・...・ H ・.. ..・ H ・-… …・・ …  …- ・…・ 4 4  

Fol k Houses i n Nagasaki  and K u mamot o Pref . ・・…・ ・・・…. ... ・H ・..… ……. . . .……・・4 5

3. Repai r  and Res t orat i on of  Fol k Houses ……… ...... …  .. …  ・・ - …  …・ ・・・.. ..  …… ・・・・4 6

4. Preservat i on Pl an  of  Fol k Houses  

Preservat i on of  f t Tsuma立oj uku" … … …. ... ・H ・..... .…・… ... ..一 … … … 一 ...・ a ・..… … ・・ 4 9

Vari ous Feat ur es on Fol k Hous e Pr eservat i on- M，ai nl y on Ur ban 

Pr eservat i on and Fol k House Communi  ties. ...... ・H ・・・・… ・・ 5 0

Hi st ori cal  Di st r i ct Pr eser vat i on- I mai - cho.  Nar a Pr ef . … .. .・ H ・.. …. . .・H ・-田 …… ... ・H ・..… 5 3

Skansen and Wi l l i amsbur g ... ・・H ・H ・.....・ H ・. . …………… ……. ..・ H ・-田……田…. . . ・ H ・- …………… 5 5

5. Fol k House Li t erat ure Li st  (s i nce J an.  1966) ・H ・H ・- ………………… ・……………. . .・ H ・.. . . 57

by  ｾ ｾｨｩｯ＠ Ａｹ ｱｮｯ ｭ｟ ｬｾｲ｡ ＡＮ Ｎｳ ｨｪ ｦｊＮ ･ ｱ｟Ｎｋ ｯｳｾｧ･ Ｎ＠
I kuo Sakauchi ， Shunj i  Shi noda 

Phot o:  Koj i  Nishi kawa 

Desi gn :Osaka Archi tectural  Offi ce 

Cons-t ruct i on: Dai sue Gumi  Co. ， Ltd.  

Desi gn:  Tohat a Archi t ectural  Offi ce 

Cons-t ruct i on:  Zeni taka Gu mi  Co.. Ltd.  

Desi gn  &  Const ruct i on:  Takenaka 

K On-t uten Co.， Lt d.  

by K. A sano 

by  KShi raki  

by  N. Okaωa  

by  S. Mi yazawa 

by N. Nagai  

by  N .lto 

by  jVf .Hayashmo 

by T.  Tabuchi  

by  S. Sato 

by ] ( . Shi raki  

by  M. Hayashi no 

by  Y. Aoyama 

by  K. Suzuki  

by  li .Ot a 

by  N. lt o  

by  F. Adachi  

by  K. A sano 

A  Des i gn Sur vey I n Kyot o [1) …… - …………. . . ・ H ・- …...・ H ・.... .・ H ・.... .・H ・.....・ H ・H ・H ・.. …… ・・ 5 9 by  U  D  0  

Redevel opInen t  of  EXPO'  70 Si  te 1…...・ H ・..… .. .・ H ・... .... .. .. . ……  ・・ ... .・H ・H ・H ・. . ……… …… … 6 5 by  T E A M B A R K  

C OL UMN O F  E NGI NE E RI NG 

86 Fi r e Regul at i on and Fi r e Det ect or  .......….ド一.口….口….日….口….υ….υ….ハ.γ .….口.. ….い..….川.. ….. .….. ...一…...一….一.. 一….一.. 一….一..….口. .….い..….い..….口.. ….い. .….口... .. . . 73 by  T akao  T aωnaka 

I ndex of  Archi t ect ural  De討ta-sheet ………. . ……. . . . ・ H ・.....・ H ・.... .・H ・. . ……. . .・ H ・.....・ H ・..… . . 75

BULLETI N. . . ・H ・....・ H ・-…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 ，8 1  

20 

‘  





大 阪 府 立 松 原 職 業 訓 練 所

本館外.



、

設 計 監 理 大 阪 府 建築 部 営繕 課

株 式 会 社 大 阪 建築 事 務 所

担 当 建 築 西 村源 之助・益金俊夫

鎌 田 繁 三 ・ 小 川 克彦

川 ノ 上嘉 文

設 偏 見 玉 俊 ・ 吉 田 宏 久

施 工 建 築 株 式 会 社 大 末 組

衛 生 ・暖 房 株 式 会 社 建 材 社

電 気 中 央 電 気工業 株 式 会 社

所. ( E 地大阪府松原市上回目T

規 模 実 習 場 鉄 骨 造 及 鉄 筋 コ ンク リ ー ト 進

平 家 1 部 2 階

本 館 鉄 筋 コ ン 7

'

) ー ト造 3 階 1 部 地 階

坪 数 敷 地 面 積 26.087 .0伽 2

建 築 面 機 7，657. 89m'  

延 床 面 積 10，439. 64m'  

工 期 昭 和43年 1 月~昭和 44年 3 月

主 要 仕 上

実 習 場 外 部 墜

本館

屋 線

内 部 天 井

建 具

外 部 壁

内 部 床

建 具

壁

天 井

コ ン ク リ ー ト 化 粧 打

プロフィリ y ト

三 兆 式 折 版

蛭石 l次イ'J

アノレミサンシュ

コ ン ク リ ー ト 化 粧 打

モ ザ イ y ク， マーケ y ト

モJ レタル E P

パ ミ ク ラ イ ト 吹 付

ア ル ミ サ y シュ

実 習 場 内 部

労働力不足時代にそなえて、 一 般 技 能 者 向 養 成

確 保 、 お よ び 中 ・高 年 令 失 業 者 向 転 戦 促 進 等 を

目 標 と し て 与 え ら れ た も の が 職 業 訓 練 所 で あ る .

新 た に 技 能 を 身 に つ け よ う と す る 人 々 の 意 欲 を

盛 り 上 げ る よ う な 環 境 で あ ら ね ば な ら な い と い

う こ と を テ ー ? と し て 設 計 に 当 っ た。

笑 智場 は 明 る い の び の び し た 空 間l と し て 、 充 分

な採光と 可 能 な 限 り 視 覚 的 な 広 さ を 考 慮、した。

平 面 的 に は 1 つ の 単 位 を 22. 400mX 19 .600mと

し 9 単 位 で 綿 成 さ れ 、 各 単 位 向 区 切 り は 動 線 上

. 1 * 造上・設備上の流れとな っ て い る 。 ま た 将 来

的 戦 極 の 変 化 を 考 え 、 主 架 精 の み を 鉄 筋 コ ン 7

リートとし、 11司仕切は簡単な鉄骨となっている。

本 館 は 各 教 室 と 管 理 部 門 等 を 含 む も の で あ り 、

単調な長い教室の迷絞をさけ、実智場からのt ! )

線を 2 本 の た て の コ ア ー に 連 絡 し 、 そ の 結 集 束

・西 に 分 け ら れ 、動 線 的 集 中 fじを防いだ。玄関

ホ ー ル は 可 能 な 限 り 広 さ を 確 保 し 、 作品 の 展 示

等 中庭 と の 結 び つ き に よ リ多 目的 に 使用 され る

ように考慮した。

外部は敷地北掴I j の池を借景としたアプロ ー チ、

本 館 と 実 習 場 と の 聞 に 設 け た 中 庭 等 は 訓 練主主的

交流町場であり、訓練の合| 聞のやすらぎの場と

して利用されるように心、# トけた.

: :moi !  

，宮揖工科

自動車量備工科

「

ー_ _ . . . . "

_ _ a ，愛盆ー

門

" " " -

⑤ 

量腫大工科



• 
• • 

1  

-
ー一一
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町

一

-
r  

4  

設計者のこと< ; 1 :

90万 人 に 近 い 組 合 只 の 稲 祉 事 業 の 1 音11 とし

て全国 90ヶ所に及ぶ宿泊所や保養所がある。

こ の 大 阪 の 宿 泊 所 は 最 大 の も の で 、 も と の 浪

速: r : E の敷地に i筑訟の R C 造の 1機 を 増 改 築 し

て 従 業 只 に 残 し 、 新 し 〈 宿 泊 者 定 貝 300人、

会 機 集 会 定 員 700 人、結婚式年間11，500 組 の

規桜として計画された。

基 本 計 画 は 大 阪 府 建 築 部 に よ り 、 ま た そ の

技 術 的 計 画 、 実 施 設 計 及 び 監 理 を * 畑 建 築 事

務所が担当した。計画の主要点を列記すると、

つぎのとおりである。

l. 平 而 計 画 で は 3 の 呉 な る 用 途 を う ま く 分

荷量して、動線の混乱を避けるために思いき

って l. 2 階 の 低層 部 を 広 〈 と り 、 会 緩 及 ぴ

結 婚 式 関 係 の 務 室 を こ れ に 配 し 、 宿 泊 関 係

の言者室を 3 - 9 階の高層部にまとめた。

2  従 っ て 元 来 狭 い 敷 地 は 周 囲 を 駐 車 場 と し

て 全 面 的 に 利 用 し 、 道 路 か ら 開 放 的 に 取 扱

った。

3.  そのかわり、 1 階中央に中庭を主主けて内

部＿ｬＡ ｦｾｬ の中心としてまとめ、また低層部屋

上 に や 、 広 い i遊園をして都心ホテルとして

は充分緑を与えるようにした。

4.  宿 泊 者 に 対 し て は 低 料 金 を 主 旨 と し て い

るので、一切のルームサービスをやめるよ

うにした。

5.  教 職 に あ る 方 唱 が 利 用 さ れ る 施 訟 で あ る

と い う 観 点 か ら 、 内 外 の 表 現 も 華 美 を さ け

て 、 つ と め て 控 え 目 と し 貌 し み や す く そ l

て堅実なものとした。 (香 取強 三 )

な に わ 会 館

低層部屋上庭園

• 公 立 学 校 共 済 組 合 大 阪 宿 泊 所



土令
，
.

4

Z

 

式

組

社

株

所

高

材

喋

務

銭

建

エ

課

事

K

K

原

繕

築

K

K

築

営

建

部

畑

事

事

事

築

東

エ

エ

建

社

工

備

備

府

会

築
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現

施

1': I 加 重 l 純 賓

ー埴三十 曲 凶

{室! 室: f I 人室)

所イ" J也 大阪市天王寺区: r . ャ辻町 3 8 の 1

敷 地 Ifli 峨 4.496. 3I m'  (1 .  360Jil!) 

強 築 IllH質 本 館 2.073 .17m'  

従業此宿舎 266 .19m'  

計 2.339 . 36m'  

鉱 床 耐 柄 本 館 10. 048. 83m'  

従業貝宿舎 1. 022. 83m'

計 11. 071. 66m憲

情 i孟 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ( 4 階 以 上 は

軽量コ ンク リート使用 )

間 数 地 下 l 階 、 池 上 9 階 . t苔皮 2 階.

軒 高 30. 800m 最 高 高 き 41. 850 m 

J こ 則 昭 和42年 12月ー昭和44年 7 月

内 容 地 問 機械室、倉峰、1 t t 話交換箆

iY曹 ロビー、ラウンジ、グリル

事 務 室 等

2 締 結 婚 式 場 、 和 洋 集 会 場 、 喜

会 場

3 階 食堂、大中小浴室、制1室 宴

会 場

4  - 9  ｾ皆和、洋宿泊室

宿 泊 室 数 137室 定 員 約300名

集 会 室 数 13.1量 定 刻 約700名

設 備 エ レ ベー タ一、乗用 2 盤、入荷周 2 器、

リフト ( 郎 防 用 ) I ;M; 

受変也、照明、テレビ共税、政送時計、

' I I t 筒、自動火災報知JKlt I!柑等

給 水 ‘ 給 泌 、 衛 生 器 具 、 ガ ス 、 空 側 .

4魯気、エヤ ーシュー タ一、噴水股制等

6 陥 平 面

(7 ・8 階 b 同 じ)

3 階 平 面 図

「干¥.

1 緒 平 面 図 1階





Qsal <a 

Mer c handi s e 

Mar t  

大 阪 マ ー チ ャ ン ダ イ ズ ・ マ ー ト

設 計 施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 底

位 置 大 阪 市 東 区 京 輔 自 1 丁目

大 阪都 市計 画 天 満 備 特 定 街 区

敷 地 面 械 街 区 面 積 20，412.920m
2

延 床 面 積 大 阪 マ ー チ ャ ン ダ イ ズ ・7 ート

131 ，415 .668m
2  

既 存 部 分 5，844. 127m
2  

建 築 面 積 大 阪 7 ー チ ャ ン ダ イ ズ ・7 ート

10，515. 348m
2  

既 存 部 分 987. 515m
2  

空 地 率 37 .15%

容 積 率 特 定 街 区 桁 定 600%  

袋 容 積 率 572%  

階 数 地 下 4 階 、 地 上22階

高 さ 、 深 さ 最 高 部 G L + 78. 0m= O P + 85 .400t n 

基 礎 G L - 19.8 m= O Pー 12. 400 "， 

GL = O P  + 7 .  400m 

大 阪 城 天 守 聞 のE討さ O P+ 88m 

m 巡 高層 部 鉄 骨 鉄筋コンクリ ート 造

低 層 付 属 練 鉄 骨 造

使 用 材 数 最 鉄 骨 約 12 ，900t O. 098t  1m
2  

鉄 筋 "  7， 900t  O. 060t /m
2  

コンクリート " 76，200m' 0 .58m' /m
2  

外 l:. 'l プレ キャストコ ンクリー ト版、ポン

タ イ ル 吹 付

高層 部 外 周 壁 面 積 約 23 ，000m
2

外 噌 パ ネ ル 枚数 約 5，000枚

工 j 羽

起工までの 経過

昭 和 41年 4 月 実綿量生計開始

42年 1 月 準 備 工 事 務 手

地 中 障 害 物 撤 去

2 月 電 波 障 害 に 関 す る 協

機 成 立

日本建築セ ンター高

層 構 造 審 査 終 了

3 月 「天満橋特定街区 J

的 指 定

H 起 工

工 期

昭 和 42年 3 月ー 44年 8 月 29か月
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大 阪 マ ー チ ャ ン ダ イ ズ ・ マ ー ト

設 計 メモ

山 中 孔

生産と消貨を結ふ・流通分野における変革の主

役として、商事目大阪に大阪マーチャンダイズ・

マ ー トが新しい副都心天満橋に誕生した。

卸 売 商 の も つ 機 能 を 分 析 す る と 、 見 本 取 引 を

主 体 と す る 商 品 取 引 機 能 と 物 的 流 通 機 能の二 つ

に 大 別 さ れ 、 現 状 の 船 場 地 区 問 屋 街 で は こ れ ら

が 泌 在 し 交 通 保 怖 を 起 し て い る の が 実 状 で あ る

が 、 大 阪 ? ー チ ャ ン ダ イ ズ ・ マ ー ト の ね ら い は

商 品 取 引 機 能の み を 分 離 し て 純 化 し 、 適 切 な 立

地と最新 の施設、業務のｾ約 化、 共同化などに

よ り 卸 売 活 動 の 合 理 化 を 進 め る こ と に あ る .

計 画 当 初 、 卸 売 セ ン タ ー は 日 本 で は 前 例 が な

く 計 闘 の 基 砲 と な る 資 料 は 皆 無 で あ っ た が 、 大

阪 市 経 済 局 、 大 阪 商 工 会 議 所 、 株 式 会 社 大 阪 7

ー チャ ンダイズ ・? ー ト の 協 力 を 得 て 、 卸 売 衝

突!Iffi 鯛_* - や入居予定者を対象とした鯛査、各関

連 業 界 と の 共 同 研 究 等 に よ り 計 画 案 の 修 正 を

ね 成 案 に し て い っ た こ と は 大 き な 特 色 の一 つ で

ある。

プ ロ ッ ク プ ラ ン と し て は北 ・* の 河 川 、 京 阪

電 鉄 軌 道 に よ り 建 築 計 函 に 制 約 が 加 え ら れ た 。

す な わ ち 敷 地 各 部 の 条 件 に 応 じ て 低 層 部 、 高 層

都 を 通 切 に 設 け 、 か つ 公 共 性 を 考 慮 し た 充 分 寺

広 場 を とって 積 極 的 な 環 境 箆 備 を 計 画の基本と

し た 。 高 層 部 に つ い て は 当 初 8 階、 18階、 22階、

30階 の 各案各聖書紫 を 比 較 検 討 の 結 果 、 卸 売 セ ン

タ ー と し て の 機 能 や 貸 室 の 均 質 性 を 考 慮 し て 22

階 集 が採 用 さ れ た 。 ま た 大 架 継 を 縫 す る 低層 部

は電車を 完 全 に 通 し な が ら 術 祭 す る 画 期 的 工 法

の 考案 を 得 て 軌 道 上 部 空 間 の 有 効 な 利 用 が 可能

とな っ た。 この よ う な 基 本 計 画 に 基 づ い て 大 阪

都 市 計 画天 満 僑 特 定 街 区 の 指 定 を 受 け 地 上7 8 M

の 商層 ピJ レの建設が確定した.

主 要 な 総 数 と し て 、 卸 売J古舗の他に 4300 M' の

展 示 ホーノレ 2 階 、1500M' め会議室群 19 ・20階、

8700M' の! 駐車場 ・荷妙l場 8 . 階 一4階 、 倉I単 8 .

階、 ｭｾ 事 ・ 医療センター Ｓ 階、サ ンク ガーデンによ

り保光のある 商 I苫街8 ，階、飲食底 街8 2階 な ど が

ある 。 屋 上 は 強 化 ガ ラ ス 風 防 を 巡 ら し 圧倒 的 な

景 観 を 誇 る ス カ イ ガー デ ン や 回 転展 望 レ ス ト ラ

ンがある . 来容 の ア プ ロー チ は 地 下鉄 2 号線、

京 阪 電 鉄 に よ り 8
2
階 か ら 直 接 連 絡 で き 、 ま た Jfi

は 敷 地 3 ヶ 所 の 出 入 口 に よ リ 将 来の 周 辺 交 通 規

制 に も 対 応 で き る よ うに考えられている。

主 要 構 造 方 式 は 比 較 的 剛 榊 泣 と 々 え ら れ る 鉄

骨鉄筋コ ンクリート 造を 主 体 と し て い る 。 こ れ

は用途上手1" 1総荷111の ば ら つ き の あ る こ と 、 こ の

:総 棋 の 桃 造 物 で は 必 ず し も 柔 構 造 が 耐震 安 全 性

が 問 い と は 巧 え ら れ な い こ と 、 大 阪 府 群 上 に あ

る 良 好 な 地 盤 に よ り 充 分 な 支 持 能 力 の あること 、

層 間 変 位 を 少 な くして 内 外 明の取 付 け の 簡 易 化

を3十る等の理由による 。

外 喰 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト は '1'._ 体 で 諸

句、 11

h  

h  

h  

h  

拘

性 能 を 発 悔 す る 最 も 経 済 的 部 材 で あ り 、 取 付 け

方 法 の 開 発 と 相 ま って 各 種 実 験 に よ り 安 全 性 が

実 証 さ れ て い る 。 すなわち 200 gal の地震( 変位

:t 6MM) に耐え、 400kg/m
2

( 瞬 間 最 大 風 速8 5 M

に相当) の風圧にも安全であることが示された。

設 備 計 画 上 の 特 色 と し て は 、 ビ ル 全 体 の 有 効

性 を 高 め る た め に 冷 熱 源 機 器 を 別 線 機 械 室 へ 数

し 、 ま た 基 準 階 に お い て は ゾ ー ニ Y グされた

空 関 に よ り 効 寧 よ く 訟 備 し て い る 。 配 電 方 式 も

同 じ く 別 練 で 特 高 受 電 し た も の を ビノレ内高IJ 変電

所 に 給 也 、 さ ら に 各 負 荷 に 配 電 さ れ て い る 。 ま

た 集 合 自 動 電 話 の 導 入 に よ る 情 報 伝 達の 円滑化、

エ レ ベ ー タ ー ・リ フ ト の 高 能 率 な 稼 動 、 煙 感 知

器 、 全 館 ス プ リ ン ク ラ ー 設資 に よ る 十分 な 防 災

自主備 等 が 考 慮 さ れ て い る。

この建築の表現については、ダイナミ ｾ ? な

商 活 動 の 場 と し て す べ て ド ラ イ な 感 覚 で 追 求 さ

れ て い る 。 高層 ビルの量感 、 そ れ を 裟 うプレキ

ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 版 の 明 快 で 力 強 い パ タ ー ン

が 自 に 近 い カラ ー で 情 成 さ れ て い る. 内部も、

笠 宮 な 色 彩 を も っ商 品 が あ ふ れ る 空 間 の 管 景 と

して白系統で統ーされている.

こ の よ う に 大 阪 7 ーチャンダイズ・マー トの完

成 に よ り 在 来 の 問 屋 街 で は で き な か っ た新しい

卸 売 活 動 が 大 阪 を 中 心 と す る 金 図 的 な 有 力 企 業

を擁して活発に始められようとしている。情報通

信 シ ス テ ム の 利 用 等 に よ る 協 業 化 の 特 色 を 遺 憾

なく発郷して、世界最先端の流通機地として、流

通 革 命の パ イオニアとなるこ とを期待し たい。

111111111111111111111 
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都 市 再 開 発 と O M M

大 阪 と 卸 簡

近 畿 闘 の 中 核 都 市 と し て ， ま た 西 日 本 経 済 の 中 心 と し て 大 阪 を 々

える H寺. 卸 売 商 業 を 度 外 視 す る こ と は 不 可 能 で こ と で あ る 。 か つて

日両者11大 阪 の 名 を ゆ る ぎ な い も の と し た の は 笑 に 大 阪 卸 売 尚 ー 業 の 全 国

的 ｪｾ ｦ 立性にあ っ たからにイ也ならない 。

も と も と わ が 国 の 流 通 機 怖 の 中 に お い て ， 卸 売 商 業 の 来 た す 機 能

は 僅 め て 重 大 な も の が あ る が， 加 え て 近 年 に お け る 経 済 成 長 に 伴 う

生産 ｩｾ ｬ，消費量の子 ｉ ｕ 括的な明大と， 一 方における消費柿巡の変化，

多 機 化 に 伴 う 商 品 の 種 類 の 許 し い .WI 加 などにより葺11闘 に か け ら れ た

役 ;1[l j は ま す ま す 大 き な も の に な り つ つ あ る と い え よ う 。

し か し な が ら 戦 後 の 経 済 政 策 の 箆 点 が 主 と し て 生 腹 部 門 の 近 代 化

今夏11化 に 注 が れ た た め ， 工 業 部 門 が い ち 早 〈 自 党 し い 成 長 を 遂 げ ，

経営・4主総を強化したのにひき比べ，資本配分に} J ! . まれなか っ た 流 通

部 門 は ， そ の 体 質 の 改 善 ， 設 備 投 資 に 著 し く お く れ を と り ， 極 め て

非ￍｩｾ率 ， 非機能的態勢のままで ， エスカレートする物 品， 組織， ｦｦ

報 な ど に 対 処 せ ざ る を 待 な か っ た わ け で あ る 。 こ の こ と は 一 般 の 経

済 成 長 の ひ ず み と し て 経 済 の 円 rl'l な 活 動 を 妨 げ 物価 H I・の 一 因とも

な っ ているのて' ある 。

こ の よ う な 情 勢 の 中 に お い て 昭 和 30年 代 後 半 に お け る 流 通 革 命 の

登 場 以 降、大阪. 3' 11商 の 全 国 的 優 位 性 が 急 速 に く ず れ だ し . い わ ゆ る

| 刻丙における経済的地盤沈下売ひきおこす要因とな っ た こ と は 耳 目

に 新 し い こ と で あ る 。

阪 市 卸 売 商 業 の 比 重 は 東 京 都 ( 区音11) に 比 べ て 商 広 数 お よ び 従

業 n 数 に l期する限り， もともと低か っ た の で あ る が， そ の 販 売 額 に

おいて 1おに 東 京 お よ び 他 都 市 を リ ー ド し て き た と い う と こ ろ に R首都

大 阪 の J ' J . : 骨頂があ っ たといえよう 。 そ れ が 昭 和 35年を: J > ! に首位の座

を 東 京 に 奪 わ れ て し ま っ た 迎 由 に は 次 の 二 つ の 側 面 がA 号えられる。

戦 後 と く に H召和 30年 以 降 に お け る わ が 固 め 経 済 成 長 が 重 化 学 工 業

の 急 速 な 発 展 に 支 え ら れ て き た こ と は 周 知 の こ と で あ る 。 こ の い わ

ゆる産業椛造の変革を反映して， わ が 固 め 卸 売 商 業 の 業 段別 構成 は

著書: しい変化を示している 。す な わ ち 医 薬 品 ・化 粧 品 ・化 学 製 品 金

属 材 料 ・材 料 苦 器 具 お よ び 建 築 材 料 等 が そ の 比 重 を 高 め て き た の に 対

し ， 繊 維 ・衣 IJ Iil . 身の回り品等の主計業経はいずれもその比重軒低下

してきた。

と こ ろ が 大 阪 市 の 卸 売 商 業 の 中 心 は 笑 に こ の 繊 維 品 苦11門であ った。

す な わ ち 昭 和 31年 48. 2% ， 33年 54. 3%， 35年 46. 5% と 大 阪 市 卸 売 商

; t 総販売宮買の約半ばを前後していたのである 。 こ の よ う に 全 国 的 に

停 ifif 的 傾 向 に あ る 軽 工 業， と り わ け 繊 維 裂 品 に 大 阪 市 卸 売 商 業 の m

心 が あ っ た と こ ろ に ， そ の 理 由 の一 半 が 存 在 し た も の と 恩 わ れ る 。

もう 一 つ の 側 面 と し て . 大 阪 卸 売 商 業 の 立 地 の 特 殊 性 が 考 え ら れ

ょう 。大 阪 卸 売 商 業 は 中 央 4 区 わ け て も 東 区 に w築 し て い る 。商 I苫

数の ｾＡＧＱ ｕ ， 従業貝数のほぼ Ｗ Ｐ Ｅ 、 年問販売額に至 っ ては笑に ＹＰ Ｅ 前

f去 を 東 西 南 北 の 4 区 が 占 め て い る 笑 仙 で あ る 。 こ の よ う な 集 中 現 象

は 顧 客 の l吸 引 力 を 高 め . また限liili 施設の主主fnil を 呼 ぴ お こ す 。 こ れ が

いわゆる外部経済の利主主であり ， J，U.h' 10利益であるが， こ れ が ま た

図 村 真 二

一 層 の集 中 を促しｊ，ｕＺｦ ｩ Ｇ Ｑ は加速度 ｴ Ｑ ｾ ｊ に進行する 。 大阪市の卸商の中心

地 区. す な わ ち い わ ゆ る 船 場 地 区 な ど は こ の よ う に し て で き 上 っ た

ものである 。 し か も 個 有 の ス ケ ー ル は 小 さ く 中 小 企 業 中 心 で あ り .

通 常 商 品 単 位 に 問 屋 街 を 形 成 し な が ら 僚 め て 平 而 的 に 分 布 し て お り ，

近年における取扱商品の種類 ， 数量の飛ｩｉｾ的増加に比べ既存の府古ｩｉ￬

や 倉 庫 の 狭 俗 化 は 著 し い も の と な っ ている 。 さ ら に 最 近 に お け る 市

街地の過密; 化，道路事前の悪化なと' 外部経済の猪条件はますます: . ] E ;

化 し て お り . 企 業 内 部 が い か に 近 代 化 さ れ 介 理 化 さ れ て も ， 外 部 経

済 条 件 と の 関 連 に お い て 輸 送. イ別? などの I則 述 経 費 がWl 大 す る 弊:; 1千

を 生 じ て い る 尖1Wである 。

都 市 再 開発 と卸センタ

こ の よ う な 大 阪 都 心 部 の 実 休 に 対 処 し て ， 近 年 に 至 り 流 通 機 仰 の 作

理 化 ・近 代 化 と こ れ ら 卯 商 の 立 地 す る 布11心 部 の 再 開 発 に 対 す る 要 望

と 気 速 が l斬 〈 同 協 し て き た 感 が あ る 。 .3' 11 セ ン ターの 桃 恕 は ま さ し く

こ れ ら に 応 え 縛 る 解 決 の一 つ に な る で あ ろ う。

都心苦11の 蒋|井m ，特に. 3' il 商 地 区 の 再 開 発 に は こ つ の 行 き 方 が あ る。

一 つ は そ の 地 区 ま た は そ の 周 辺 に お い て . 伝 来 の 機 能 を 集 約 務 理

- 効 率 化 す る 集 中化・ 高 層 化 で あ り ， 他 の一 つ は 他 地 区， 特 に 市 周

辺 地 区 へ の 分 散 で あ る 。

このことは. 3 ' il 商 の 取 扱 品 目 の 内 答 と 韮fl 商 自 体 の 機 能 分 析 に よ っ て

分 け ら れ る 。 たとえば繊維製品などについては見本取号| が可能であ

る種類のものは都心部に立地位を有しており ， 生産財や耐久消費 ｮｾ

な ど 比 較的 重 量の あ る も の に つ い て は 必 ず し も 商 機 能 と 物 的 流 通 機

能と 一 致 さ せ る 必 要 は な い と 恩 わ れ る 。

いずれにしてもこれらの再開発は都r I ，r . t 聞 と の 斉 合 性 を 保 持 し つ

つ ， 都 市 機 能 の 再 開 発 に 資 す る べ き で， それによ って 初 め て 再 開 発

のメリ y ト を 得 る こ と が 可 能 で あ る と 断 言 で き る 。

大 阪 7 ー チ ャ ン ダ イ ズ 7 ー ト は 尖 に こ の よ う な 時 点 に お い て ，

このような 問題意 識の中において市 ・ ｮｾ 界 ・ 市民の一体的な協力に

よっ て 企 画 さ れ 生 ま れ た 特筆 す べ 施 設 で あ る と い え よ う 。

こ の 紬 設 は い わ ば現 在 の 船 場 の 問 屋 街 が ， よ り 効 率 的 に よ り 機 能

的 に 再 編 成 さ れ， し か も そ の 街並 み の 特 徴 を 生 か し つ つ ， 立 体 的 に

:fC(み」ニげ て い っ た も の と い う こ と が で き る 。 したが っ てそのよ長 .1'1'1の

利 は 今 ま で 以 上 に 享 受 が可 能 であ り， fi fせ て 保 管 ・計 算 ・小売 商I苫

指 導 ・ マ ー チ ャ ン ダ イ ジ ン グ な ど の 多 く の 協 同 事 業 が ， 入 居 者 の 協

同窓織の向ぬと相イ突って強力に進められるであろう 。結果として. 3 ' fJ

売 商 業 の 生 産 伎 の 向 上， 流 通 コ ス ト の 低 減. 商 品 市 場 の 拡 充 な ど に

来たす勿 Ｇｊ ｾ 誌に大きな期待がかけられるのである 。

さ ら に こ の 建 物 の 再 開 発 的 意 義 の 上 に 見 逃 せ な い も の は 1 1精 道 路

而 に お け る 広 場 の 確 保 で あ る 。 主L¥物を t f，1習化することによ っ て 外 部

に オ ー プ ン ス ペ ー ス を 確 保 し ， それを .h'1僚 的 に 広 場 と し て 一 般 に 解

放 す る こ の 計 画 は 特 筆 す べ き で あ り . 過智; 化した有11心 部に お い て 人

有に安らぎと iだい、 の 場 を 与 え る こ の 広 場 に よ っ て. 都 市 も 建 築 も 人

々も大きなメリ ッ ト を 享 受 す る こ と に 気 付 く で あ ろ う 。

1I 111111liUIIII 



民家の系譜と保存計画.  特集

民家，つ まり大衆の住宅は建築の中で最も長い歴史をもち，しかも民衆

の生活に密着した分野でありながら ，久しく建築史の範轄とし ては扱わ れ

て乙なかった 。その理由は種々考えられるけれど，その一つに果して民家

の研究が建築の歴史として把握できるかどうか疑問視されていた とともあ

げられるであろう。事実 1955年頃より少数グノレ ープによる民家の実証的研

究調査が始まった当初には ，建築史学の一環とし て方向づけるために多大

の困難な問題に遭遇 したので ある。しかし以来今日までそれらの問題も克

地域的にはかなり の程度民家の史的研究も確立し，多く の成果を

あげるに至っている。

さらに乙のような成果があってこそ ，始めて民家の価値判断も可能にな

そして改 めて秀れた民家の保存問題が提起されるに至ったのである。

ひるがえ って今日 ，大衆の生活を無視した無計画無秩序な産業開発が全国

的 iζ 急速に広がり，多数の祖先の文化遺産を破壊し廻っている。その時点

において ，今静かに過去の生活の所産である民家を地域的に再現 し，

系譜を察知 し，その価値を認識 した上で ，開発の波 iζ 抗しそ れらを保存し

ようと するたくましい計画案 の一端を展望すると とは 決し て無意義ではな

服され，

その

り，

いだ、ろ う。

なお，本会ではかつて， i ふる さとのすまいJ (1962) を刊行している が，本号では重複をさ け

て，それ以後の成果に絞っ て問題点を要約するよう に努めた 乙とを付言しておく。

執筆者紹介 ( けいさい頗)

浅 野 清 ( 大阪工大教授 ・工博)

白 木 小 三 郎 ( 大阪市大教綬 ・工博)

大 河 直 明 〈千葉大教授 ・工博〕

宮 沢 智 士 ( 奈良文化財研究所技官)

永 井 規 男 〈関西大，講師 ・エ博〉

伊 藤 葛 男 ( 奈良文化財研究所技官 ・工博)

林 野 全 孝 ( 近 畿 大 助 教 授 ・工博)

多 淵 敏 樹 ( 神戸大助教授)

佐 藤 重 夫 ( 広島大教袋 ・工博〉

青 山 賢 信 ( 大阪工大助教凌 ・エ博)

鈴 木 嘉 吉 ( 文化庁技官 ・工熔)

太 田 博 太 郎 ( 東京大教援 ・エ憾J

足 遣 富 士 男 ( 奈良女子大助教綬)

吉 回 高 子 ( 近畿大助手〉
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囚 序 E兇

日 本 民 家 の 系 譜

民族学者や地理学者に呼応して，建築側の分野で，最初に日

本民家の調査に手を染めたのは，建築史家ではなくて，デザイ

ンにたずさわる人々であった。その頃〈大正中期〉建築史の分

野では社寺建築がようやく系統立てられて，細部様式の推移な

どが関心の的であり，文献の基礎的研究の不徹底さが反省され

ていた。邸宅史，茶室，城廓 ，建築遺跡といった新分野の研究

が開拓されだしたのもその後の乙とである。そんなわけで，建

築歴史家が民家の研究に本腰を入れだしたのは ，戦後も昭和30

年代に入ってからの乙とであった。

その大きい動機となったのは戦後急激に上昇 した開発と生活

方式の激変によって，民家が続々消滅 したり ，改造されたりする

のに危機感を覚えた ζ とにあった。とうした現状に手を乙まね

いていたのでは， 遂に日本民家の系統的理解を不可能に し，代表

的なものを保存する道も閉ざされてしまうととが恐れられた。

乙の建築歴史家の研究方法が在来のもの と異なっている点と

しては，地理学者が現象函の分布などに窓を用い，民族学者が生

活面との関連を重視し，デザ、イン関係の人々が民家の現状観察

lζ 止まる乙とが多かったのに対し ，原形の失なわれているもの

については，中古における改造を復原し，それを資料として，地

区どとにその変遷を明らかにしたうえで，かつての分布や，それ

らの閣の相互関連を追求する方法をとったととが指摘される。

復原の方法は柱その他の部材に残された古い仕事の痕跡を追

求するのであるが，障害物があったり ，旧材が失なわれていた

りして，調査の徹底し得ない場合もあるので，その判断につい

ては類例の存在が役 lζ 立つ場合が少なくない。したがって一地

域について，多数の民家を系統的に調査する必要があった。い

ずれにしても ，改造されている家屋が余りにも多いので，その

現状の羅列 lζ 止まる限り，研究の進展は望めなかった ζ とを指

摘したい。

以上のような調査は大阪市大による大阪府の民家調査，横浜

国大による神奈川県民家調査，東京大学による長野県の民家調

査のように ，長年にわたって小地区毎に継続されたもの，昭和30

年代前半 lζ 実施した文部省科学研究自によるもの( 横浜国大，

大阪市大，東京大学などが中心となって，数年にわたり ，滋賀，

京都，岐阜，福井，富山 ，新潟，愛知 ，鳥取，岡山，広 島，島

根，山口などの各地で行なった調査) ，その他地方史編集の機会

になされた調査，個人の努力 lと負う調査( 関東の各地 ，奈良，

佐賀，熊本など) などがあげられる。乙うした段階で ，民家研

32 

究 lζ 多年のキャリヤを持たれる川島宙次氏の資料や地方の研究

家による補足的な資料提供を受けて，粗密の斑はまぬがれない

まま一応全国的な視野で編集されたのが，建築協会45周年記念

出版の「ふるさとのすまい J (1962年) であり， 1966年 1月号

で，建築雑誌が民家特集号を出したのも ，ほぼ同じ段階であっ

た。後者は建築史関係者の企画によっている。

一方民家の保存対策として，文化財指定の緊急性が強調され

た結果， その前提と しての民家調査を文化庁の補助金によっ

て，各府県毎 K 実施するととになり，昭和38年から ，毎年数府

県つe つ実施されている。 ζ れは金額も少なく ，調査者もさまざ

まで，まだ完全なものとはいえないが，建築歴史の民家研究グ

J レープのメンバーが依嘱をうけて活躍している府県も多く ，次

第 に成果が蓄積されている。

ζ のようにして， 民家調査は乙乙十数年の聞に大きく進展

し，おぼろげながら，全国にわたる民家の系譜も明らかになり

つつある。乙うして本号の特集では ，1966年以後における民家

調査にスポットをあて，次第に解明されつつある ，その系譜的

なつながりを示唆していく方向をとるととになっている。

しかし ，同時に日本民家の歴史的研究にも限界があるととを

認めないわけにはいかない。それは残された民家のほとんど全

部が江戸時代以後のもので ，それ以前にさかのぼる可能性のあ

るものは全国を通じても数棟を数え得るにすぎず，しかもそれ

らは改造がはなはだしくて，原形を復原する 乙とが至難なも の

ばかりである乙とが明らかになってきたからである。したがっ

て，江戸時代以後に生じた分化，発展，交流などは跡づけられ

でも ，それ以前にお ける動きを実証的にとら えるとと ができな

いため ，全国的に その発展の系譜を明快に描き出す ζ とは許さ

れず，一定の仮定の下 lと推察する域を出ないのである。

そんなわけで，そうした点を期待されている読者には乙の特

集ももの足りないかも知れないが， 乙乙で従来明らかにされて

きた間取の系統のうち，全国的に最も広く分布していた広間型

三間取 ( 回の字型四間取の土聞にそう二室が一つの広間となり

土間との聞が開放される〉と近畿の先進地帯にすでに江戸時代

のはじめから成立 していた聞 の字型四間取の関速について，多

少否定的な示唆を与える事実が出てきた乙とを付記しておと

う。 ( 奈良，和歌山 ，大阪の項多j環〉

最後に民家保存のさまざまな試みについても ，現段階の紹介

にかなりの頁を割いた。その本格的な対策は今後の課題である

が，文化財指定による ，修理由の補助金交付の方法のみでは，次

第 lζ 実生活から遊離しつつある古民家を保存するととは不可能

で，現段階より格段 iζ 大きい規模の民家博物館建設の緊急性を

痛感するのである。同時に個々のものの保存に止 まらず，奈良

県今井町の場合のような ，都市ないし集落形態をそのまま保存

するととも困難ではあるが，緊急問題である乙とを強調したい。

(浅 野 清 )



固 方地 の

山 形 県 の 民 家

山形県下の「中門」造民家

形式について

山形県下だけでなく，秋田から新潟にかけて

の裏日本側 IC ，広く分布している民家形式のー

っと して「中門」造と称する一類型がある。乙

民 家

としては ，上ノ山市の武家住居に見られる寄

棟，または切妻切落形式のものなど，種々なも

のがある(写真 2 ・3) 。乙のように変化形の

多いのは ，典型的な中門形式の分化というより

は近世末期以来の生活機能の分化に伴う便宜的

な多様化方法の現われといえよう。

置賜地方には切妻形式の 「中門」の例が多く

見られる。東置賜郡川西町の例には両中門とも

切妻形式のもの( 写真 4) ，また飯豊町のOl Jの

ように片中門の場合はほとんどが二階建の切妻

の中門部分の形式にもそれぞれ地域差が見ら 形式を，正面にしてい る ( 写真 5) 。

れ，海岸部の庄内地方の形式は「せいがい」造 乙れらの「中門」形式は，次第に減少傾向にあ

といい ，破風のきれいな ，秋田県の海岸部に見 るのが各地方の一般性といえる 。乙の減少は，

られるものと同じ類型である( 図 1) 。庄内地 段作業場としての小屋を新築する乙とに ，大き

方の場合には現在も，両中門，片中門，真屋の な関連がある 。北村山郡尾花沢市の丹生の場合

形式格差が旧開拓主( 庄屋) . 高持百姓，無高百 には ，家格の表示としての中門造りよりは農作

姓( 水呑) の身分格差をそののまま表わしてい 業場としての意義が大きく ，小屋を持つように

る例も見られる。海岸部の庄内地方の類型に対 なって，中門( 腹中門，あるいは土問中門) の意義

して段上，村山 ，置賜などの内陸部のものは相 が，次第に失なわてれきた乙とが示されている。

山な形式差が見られる。最上郡真室川町中村の この村の場合は ，戦前から 中門部分を除去する

例にはく図 2> のよう に寄棟が交叉し，その

上，上手に切妻の玄関中門のついた形式も見ら

れる。また，同じ最上郡の新圧市の例には入母

屋形式の「厩中門J のほか寄練( 1至宝き廻 し」

ともいう) や切妻の中円形式の棟が取りついて

いる例もある( 写真 1 ) 。

村山地方には「中門」形式のものが少なく，

特に表側の典型的なものは少なく ，ただ裏中門

などの変化形のものが多少見 られる。屋根形式

，

A
N

I

 

図 1 庄内地方の中門量産の例

東田川郡綿引町. 蛸井( 益) 家

例が多くなり，代って，庇( 二函 ..... .1<:: めん) を

取り付けた「とのぐち」に代ってきた。除去し

た主な理由として最も多いのは. i小屋新築のた

め不必要になったJ ，次は「雪下 しの不便と屋

根の谷の部分が朽ちやすいJ . そのほかに「中門

のため主屋が階くなっていたJ . などがあげられ

ている 。また ，中門部分は例外的に平屋になっ

ているものもあるが，ほとんどが<図 1> の例

図 2 最上地方の中門造の例

最上郡真室川町中村， 沓沢〈久) 家

写真 1 新庄市，矢作家

正面( 右) は入母屋，その下手 f 中) 切婆，その裏

手〈左) IC寄棟の中門が付いている

のように中二階( っ し二階〕になっている 。こ

の中二階は若衆( 若勢…… 下男) の「ねと乙」

になっていたが，最近は物置に代ってしまい，

未だ「ねどと J 1<:: 使われている例は珍しくなっ

てきた。本来，中門部分の ，特に「つし二階」の

機能からもわかるように ，庖{ I ; l j 労働力や畜力 IL

依存した大手作農家の家構として建てられたと

乙ろに ，中門造の村落社会における身分的形式

の背景が考えられる 。 (白木小三郎)

写真 2 上ノ山市， 須藤家

旧家中婦の居住区には同じような帯棟形式の玄関部

分が中門になっているのが見られる。

写真 3 東根市，高橋 ( 普〉家

2 階11l . 切妥の夜中門

写真 4 東置賜郡川西町 ・平家

左手の平家中門は玄関， 右手の二階中門は 土問， と

もに切婆形式

写真 5 西置賜郡飯豊町，男鹿家

左手の母屋から土問中門が二

階建になって突き出している

33 



群馬- 栃木- 茨城・

千葉県の民家

1. は じ め に

関東地方で，すでに民家緊急調査の実施され

た県は，栃木・茨城(41年度) ・千葉 (42年度) ・群馬

(43年度) の 4 県で，今年度iζ は埼玉県が予定さ

れている。残っているのは東京都と神奈川県で

あるが，との 2 地区は とれまで個々の研究者に

よって比較的よく調査が行なわれたと 乙ろであ

る。 一般的な調査の進み具合では ，関東は近畿

とな らんでもっとも進んだ地域と いってよ い。

したがっ て， 乙れ らの諸調査の結果が整理さ

れれば，ある程度ま で，関東の民家の概観がで

きそう にも考えられるが，そう楽観視はできな

いとい う問題もある。私自身に とっても ，関東

の民家をなんらかの基準にも とづいて整理 ・概

観せよと いう課題に対 しては，やはり現在の段

階では ，まだ不可能だと答えるよ りほかに ない

と思 う。

たしかに，緊急調査によって関東のとれまで

調査のゆき とどかなかった地域について，思い

がけない古い民家や，珍 しい形式が発見された

という例はかなりあ る。その一例 として，東部

の千葉県から茨城県にかけての古民家Ie: 分椋型

のものがあ るという乙と， あるいは北部の群馬

から栃木にかけて，江戸前期あるいはそれ以前

の大型の民家の遺構がかなり 残っている とい う

事実などは，従来の研究に新し い知識をつけ加

えるものであろう。 しか し乙れらの事実は，も

う少 しつつとんで調査をしてみないと ，どうい

う範囲や内容をもつものかは明らかでない。緊

急調査それじ しんの目的は ，民家の保存の現状

と，それへの保護対策をつくるためのデーター

を緊急に明らかにす るζ とであるから ，そのよ

うな 研究的 な課題に まではまだ手がまわらな

い。ま た緊急調査を行なっ た県のなかには，調

査体制の不備から全県的な組織的調査を行なえ

なかった地区もある。

そのような乙とを考えると ，関東の民家の研

究は，緊急調査で明らかにされた諸事実を，乙れ

までの研究の蓄積の上に加えて，乙れから新し

く本格的な調査研究IL進むべき段階にある とい

った方がよい。乙の報告でも ，各県の民家の概

況を述べるよりも ，緊急調査の結果のなかから，

新しい問題を含むと考えられるものを中心にし

て紹介し，今後の研究の資料に供 したいと思う。

2. 群 馬 県

群馬県の緊急調査は . 1  次調査でほぼ県内全

地方にわたって約 3∞ 紋の民家を選びだし ，そ

の うちから第 2 次調査を 111 棟について，第 3

次調査を26棟について実施した。第 2 次調査は

県内在住の建築 ・民俗の研究者の方IL依頼 し，

第 3 次調査は持田!照夫と大河直弟が行なった。

第 3 次まで残った主要民家はつぎの 4 グループ

に大別する 乙とができる と思う。

A . 中規模の古民家= 17C後期- 18C 前期

B . 大規模の古民家= 17C あるいはそれ以前

C  主主蚕農家 = 18C 以降，各種の形式をもっ

D  その他 = 町屋，幕末段家など

つぎにそれぞ‘ れの代表的な例を紹介しよう。

( A ) 平野部の中規模農家のもっとも古い時期

のものは阿久沢家 (指図1 ) のように梁行 3 間

半程度の大きさで，間取は広間型である。 外部

の間仕切は，関東の他地域と同様に壁が多く ，

広聞の表側は格子窓である。土聞の規模も小 さ

く，委側の馬屋を後iζ 増築している。注目すべ

き特色は，土問IL壁から半間離れて上屋を支え

る独立柱が l 間ある いは2 閤おきに立っている

乙とである。地元では乙れを「そですりばしら」

と呼んでいる。 ζ のような土間に上屋を支える

多くの独立柱が立つ例は ，東北や栃木の民家に

あるが，関東南部には見られない。平野部では

乙の例が 3 糠発見されたが，そのうち 2 椋は組

みかえをしており ，なかでいちばん新しい阿久

沢家のみ図のような間取を復原できた。

山間部，とくに利根郡にもとのような独立柱

をもっ家が残っていたが，乙れらは時代的κ 少

し新 しく，規模も大きく間取も複雑になってい

る。 (指図 2) 広間の前面が格子窓になり ，周

聞に壁が多い形式が現在まで残っており ，地元

では乙のような家を，領主真田伊賀守の圧制

( 窓税) によるものと して . i伊賀づ くり 」と呼

んでいる。座敷の表側の部屋が土聞になってい

るのは珍しいが，とのような例は千葉県の上総

山地にもある。

( B )  A グループとは別IC 古民家には梁行 5

間以上のかなり大規模な家が数棟発見された。

乙れはいずれも中世末期の城主，土豪の子孫と

いわれる家である。との例も大きな改造や組み

かえをした家がほとんどである。そのうちで比

較的よく残っているのは，入沢柳太郎氏宅( 渋

川市) と茂木六次氏宅 (富岡市) で，前者は江

戸時代初期，あるいは桃山までさかのぼる 古い

家。後者は年代の推定は不可能であるが，文政

11年に普かれた総省銘によると，とのときの修

理でなんどの大根太から大永 7 年 (1527) に建

築 したという銘が発見されたという。現状では

間仕切の復原は不可能で，また明治末年lζ 土問

と後側がとり乙わされているのが惜しいが，太

いうねるような丸太材を使用 した小屋構造をみ

ると ，室町の建物である可能性はある と思う。

( C ) 群馬県は古くからの養蚕県である から，

各地域に養蚕良家が発達している。従来も ，赤

城山麓の切上げ屋根をもった形式( 赤城型と呼

ばれる) や，切委屋根の瓦葺あるいは板廷の巨

大な農家などが注目 されてきた。 しか し今回の

調査によると ，乙れらはかな り新しく幕末どろ

に普及した形式で，より古い時期のものが山間

部の吾妻郡や碓氷郡にみられる。屋根の形は吾

妻郡では正面の平を「かぶとづくり」に し. lif t  

氷郡では妻を 「かぶとづ. くり 」にしている。乙

れらはほぼ18C のなかごろから普及し はじめた

らしく，構造IL土問の中2 階，登 り梁，総 2 階

などの工夫を してい る。 いわゆる赤城型の屋根

をもっ民家は，調査 した民家では ，幕末から明

治初期 IL新築 したものか，そうでなければ従来

の寄糠屋根を改造した ものであった。乙の形式

がいつどろ発生し ，どう普及したかは今後の問

題と して残された。 指図 3 は宮沢吉陳氏宅( 中

之条町) の外観で，形式的によくととのい美 し

い意匠を示している。

• s  

( 群) 宮城村阿久沢努夫氏宅 ( 17C後)

復原平面

2  

( 騨) 川場村戸部総衛氏宅 ( 18C初〉

復原平面

3.  ( 群〉中之条町 宮沢吉陳氏 ( 寛政 4 年) 外観
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( 拐〕河内 町 岡 本憲氏宅 ( 18C) 復原平面

文化庁資料による
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( D ) 以上のほかに注目すべき遺構として町屋

がある。沼田町の生方誠氏宅は ，火災を何度も

免れたととで有名な家であるが，調査結果では

当初の構造をよく残 し， 年代も 17Cに入るよう

な古いものであると とが判明し た。城下町の町

屋としては全国的にみてももっとも古い時期に

属し ，珍しい遺構と いえ る。そのほか幕末の好

景気によってつくられたたいへん大規模な上庖

民家のいくつかも調査するととができた。乙れ

らは外観は立派であるが内部の意匠はそう優れ

ていない。

栃 木 県

栃木県では ， 1  次調査で、ほぼ県内全地方にわ

たって約4∞棟を選びだし， そのうちより第 2 次

を127棟，第 3 次を 16棟について行なった。主任

調査員は私の担当であ ったが，第 2 次調査が翌

年度まで延びたので，第 3 次は文化庁の担当者

が実施された。 ζ の調査結果にもとづいて，つぎ

の5 件の民家が重要文化財 IC指定されている。

荒井家住宅( 矢板市 17C後期付表門〉

岡本家住宅( 河内郡河内町 18 C  付表門)

入野家住宅( 芳賀郡市貝村天保 8 年文

付表門)

羽石家住宅( 芳賀郡茂木町元禄 2 年棟札)

三森家住宅( 那須郡那須町 17 C後期付表門〉

乙れらの調査結果のうち ，まず第ーに注目さ

れるのは上記の岡本家( 指図的 および入野家

にみられるような ，特異な形式をもっ大規模民

家であろう。 乙れは土問+ 広間+ 寝室部分と客

座敷部分を棟を少しずらして平行に配置し ，棟

は1 の形になる。屋根の両端は寄棟づくりであ

るが，中央正面の折れ蘭り部に入母屋破風をつ

けて格式的表現をするものがある。乙の民家形

式は間取からみても明らかなように一般良民屈

のものでなく ，かつて村役人を勤めていたよう

な上級の家にみられる。また年代は 17C にさか

のぼるものから ，入野家のように幕末のものも

ある。分布の範囲は明確でないが，調査民家で

は宇都宮東方の県内でも っとも水田の発達した

豊かな地域に集中し てみ られ，また地元の方の

話ではもう少 し南の茨城県に近い方にもあった

5  

〈栃〕那須町 三森忠雄氏宅 C1 7 C後期) 復原平面

文化庁資料による

6  

という乙とである。乙のグループの民家は客座

敷の設け方Ir . 他の地方IC見られない特色があ

り，その点でもう少 し詳しく検討すべき価値が

あると思う。

一方，荒井家と三森家は県北部の大規模古民

家で，いずれも直家である。年代はともに 17C

後期と考えられ，間取もよく似ている。乙のよ

うK 床上部分に部震が 3 列にならぶ大規模な間

取は，その後幕末まで筋木県上層民家の主流と

なる。なお三森家 ( 指図 5) では土聞に上屋を

支える独立柱が 2 間おきに立っている。とれは

さきの群馬のものと同 じような構造法である。

中規模の良家の例と しては羽石家がある。梁

行 4 間で関取は広間型である。さきの群馬県の

例と同じように，江戸前期において，関東北部

の平坦地域における中規模農家の基本的な間取

が，広間型であったととを示唆するものであろ

う。なお ，栃木県では西北の山村 ICはかなり複

雑な間取をもつものも見られるし ，また東部で

は茨城県と関係があり ，曲り屋もみられる。今

回の緊急調査ではその全般的な傾向はまだつか

めていない。

4. 茨 減 県

茨城県では ， 1次調査を県内の各地方につい

て 172線選びだし ，そのうちより第 2 次を 59棟

第 3 次を3柑 lについて行なった。主任調査員は

関口欣也氏である。乙の調査結果にもとづい

て，つぎの5 件が重要文化財IC指定されている。

坂野家住宅( 水海道市 18 C初期付表門〉

太田家住宅( 笠間市 17C後 期 付 表 門)

中崎家住宅( 東茨城郡内原町元禄 1年墨書)

飛国家住宅( 久慈郡金砂郷村 18C 前期)

椎名家住宅( 新治郡出島村 17C後期〉

調査結果の一部は民家速報集No. 2 1ζ 報告され

ている。

茨城の民家は ，一般的にみて関東の酉寄りの

地域に比べてかなり複雑な内容をもっている。

たとえば地域によって分線型あるいは曲り屋形

式の民家がかなり見られるとと，また東京都や

神奈川県でみられるような典型的な 3室の広間

型の間取が，一般的な形式としては用いられて

いない乙となどである。

分棟型の代表的な例は上記の太田家( 指図 6)  

で，主屋と土間部分の棟がたがいに直角の方向

を向き ，相互のあいだの屋根の谷K は木樋を入

れたと考えられ，東海地方の一部にみられる「撞

木づくり J r釜屋づくり」と似た形式である 。

幽り屋は北部の久慈川流域にかなり見られ，

その一例が飛国家( 指図 7) である。土間部分

の使い方は岩手県のものと似ている。床上部分

では広聞の一隅 IC寝聞がつきだしており ，その

奥の列に座敷がつく。乙の飛田家や太田家の よ

うに寝聞が広聞につきでた例は，東京都や千葉

県でもときおりみかける。一般に広閣がかなり

大きなばあいに多いが，そのような広間型の一

変種であるのか，あるいはもっとほかの要因に

基づくのかは検討に値する問題であろう。

元禄 l 年の墨書をもっ中崎家は ，規模もそれ

ほど大きくなく ，茨城民家の基本的な間取をよ

く示すものである。床上は4 室IC分かれ，曲り

座敷になり ，し たがっ て寝室は広間の裏側に設

けられる。とのよ うな性格の整型 4 室プラン は

千葉県の北部地方において もひろく用いられて

いる。( 年代が古かったり ，少し下の層の家で

は曲り座敷K ならず哀の 2 室がともに寝室にな

る) 乙れは 3 室の広間型の発展してできた整型

四間取とは内容を異IC し，年代的にも広間型の

時期に相当する。 千葉県の調査からみても ， ζ

の形式が関東の東寄 りの地域の江戸前期から中

期にかけての農家の一つの基本的関取ではなか

ったかと考えられる。

椎 名 家 ( 指図的は， 17 C後期のかなり古い

家で，そのプランの特色は ，座敷の前面に一間

巾の玄関様の小室がつく乙と ，広間の前面も 一

間巾の入側のような空間をもっとと( 間仕切は

ないが構造的にそのような表現になる〉広間の

後側では寝間がはみだ してきて， それにしたが

って「かつてJ IC相当する空間も土閣の方につ

きだしている乙となどである。乙れらのプラン

の傾向は千葉県も含めた利根川下流沿岸のかな

り広い地域の上層農家IC認められる 。その点で

は椎名家は乙の系統の民家のうちでもとくに古

い年代のものとして貴重な資料になる。

ｲ ＮＮ ＮＮＺ ＮＺ ＺＺ ＺＺ Ｎ ｾ Ｎ ＮＺＮＺＺ Ｉ ＭＭＧＮＮＮ Ｑ＠

討で主主主; ;  

( 茨〉金 砂 郷 町 飛回徳有氏宅

(1S C前期〉復原平面

文化庁資料による

UJ J日J

C2$t) 笠 間 市 旧 太 田家住宅( 川崎市に移築

1 7 C後期) 復原平面文化庁資料によ る

35 



5. 千 葉 県

千葉県の緊急調査は. 1次調査でほぼ県内全

地方にわた って約 4∞ 棟の民家を選び ，そのう

ちか ら第 2 次調査を 132 棟について，第 3 次を

36棟について行なった。第 2 次は県内在住の各

分野の研究者の方に依頼 し，第 3 次調査は大河

直釘が川村泰夫，佐藤光和 2 氏の協力をえて行

なった。ζ の調査結果に もとづいて下の 5 件の

民家が重要文化財に指定されている 。

花野井家住宅( 流山市 17C 後期)

滝田家住 宅 ( 印鰭郡白井町 17C 後期〕

渡辺包夫氏宅( 夷隅郡大多喜町 町屋 1850

年代)

尾形岩雄氏宅( 安房郡丸山町 18C初期)

御子神好氏宅( 向上 安永 8 年普請帳)

千葉県の民家は地域によ ってかなり異な った

間取を もっている。 北部の下総か ら中部の上総

にかけての地域は ，ほぼ同じ系統の間取である

が，南の安房地方にはかなりは っきりした特色

をもっ分線型の民家が分布している 。また九十

九里浜沿岸には安房 とは異なる 形式の分棟型民

家がある 。つぎにそれぞれの代表的な例につい

て紹介し よう。

岩 井 家 ( 指図 9) は銚子市郊外の出家で，県

北部ではいちばん古い (17C中~後期) と考え

られる家である。乙 の家の間取はさきにみた茨

城の椎名家の間取とよく似ている 。この家は後

lζ 北西の隅! c 床の間をつけて曲り座敷IC改造し

てい る。乙の曲り座敷 ( 3 室) をもっ間取の系

統が千葉県北部の上層民家の主要形式となる 。

重文指定の花野井家と滝田家は名主あるいは そ

れ以上の役人屈の家で，そのような形式を大規

模につくったものである。 指 図10 は 18 C のな

かどろにつくられた中規模な家で，千葉県北部

中部の標準的な間取と考えてよい。乙のほか茨

城の中崎家のような 4 室の間取もかなり みられ

る。

安房地方以外には ，現状では分線型の民家を

見出す乙とはで きなかったが，九十九里町の作

図家( 指図11)は復原の結果，当初は分棟型であ

るととが判明した。土間部分は失なわれていた

が，発招によって，主屋から l 聞の間隔をおい

て土間部分が建てら れていたとと が判った。乙

の家は現在川崎民家圏で復原工事中である 。作

国家の間取は ，土問と主屋の関係、という点では

茨城の太田家とよく 似てい る。作田家の建築年

代は太田家と同様に 17C後期と考えられるが，

乙の時期にとのような分線型が現在ではそれが

みられない地域にもつくられていた乙とを明ら

かにするものである。

上総地方の民家は ，漁村を除けば，北部の下

総地方とそう大きなちがいはない。上総山地の

18Cの間取には客座敷前面κ 土聞がある群馬の

山間部の ものに似た例がある 。

安房地方lζ は，現在でも分線型がひろくみ ら

れるが， ζ れらは分棟型だけが集まっていると

いう 乙とはなく ，非分棟型と混在している 。分
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線型の古いものはすべて土間部分を失なってお

り，指図12は主屋のみの古い例， 指図13は年代

は新しいが土間部分の残っている例を示 した。

安房の分線型は，太田家や作田家のように主

屋と土間部分の屋根を接触さ せ，その間に樋を

設け る形式ではなく， 少し距離を離して建て，

中聞に廊下状の建物を設けている。乙の部分は

一部土間. 一部板の聞が ふつ うであったらし

く. i ろーか」と呼ばれている 。主屋部分の間

取 は Ｔ ｾ Ｕ 室で県 北部 の ものと ほぼ同じ形式で

ある。ただ安房地方では分t来型 も非分線型も ，

古い時期には土間とのあいだを開放にせず，棚

や墜を多く設け，主要な出入口は主屋の表側 IC

設けている。

安房の分線型は ，主屋と土間部分が若干離れ

ており ， 中聞につなぎの建物を 設けている点

で，茨城と千葉北部の分線型や東海地方 ・熊本

地方の分棟型と異なり ，むしろ鹿児島地方の分

様型( なかえづくり) と似た点がある 。またそれ

は南西諸島や伊豆七島のようなはっきり建物が

分離した分棟型とも異なっている 。このような

日本の分線型民家の分布，相互関係を考える上

で，安房地方の例は重要な内容をもつもの と考

えられる 。

指図14は安房地方の非分線型の標準的な間取

をもつもので年代もはっきりしている 。分線型

の分布はかならずしも安房全域におよぶも ので

なく ，その南西に多く ，東海岸では鴨川| から北

には見られない。乙の分布や非分練との関係の

問題も今後明 らかK して ゆきたいと思ってい

る。

6. む す び

関東の民家の研究は，乙れま でその詳し い調

査は東京に近い地域に重点がおかれていた。乙

れは調査の便宜からまず近 くのものをという乙

とであったが，そ乙での主な問題は 3室の広間

型を基本的間取とする中規模民家の発展過程の

究明にあった。また大規模で年代のとくに古い

民家の調査例は ，神奈川県の関家( 重文) 以外

はまれであった。

しかし今回の緊急調査の進行によって，北部

の栃木 ・群馬県では大型のかなり古い民家がま

だ残っている乙とが判り，乙れ らはふつうの民

家とはかなり間取の系統を異にしている 。また

中規模民家の基本的関取についてみても ，東部

の茨城 ・千葉のも のはいわゆる広間型の 3 室タ

イプではなく . Ｔ ｾ Ｕ 室 構成 のものが発見され

る。そのほか従来あまり注目されるととのなか

った関東の分棟型の存在の重要さも明ら かにな

ってきた。

ζ のよ うにみてくると ，関東の民家の研究は

乙れまでに比べて展望がよ り広くなったと同時

!C. とり上げなければなら ない問題も多様にな

り，またかなり困難だが興味ある問題をいくつ

かもつようにな ったといえる であろう。

(大河直鰐)
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( 千) 館山市 黒川旗氏宅 ( 主屋18C後期台所

19C前期) 復原平面

( 千) 丸山町 御子神好氏宅 ( 安永 8

年普筒帳) 復原平面



福 井 県 の 民 家

一 越 目IJ +
右と 狭 -

日本一長い北陸 トンネルを境にして，その北

側と南側とでは民家のようすがたいへん違って

いる。同じくかやぶき の入母屋造の屋根であっ

ても ，南側のものは破風が大きく装飾的にとり

あっかわれており ，直線的な感覚で軒まで低く

ふきおろされるのにくらべ，北側のものは軒が

やや高く ，あるものは丸みがあり ，あるものは

荒々 しくもったりと した線でふかれる。 北側で

はツノヤが発達しており ，破風は南側のもの と

は迷った意味で主張されている。

内部ではオイ エ ・オエあるいはダイドコ ロな

どとよばれるイ ロリが切られている広い部屋を

中心に して， 家族生活が営まれている。乙の

部分はいわば リビ ング ・ダイニング ・キッチン

( L ・D ' K ) の機能をもっており ，江戸時代民

家K 共通して存在する空間であり ，北側でも南

側でも ，乙の点は同様である。 しか し， オイ エあ

るいはダイ ドコロと他の部屋との関係，その他

の特徴によって北側，南側の民家にいくつかの

タイプが認められる。いま仮K 北側を越前型，

南側を若狭型として，その概略をしるそう。

〔越前 I 型〕平入で，棟通りより後側に部屋を

横 K ならベ ，前側K 土問 ・台所 ・馬屋などをと

る。南越 lζ 分布する。武生市などではツノヤの

発達が著しし変型が生 じている。

〔越前II 型〕多くは妻入である。前方に土間 ・

台所 ・馬屋などの部分をとり，後方lζ 部屋を 2

列にならべる。越前平野から大野盆地lζ 分布 各型の分布状況の県内の概略はすでに記した

し， やはりツ ノヤが発達 している 。 が，周辺の地域にも 目をむけると ，若狭 I 型は

南側の琵琶湖の北部K 分布し ，n型は京都北部

〔越前I I 1型〕委入で，n型と似ているが，土間

と台所とをひとつの空間とせず，構造的に区分

している。越前北部に分布する 。

乙のほか奥越の美濃境に以上と異なったタイ

プがあるが説明を省略する 。

〔若狭 I 型〕平入で，棟通りより後側K 部屋，

前側K 土閣をとる乙と は越前 I 裂と同様である

が，前側が台所 ・土問 ・馬屋( あるいは物置な

ど) の 3 部分，後側が寝間と 2 室の座敷からな

って定型化している 。小規模なものは馬屋と座

敷 l 室が省略される。 小浜より敦賀市にわたっ

て分布する 。

〔若狭E 型〕妥入で，線通りで左右にわかれ，

片聞に土問 ・台所 ・夜間，もう一方K 馬屋と 2

室の座敷をとる 。 小屋組は棟東 ・タJ レキ構造

で，乙れまでのものがサス組であるのと異なっ

ている。

ふたたび越前型と若狭型を比較してみると ，

若狭 I 型 ・E 型とも規模の大小の差があまりな

く，間取りの内容にも大きな迷いがなく，安定

した型とな っている のに，越前型では規模の大

小lζ 著しい差があり ，したがって同じ型のなか

でも間取りの変化が盛宮である。

つぎに柱間寸法についてみると，若狭E 型で

は京間の畳 (6.3尺 X 3.15尺) を入れる ように

内法制で計画されているのに対し ，越前の各型

では中京聞の畳 ( 6 尺 x 3尺) で計画されてい

る。乙の乙とは越前型のすべてにいえるととで

なく座敷部分についてであり ，畳が入らない部

分は柱関心々制で計画され， 1聞が 6.25尺と

なる 。ととろによっては 6 尺となる乙とも あっ

て，かならずしも一定していない。

に広く分布している。そして ，乙れ らの型は若

狭が中心として分布するのではなく ，むしろ湖

北や京都のものが若狭におよんでいるとみる乙

とができょう。京間の畳寄j などはこの乙とを示

している。若狭型K 対し越前 I 型 ・E 型は分布

範囲が他ICおよばず，乙乙独特な型とみる乙と

ができ る。越前E 型と同じ型のものは湖北の若

狭 I 型の東に接して分布 し，さら K 尾張地方に

もあ り， また北方では石川県にも分布 してい

る。ただ乙の聞の越前平野部では越前E 型に圧

倒されており ，比較的薄い分布を示している 。

と乙ろで福井県の民家として特徴ある越前型

について若干みてお乙う。真宗の勢力が強い北

陸地方では ，住いにも乙の影響があ らわれてい

る。仏壇は大きく立派であって，もっとも格式

の高い座敷にかまえられる 。そ して坊さんのた

めに仏聞の哀手などに休息間を設けるととが行

なわれる 。小規模な古い家では部屋 1室を囲う

のみであるが，最初 IC部屋として出現するのが

仏間である乙とは注目すべき点である。今立郡

池田町の例でみる と，仏関Iζ 寝間を加えて 2 室

となり ，さらに トコノマ のある座敷を加えてい

き，越前 I 型の典型的な間取りであるおI r 通りよ

り後半 IC部屋を横にならべる型が成立する。越

前E 型 ICおいても ，オイエ の奥の 2 室のうち l

室は仏閣であり ，他の 1室は穀物を収納する部

分とするのが古い間取りら しい。仏間 l 室の間

取りにおいて，乙乙が寝間としても使用された

であろうが，なによりも仏聞が最初に成立する

という例は他の地方ではみられない。若狭型で

は座敷IC トコ ノマとならんで仏檀をかまえるの

が普通である。

福井県では，江戸時代後半になって出現する

複雑な間取の形成過程やツノ ヤの発生など問題

は多いが，別の機会にゆずりたい。( 宮沢智士

越 前 I 型 の 民 家 ( 今立錦今立町) 若 狭 I 型 の 民 家 ( 三方お三方町〉
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滋 賀 県 の 民 家

県下民家の分類 本県の民家を概観すると ，南

と北の途いを次の三点において指摘できるよう

である。

1. 平面を構成する構造方法南では側間仕

切線と上屋構造柱筋が一致し，北では上屋

構造柱筋が内側〈半間であるのが普通) !ζ 

巡る。

2.  入口形 式 南はほとんど平入である が，

北に行くほと‘ 妻入が目立つ。

3. 間取り 形 式 南 では整形四間取が一般的

で，北では広間型が多くなる 。

以上を地図の上においてみると ，それぞれの

組合せから五つのタイプが浮び出てくる。それ

を北から I 余吾型 ，JI 大浦型，J [ 安曇裂， IV湖

東型，V 湖南型とし ，それぞれの特質と相互の

関係について述べてみよう 。

I 余吾型 典型的な広間型平面を基本とする 。

土問と広間 ( ダイドコ ロ) は一つの空間からな

り，梁，桁の各中央線で大梁を十文字に交叉さ

せる乙とにより，土問と広間墳の紋下に くる柱

を省いている。平商で入側柱をつないでいくと

亀甲型になるのは乙の型でも古い方の民家に見

られる特徴であろう。分布域は伊香郡 ・東浅井

郡 ・坂田郡の三郡にまたがり ，長浜市を南限，

西浅井村を西| 坂とする琵琶湖東北部である。乙

の型は本来妥入であるが，平入のものもあり，

その傾向は南 l乙行くほど著しいようである。

E 大浦 型 伊香郡西浅井村から高島郡北部のマ

キノ mr ・今津町にかけて分布している。 ζ の型

は平入で，間取りは梁間を前後に二分し ，前側

をニワ ・ダイドコロ ・マヤなどとし，奥側を一

段高くしてザシキ ・ネマをとるのである。構造

の中心は前側にあり ，奥側はつけ足し的な要素

が濃い。奥側は元来下屋であったのが発達した

ものと仮定すると ，本来の構造は余吾型とかな

り似てくるのでないかと考えられる。しかし乙

の型の系統についてはなお研究の余地が多く残

っている 。

E 安曇型 高島郡南部の安曇川流域は， 県下で

段も調査される 乙との少ない地域である。した

がって乙の地域にどのような民家があるのか，
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まだよく分っていない。ただ安曇川河口附近の

民家が多少知られただけである。それは萎入の

整形四間取形式のもので， 構造は余吾型によく

似ているが，土間と居室部境の棟下iζ 柱をたて

明確に四間取であるととを主張している点で決

定的に異なっている。ただし乙の型が余吾型か

ら分化 したと考える乙とは可能である 。

IV湖東型 県の南半部の民家は平入整形四間取

形式に統一されているが，構造的 IC見るとそ れ

を二つに分ける乙とができる。すなわち最初に

述べた北型のものと南型のものとである。そし

てと乙でいう湖東型とはその北型のものであ

る。すなわち乙の裂は梁聞を等分して居室を前

後lζ 配し ，上屋柱を側間仕切より半間内側にた

てるのである。乙の型は前の安曇型とと もに ，

県北系と県南系との接点IC生じた折衷形式とい

える。

V 湖南型 ζ の型を特徴づける のはその構造形

式である 。乙の型では上屋梁を支承するのに 4

A  
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A  

ず ｬｾて"

E  

E  

W 

本の柱を用い，それによって梁間をほぼ三等分

している。そしてその三分のこを表側ザシキ ・

デの部分とし ，哀イ目IJ 三分のーをダイド コロ ・ナ

ンドとして四ツ聞を構成している。もちろん乙

れでは裏側がせま過ぎるから下屋をとり込んで

それをカバーしている。同 じ整形四間取でもそ

の構成法が湖東型と全 く異なるのである。 ζ の

型は奈良県北東部，京都府南東部にも見出され

るから 明らかに畿内の系統に属している。

湖東型と湖南型の境界は明らかでないが，同

じ神崎郡でも八日市の民家は湖東型であり，永

源寺では湖南型になっているから ，乙のあたり

が両者の接点と考えてよいと思われる。

以上は昭和41年実施の緊急民家調査の結果を

主体としてまとめたものである 。調査員は川上

貫を主任とし ，以下中村昌生，西川幸治，室谷

誠一，藤原勉，浜田五郎の諸氏および永井規男

の 7名である。なお本稿の内容については永井

が 責 任 を 負 う 。 ( 永井規男〕

11111 
株主 持ｩ｜［ｴｴｾ

桂弔問 ｬ 針及す ｾ ｾ＠
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奈良県・和歌山県

の民家

奈良県の民家については昭和41年度， 緊急、調査が行なわれ

た。調査は奈良国立文化財研究所と奈良県教育餐員会の悩聞

のもとに実施された. その成果は，本年度中広報告書として

上作される予定である。｣Ｎ｣Ｎでは筒胤にその調査の甑ｾを報

告しておく。

調査対象として第 I 次リストにあげられたものは353件にの

ぼった@そのうち 192件が実査され，第 2次分97件，第 3 次分

16件が詳しい調査を受けた。ほかに既往の悶査で利用しうる

ものがかなりあるので，それを加えると，第 l 次584件， 1$ 2  

ｾＲ ＰＶ 件，郷 Ｓ 次 ＴＱ 件を調査した己とになる。 ｅ れはひとつ

の県の調査としてはかなり大足僚な調査といえる。

奈良県の民家には ，二つの函がある。ひとつ

は古式な平面をよく残すもの， { 也は時代の先端

をゆくものである。まず古式な方からのべよ

う。奈良県では l 室または 2 室のきわめて単純

な平面があ る。 2 室のようにみえても，背面は

土間と若干の板聞があるだけという場合もあ

る。 ζ れにつづく平面は三間取である。西吉野

村の西国家住宅のごときはその例で，立派な帳

台構が残っている。年代もきわめて古い。

ζ のような単純な平面は奈良県の南および東

の山村地帯に広くみられるものであって，後述

する和歌山県の場合と は若干の相途はあるが，

基本的には同じものといえでるあろうから ，近

畿地方民家の成立過程を知る上lC質重な資料と

なる。

乙れにくらべ平野部においては，かなり古く

から民家の発展がいちじるしく ，大規模で発達

した平面のものがみられる。たとえば，安堵 村

の中家住宅 ，御所の中村家住宅などは相当に古

い ものである。その平面をみると ，すで1ζ かな

り発展しているが，突き止め泌がたくさん使用

されていたり ， 敷居が高い所が多いことなど

は，年代の古さを物語っている 。やや小規模な

第1図大和様その 1 (森村家住宅〉

第2 図 大和棟その 2 (吉川家住宅)

例では担原市の吉川 家 住 宅 ( 元禄16年) が四間

取ながら ，整型ではない。町屋については ，五

条市の栗山家住宅 ，今井町の今西家住宅など，

すでに著名な例が知られている。

次に構造であるが，奈良県の場合は茅葺の時

は多くサス構造とする。霊木構 造は南部を中心

lζ 限定されるよう である 。乙 の点は和歌山県の

場合と異な る。

屋根に ついては ，奈良県の場合，大和棟を忘

れるととはできまい。元来大和棟と い う名称は

古いものではなく ，かつ定義があいまいである

が，遺構からみると ，二つのクツレープに分けられ

るようである。ひとつは切妻造茅葺の両端iζ ，

茅面よりやや高く瓦屋根を造 り，多くの場合カ

7 ヤを大練にとり乙むものであ り ( 第 1 図) ，他

は両端の瓦屋板を芳面より 少々低めるもので，

たいていカマヤは落屋根となる( 第 2 図) ，前

者 は古くか ら上回の家lζ 一般的で「高塀造」の

名がふさわしく，後者としては，吉川家住宅あ

たりが上限となる。以上のような分類はまだか

たまったものではないが，将来研究が進めば，

大和棟という語は，やがて考えなおさねばなら

ぬ時が来るであろう 。

2  

和歌山県の民家についても， 昭和 ＴＲ 年度，緊急調査が ｾｉｩＧＡｩ

された。絢査は奈良国立文化財研究所の手でおとなわれ，そ

の成果は， r和歌山県の民家J (和歌山県文化財学術調査線

告書第 4 冊) として公表された( 現在配布中) 。

和歌山県の場合は ，市町村より報告されたものはたいてい

第2 次調査を行なった. その数は 169 件で， うち第 3 次調査

をしたものは 19件であ った。和歌山県の組合は，既往の調査が

数少ないのでa 己の鈎査が組織的なものとしては飯初のもので

あった。

和歌山県の場合は ，奈良県とちがって，年代

の古い民家がきわめて乏しい。年紀のある例で

は，宝 永 3 年 ( 1707) がいちばん古く ( 増田鍾氏

住宅) ，年代のはっきりしないものにも ，乙れよ

り古い形式をますものは発見されなかった。 次

に和歌山県では地域的な差がはなはだしい。も

っとも発展しているのは紀ノ川流域であるが，

南にゆくにしたがい川ひとつどとに様相がちが

っている。年代もI i 頁次新しいものばかりとなっ

てゆくし ，平面も単純なものとなってくる。

まず平面からみると ，有国川以南には， もっ

とも簡単な二関取がみられる 。すなわち前面に

いちばん広い部屋( デエ〕をとり ，背後lζ 幅のせ

まい室を設けるのである。乙の背面室は土問 lζ

向かつて関かれていて ，ダイドコロであるが，

上手の部分はネ マともなる 。場合に よってはデ

エとダイドコロの境の間仕切もない。乙のよう

に 2 室( あるいは l 室) で，ネマが閉鎖的でな

第3 図三間取のダイドコロ (谷村家住宅〕

第4 図 漁家 (谷山家住宅)

年代が新しいためとも解されようが，しかし前

記の二間取の傾向から考えるならば，帳台構が

失なわれた，と考えるだでは十分ではない。和

歌山県はその点かなり特殊な場所であるようで

ある。次にタイドコロは土問 K 向かい開放とな

っていて ， 往 々 に し て 土 問 lC 張りだしができ

る。 ζ のととは， ζ の地域の民家平面の大きな

特徴である。

三間取が進むと ，四間取となる。つまりデエ

が二つに割れて ，カミノマとシモ/ " 7 に分かれ

るわけである。その場合シモ/ " 7 を小さく，ダ

イドコロを広く( ネマを縮めて) したいので，し

ぜん梁行に通る間仕切はズレる。またダイドコ

ロが土問に張り出す乙とは ，前段階と同じであ

る。かく してできる四間取は ，異形の喰逮形と

なるのである。四間取となる時期は! 県北ほど古

く，所によっては早くか ら整形四間取になるが，

中部以南では江戸末にならないと四間取とはな

らない。以上が農家平面の発展の大筋である。

次 lζ 農家の屋根は，瓦葺も多いが，茅葺もたく

さんある。茅屋根の構造は ，梁の上 lζ 地棟をお

き，線東をたてて，乙れ lζ 垂木をかけわたすいわ

ゆる垂木構造であって，サス構造はごく新しく

なって入ってくるだけである。和歌山県におい

ては段家のほかに町屋もあり ，また漁家にお い

て，京L延 2 年 ( 1749) の年号が発見された乙とは

貴重である ( 第 4図) 。町屋の平面は普通の通庭

式であるが，南部 {ζ ゆくと ，農家と同様 l 室また

は 2 室という 小規模な町屋または漁家がある 。

以上のように ，和歌山県の民家は ，総体に新

いというのは，かなり珍しい平面といわざるを しい。しか し，その形式にはたいへん特異なも

えない。 のがあって ，平函，構造とも注目される。たぶ

二 間 取 が 一 段 階 進 む と 三 間 取 に な る ( 第 3 ん，そとには近畿地方の中央部においてすでに

図) 。すなわち背面のネ 7 とダイド コロ が分割j

されるわけである。かように，乙の三間取は普

通の三間取( 広間形) と は異なっている。ネマ

は一応は仕切られるが，帳台構式の入口 はほと

んどみられない。乙の乙とは，現存する遺構の

失なわれてしまった古い手法が，温存されてい

るのであろう。 したがって，近畿地方民家につ

いて，その成立過程や ，発展段階の比較などを

行なう場合には ，興味ある資料を提供すると考

えられる。 ( 伊藤延男)
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大 阪 府 の 民 家

大阪府の民家は過去10年余にわたり高密度 lζ

調査されてきた。その結果17世紀に属する遺構

もおおよそ20棟近く発見されるに至った。乙の

数は全国的にみても驚くべきもので，民家の宝

庫といえば山間僻地という観念を変えさせるに

十分であった。

乙れらの調査結果，大阪府の北部能勢地方一

帯には古くから「妻入縦割型」民家が分布し，

中央平地部には東労奈良県一帯にかけて「四間

取型J ，さらに南部泉南地方から紀ノ 川流域一

帯にかけて「日食い違い三間取型」というそれぞ

れ異なる型の民家が分布 しているととが分って

きた。乙のうち 四間取型と喰い迷い型とは構造

は全く同 じで( 年代による変化もない) かっ後

者はいずれも後には四間取平面へ移行している

乙とも分り ，両者の閣には著しい親近性が認め

られたのである。しかし両者とも委入縦割型民

家とは平面も構造も全く異質である。

四間取型の古い例に有名な 吉村家住宅 があ

り，また最近重文1 L 指定された河内長野市の 山

本信一家住宅など17世紀の初めごろからの遺構

が多い。それらは当初から差鴨居を用い ，梁架

檎も単純である( 梁は一重，その上に束または

叉首組と し，二重梁は絶対に組まず，天井を張

り小屋を見せぬ) 。乙れら の変遷を辿ってみて

も平面，構造ともほ とんどめぼしい変化を見せ

ず ，ただ納戸廻りが閉鎖性から開放的に向かう

ぐらいで，早くから四間取民家が完成さ れてい

た観があるのは大阪平野の民家の大き い特色 と

いえる。

と乙ろで喰い違い三間取型には四間取型より

も古い遺構があって，府下の四間取を考える上

で重要な役割をなしているので，その一二を紹

介してみたい。

奥ノブ子家住宅 ( 重文 ・泉佐野市樫弁)

乙の家は中世の豪士の家柄で，系図によると

皮長 6 年 ( l W 1) と元和 2 年( 1616) の2 回樫

井へ帰住し ，農家 となっている。乙の家の建築

年代も建物の古さから考えて，その乙ろには建

っていたと推察できる。 当家の規模は現状では

甚だしく巨大であるが，古い部分は主屋の ほぼ

中央，全体の約三分のーほどである 。乙の部分

の柱はすべて太く ，差物も野材の下端を捉えた

程度の組い材を用い ，また関口部分の柱 も多く

忌ヨヨ � 入 Ｂ ｾｲ ｾ＠
ユi
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写真上: 奥家住宅主塵外観

中: 奥家住宅ダイド コロ突

出部分と土問架橋

下 : 上野伏家住宅土間部分

奥 ノブ子家住宅復原平面図
西国敏一家住宅復原平面図
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用いられていてま乙とに古風な構えである。

特 IC注目すべきは平面で，当初は表裂の居室

が互に喰い巡っていて，そのために中央株下列

の柱が原則 として l 間どとに並び，ダイ ドコ が

l 間土問方へ突出する乙とになる。乙の家は豪

士の大きい住宅であるために表の ザシキ は 2 室

とられるが，乙の型の中型のものは ，表は l 室

で，喰い迷い三間となり ，ζ の型が基本となっ

ていると考え られる( 例 ・上野伏家住宅など) 。

ととろで奥家住宅よりもさらに古い遺構はどう

なっているのであろうか。幸いに私が奈良県西

吉野村で発見した西国敏一家住宅は乙の疑問 IC

答えてくれた。図のように西国家住宅は奥家住

宅など と一連の平面構成をもっている が，居室

表裂の閉鎖性は一層強く，納戸の一つ もザシキ

IC向かつて設け ，千年家のような構えを とり ，

また土問とザシキ聞も土壁で閉ざしていたので

ある。しかし構造は単純で，しか も表裂に居室

を割る方式をとるのは畿内の四間取型と 共通し

ており ，もしも乙れが畿内 の四間取り民家の祖

形のーっとすれば今後の民家研究に大きな怠義

をもつものであろう。

( 参考文献は巻末参照の乙と )

(林野全孝)



兵 庫 県 の 民 家

兵/，n県は但. I l l ・; 雷磨 ・淡路の 3国と丹波 ・Il { t ! l の西半を告

む広い地域を占めている。特 IC中央 iζ 横たわる中国山脈によ

って分けられる 山陰と山陽では，気候 ・風土はもとより ，生活

・文化・言葉などいろいろな面で大きな迎いをもっている。民

家もその例 IC もれず，それぞれの地縁でその系胞を異にしてい

るようである。以下どく 簡単にその額婆をのベる E とにする。

但馬地方

乙の地方の民家で，確実に江戸時代前期であ

る民家は今のととろ知らない。先年とり乙わさ

れた竹中四郎旧宅( 城崎郡竹野町林) は江戸前期

と伝えられるもので，広間型の 3 間取の古いも

のであった。中期のものでは，庄屋隠のものとし

ては北村末治邸( 城崎郡日高町東河内) がある。

広間型の 3 間取で，オモテとナンドの聞は土壁

で閣仕切られ，正面にはヌレ縁があって，前期

の傾向をそのまま踏製しているようである。小

作周の代表的なものとしては柴垣助一郎邸( 朝

来郡山東町柊木) や田村茂邸( 朝来郡生野町上

生野) などが乙 の時期のものだが，やはり広間

型の 3 間取で，庄屋屈の それと比較して，規模

が小さくなっているにすぎない。

と乙ろで，江戸時代後期から明治初年にかけ

て，ζ の地方の民家は大きな変化をみせる。養

蚕家屋の出現とその普及がそれで，広間型の 3

間取の小屋組を大きくし，粁を高くし ，小屋哀を

利用して蚕をかうようにした。西村強邸( 養父郡

関宮町葛畑) や小谷正雄邸( 波崎郡香住町三川)

などがそれである。さらに文化以後になるとそ

の系譜のなかで 2 階屋が出現する 。石田利勝邸

〈養父郡養父町養父市場) や長島健一邸( 同町小

城) などがその代表的なもので， 4 間取を基本

型としている( 写真 1 ) 。また 3 階の建築もあら

われる 。乙の形式は養父郡を中心!C但馬一円 lζ

広く分布していったが，基本の平面は，やはり広

間型の 3 間取であった。松本悔平邸( 朝来郡山東

町与布土) や対中亮邸( 美方郡村岡町丸味) など

がその例である。一方養蚕家屋でない系統の民

家では ，上庖では 4 間取か る6 間取への発展が

みられた。今井敏郎邸なと・がそれでt ある 。 しか

し小作侶の民家で 4 間取が一般化するのは他と

比べておそく，江戸末から明治へかけてである。

播磨地方

j番磨の民家は古井徳次邸( 皆j可千年家〉と永

tif ゆき ゑ邸の 2 椋の文化財が象徴している。日

本のI誌も古い民家のーである千年家の 2 間取の

写真 I 但馬の 2 階 建 養 蚕 家 屋 岩 浅 灘 子 邸

平面や，桁行の柱通の l 間ごとの柱配置，細い

梁と束立とサス併用の小屋組や，さりげない外

乙のような縦割，横書j の長大限の平面を合成

したような平面が，両者の接点である栂保川流

観などが，永宮家でみられる 12間取を基本とし 域で完成する。永富家がそれで，縦 3 閥横 4 間

た大規模な平面，複雑で巨大な構造や美しくほ の12間取である。堀真一邸( 竜野市日飼) でも

ζ らしげな外観，広大な敷地に所せま しと建並

んだ附属の建物にまで展開してきたなかに，乙

の地方の民家の系譜ーは位置づけられる。また技

術的にも先進性があるようである。

古井邸の技術は，江戸時代前期まで一部は継

承される。内藤卓邸( 加西市泉町満久) は平面は

国字形式の背面lζ l 聞の広庇をつけていて，縦

割 6 間取の原形とも いうべき構成にまで進んで

はいるが，外廻りの l 間ごとの柱割や束とサス

併用の点は千年家のそれである。また梅沢義一

邸もナンドが 2 分され，身舎が5 間取になって

はいるが，部屋境にも柱を建てるなど，中世の技

術を残しながら平面の拡大の方向がみられる。

江戸中期の建築は ，t茸保川以東と千種川流域

とで異なった発展をとげる。東側の地方では庄

屋屈の家で土聞に沿って 3室ならぶ縦割の 6 間

取が成立し一般化 していった。城戸正光邸( 加

古川市平岡) 本間篤信邸 ( 同八幡下村) などが

代表的なものである。

一方千種川流域では，績割の 6 間取が成立 し

つつあった。今はな い尾崎五六旧宅( 佐用郡佐

用町淀) がそれで( 写真 2 ) ，正面iζ 2 間，背面

lζ 3 間並ぶ 5 間取であった。乙の形式は隣の美

作地方のものと共通点があるが，千年家の牛梁

下の間仕切を牛梁をな くしても残 したものと考

えられる 。

また小作屈の民家で・もすでに 4 間取が成立し

ていた。志水武夫旧宅( 宍粟郡安富町三坂) や

岸本貞市邸( 同千種町黒土) などがその例であ

る。また中国山脈の南山腹では; 山陰 との交通路

沿いには但馬と同じ広間型の 3 間取もみられ

る。山名誠一邸 ( 神崎郡大河内町川上) 岸元二

六 邸 ( 宍粟郡波賀町上野) などがあげられる。

江戸後期の民家は規模が拡大していく。縦割

型式のものは 6 間取からさらに 9 間取へと部屋

数を唱してく る。加古川附近は別棟を建築する

乙とでそれを解決するが，他では清野国広邸

( 姫路市妻鹿) は 2 間加えた 8 間取である し，

八瀬正秋邸( 竜野市fft 西) は 3 間増した 9 間取

としている 。

横魯l型式でも拡大 される。横山匠邸( 赤穂

郡上郡町苔純) は 7 間取である し，石堂宗本邸

( 佐用郡上月町) は2 間加えて 8 間を完成させ

ている 。

写真 2 I貴割 5 間取の尾崎五六旧宅

治築を行なって，乙れと同じ平面を完成 してい

る。平面構成のみならず，建築技術の上でも ，

乙の 12間取は播磨の民家の終着点であった。

一方小作屑では，中期に完成した 4 聞の継承

であったが，広間型の地方で， くい逮 4 間取が

成立した。菅野隆三郎 邸 ( 宍粟郡波賀町斉木)

などにその例がある 。

淡路地方

ζ の地方は江戸時代には阿波務の城代稲田家

lζ 支配されていて，文化的にも四国との関係が

深かったためもあって，民家の系統は山陽とは

異なっている。ただ古い民家がほとんど残って

いないので江戸前期以前の乙とは確かでない。

柳沢誠司邸( 津名郡五色町鳥飼上) は江戸中期

と恩われるが，不整形の 5 間取で，桁行，梁間

方向とも部屋さかいに l 間ごとに柱を建ててい

る。同じ上層部の建物でも後期の中野篤一郎邸

( 洲本市中川原町安坂) では 6 間取となっ てい

て，梁間方向の l 間どとの柱はない。また山添

i邸( 同市原) は不整形の 7 聞に発展 してい

る ( 写真 3)。

これに対 して小作庖は規模が小 さいく い途 4

ハ プ

間取が一般である。なお南岸の土生を中心とし

た地方は形式がちがっていて，通庭でないくい

途 4 間取で，部屋の呼称、も コザ( 入口横) オ 7

(台所) ヒドコ ( かまど) などと中北淡と違っ

ている。原田守邸( 三原郡南淡町灘土生) なと

がその例である。

摂津と丹波地方

両地方とも大阪， 京都などで述べられるのでごく 簡単にふ

れておく。

摂津や丹波の民家は古くは能勢型 といわれる要人民家が多

かったよ うで ， その分布は六甲山北績から丹波にまで及んで

いる。し かし最も古い民家である箱木男家( 薗I原千年家一神戸

市兵庫区山岡町衝原) が平入である点問題が残っている。 し

かし箱木家は加古川の上続 ICあたり ， 文化的にも i番館とつな

がりがあ ったから. j高津の一般的傾向と奥なっていても不思

議でないのかもしれない。婆入民家はその構成上桁行方向へ

の拘置築がむずかしいので ， 江戸中期以後に上届 の民家では中

門遣が考案されて普及していく。

しかし婆入民家でも渡部光淡邸( 多紀郡減束町田位〉のよ

うに 6 間取の大きな平面が 建て られる 乙ともあった。 しかし

婆入は，熔磨と援する地方では手入 に移行していく傾向があ

るし ，但馬の近くでは，広間型や養; r ; 家屋が多い。饗入民家

はその構成のゆえに建替えられる速命にあるようである 。

以上は兵庫の民家の系譜についての概要であ

るが，兵庫県は地理的条件や歴史の古さ，さら

に数や質の高さなど，民家研究上重要な位置を

しめてい る と い え よ う 。 ( 多淵敏樹)

写真 3 淡路の 7 間取の民家 山添肇邸
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岡 山 県 の 民 家

緊急調査によっ・て一応選択された家屋はいろ

いろの種類の民家で，その数は 344 戸にもおよ

び，乙れらは土井卓治，吉井淳，佐藤米司 ，友

田辰正，加原耕作，湧回森徳，鶴藤鹿忠，中西忠

彦，巌津政右衛門，原因孝行，三浦秀宥，長尾斉

( 敬称略) . のど協力により二次にわたり調査が

行なわれた。そうしてそのうちから 66戸を選び，

再調査を行なう ζ ととした。 しかし期間その他

の関係からその50%程度を復原的に調査した。

乙乙 IC乙れらの概要を僅かではあるが標準的な

ものを選んで岡山県の民家の紹介をしよう。

岡山方面の! 災家は現在の外観上はいわゆる田

の字平面とかそれの喰い巡った間取を主にした

もの と思われ，また改造されて隻数も多くされ

つつ ，そのようになってい るようだが，乙れら

を復原的に平簡をとってみるとおよそ附図のよ

うなものになってしまう。そうして ζ 乙にあげ

た例を見ても解るように ，古いものほど広間型

が多くなる。ただ河合家，岡本家あるいは前原

家のように北庇が幅せまい納戸になるものや，

全く納戸を欠く型のものが広島県境近くに見ら

れ，県の南郎および‘ 東部 IC行くほど土問 (1ζ わ)

が狭いものに なる。しかも ，納戸が壁で閉さ 的

になっているものほど古式をの乙している乙と

はいうまでもない。また島根県境近くなるにつ

れ. どまの奥が板床( おりま〉になってくるよう

になる。白幡，岸本のニ軒は良家ではないが，

町家と関連しつつ 4 関取に速なる例としてあげ

ておく。紙数の関係から充分の説明は出来ない

が，ど協力下さった多くの方々に謝意を表 して

鋒 を お く 。 ( 佐藤重夫)
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一 覧 表

|氏 名 |種 別 |所在地 |年 代 | 柱 |屋 摂 | 愚 |土 台 |納 戸 |間 叡 | 特 徴

1 難 波 鹿( 庄) 北房町 1ω8  オノ ，鈎 入，草 叉，折 無 閉さ型 4 間取型
年代舞はいい伝雑木え，

一一一一一ト一一一一 ト一一一一

小 は竹と

2 大 隅 農 大佐町 1662 オノ，鈎 入，草 叉，折 無 開 放 変形広間 おりまあり

3 大 美 良 八束村 ~泌68- オノ 入，草 叉，折 無 閉さ型 広間型 殆ん ど改造なし

4 山 谷 JI 勝山町 17C末 オノ ，飽 入 Ｎ ｾ 叉，折 無 閉さ型 広間裂 歴代庄屋

ト一一一一一

5 森 江 農 寓 村 17C 末 オノ 入，1;;. ヌ，折 無 閉さ型 広間型

トー一一一

6 光 永 農 奥津町 17C末 オノ ，銀 入， 草 叉，折 無 開 放 広間型

トー一一一 ト一一一一

7 村 上 民 旭 町 17C末 オノ 入，草 叉，折 無 開 放 広間型

ト一一一一

8 蘇 次 農 久米町 18C 初
総，オノ 入，草 叉， 折 一部有 開 放 広I出型

北3庇間付取
9  河 合 E量 芳井町 18 C初 オ/ ，鈎 寄，草 ヌ，釘 無

開 放 ，よ届. の代表

10 樋 ロ 良 腸山町 18C初 オノ， t担 寄，草 叉，折 無
閉さ型 31関取

ト一一一一一

11 中島良夫 良 英国町 18C初 オノ 切，柿 和 無 閉さ型 現在瓦脊

くいち

12 広 山 Il ( 社) 宮 村 18C 鈎，オノ 入，草 ヌ，折 無 閉さ型

がい型

32cm八角柱あり

新中太島郎

ト一一一一一

13 腿 大佐町 18C 飽，オノ 入，草 叉， 折 無 閉さ型 4  ，凶取

14 岡 本 JII! 落合町 18C  オノ 入， 1事 叉，折 無 開 放
3庇間取

北 付

15  
前 原 昆 備中町 18C  オノ 入， 草 叉. 折 無 な し 北3庇間付取 おりまあり

16 日 幡 社家 倒的町 18C  飽 入，瓦 極. 和 有 開 放 6間取

一
船持の商家で造酒業もし

17  岸 本 高 和気町 19C 初 鈎 入，瓦 極，和 有 ｴｾ し 町家型
た
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島 根 県 の 民 家

島根県下の民家に見られる

間取の類型

島根県は出雲と石見の二カ国のほか隠岐烏を

も含み，それぞれに民家形式にも相当な相逃が

見られる。歴史的な条件はもちろん地理的な条

件に も大きな相違があり ，それらが生活条件IC

集約され，生活慣行の相違となり ，それぞれに

異なった民家類型 となって，伝承されてきたも

のといえよう。基本的な生活条件の相違は，端

的IC生活の型に投彰して，まずは， 間取形式の

途いになって表われる。ただ，出雲と石見の相

違というよりは ，江川以東と以西の間取形式の

違いには，明治5 年の浜田地震の影響による古

い形式を伝える遺構の多少に も関係し ，経年上

の格差も考慮の要があろう 。

写真 1 飯吉郡吉田村，堀江家

繋架と小屋reとの聞の架構

図 1 飯石郡吉国村，堀江家

江戸中期の建築で約270年経った もの

よ 桁 行 断 面 ( 土問~上手おもて〉

中: 復原平面 下 ; 現況平面

仁多， 飯石の両郡には ，屋内の半分が土問

で， またその半分が践になっている形式が多

い。乙のような関取類型は ，大原郡の一部IC内

j臨を持たない例外はあるが，出雲地方IC一般的

なものといえる。また，上手の床上部分はく図

1> < 写真 1> の今度，重文に指定された堀江

家 のよう に「おもて」 ・納戸 ・広間の 三間取

か，三間取に復原される形式が卓越している 。

そのほか，石見地方との対比的特徴としては，

「おもて」と納戸( iへやJ ともいう) の墳が

壁で仕切 られ，納戸の 方に入り 込んで，平床

( ひらど乙) と仏墳が設けられている。乙のよ

うな広間型三間取の形式も ，江戸末期か ら広間

部分が前後 IC仕切 られ四間取形式が一般化して

くるとと もに ，多様な間取変化ができて くるの

でt ある 。

石見地方の間取形式は四間取で，土間部分が

狭く ，内肢のないのが一般的である 。 <図 2>

のよ うに四間取の場合，桁方向の間仕切が出雲

地方とは反対に裏側にずれている 。 したがっ

て，台所部分は狭くなり，おもての聞は広くな

って，上手IC i ながれ五畳J と称する梁行に細

長い郎屋のある形式，または そのよ うな形式に

写真 2 糞漫郡美都町，梅湾家

隆史と入側通 りの桁行ll:l 。そ の上の小屋組

← 主正弘. : r _

図 2 奨温郡美都町， 侮津家

上: 復原平面

下 : 現況平面

長' 帽.  
1- ";  

l ‘  

..... -
ｴ ｾ ＧＭｯｦ＠

復原される例が多い。また，床の聞は上手の委

側に あっ て，出雲地方の平床と対比的な相違に

なっている 。

隠岐ではく図 3> 1ζ 見 られるように ，土間部

分の奥に板の間が張り出し ，座敷はかぎのてに

裏側 IC位置している 。隠岐でも ，島前は島後と

異なり ，出雲地方と同じ平床が多い。なお，古

い家構には表側上手などに縁側は見られず，乙

の部分の関口部はく写真 3> のように竪格子が

入 札 肘掛窓の形式になっている。

構造的には，出雲と石見とで，梁方向の部屋

境の柱の位置に多少の相違が見 られる。そのほ

かには基本的な相違は見 られない。古くは梁行

の間仕切どとに ，側，入側，棟通の 5 列 lζ 柱を

ならベ，指鴨居と 陸梁でつなぎ，それを棟通，

入銀IJ i湿の 3 列 IC渡した桁行突で固める。部屋や

土聞の中間では，入側柱を抜くため ，側柱から

棟通梁iζ 登梁を 架け ，入側通の桁行梁を支え

る。時代が下ると ，棟通の柱あるいは前後の間

仕切墳の柱かみ 側柱R : 成の高い指物を入れて，

入側柱を切 り，東で代用するようになる。桁行

梁を棟通と 入側通の中聞にも通すようになり ，

次第に天井が高 くなる 。 ( 白木小三郎)

写真 3 層厳島後周吉郡西郷町，佐々木家東側 ・正面

図 3

右が上手で引込み 部分が表玄関。竪格子の部分が肘

掛窓 1<: 当る

f M厳島後周吉郡西郷町，佐今木家

j t 政のま相図をもとにした 復原平函

J 包縄' "

｡ 央 ｾ
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愛 媛 県 の 民 家

愛媛県の民家は復原調査を通じて大別する

と. i 三間取型」と i -J IJ 並型」の二系列が主流

となって分布していると考え られる。 前者は土

間沿い 2 室 ( 裂をナンドとする) と その奥に l

室の 3 室住居を基本 とし ，後者は土間沿い l 室

その奥 1 :室の横lζ 長い型を基調とするもので.

不思議な乙 とにナ ン ドを もたない。乙乙では両

形式のうち今まで発見された最も古く ，かつ保

存状態のよい例を一つつ‘ つあげて説明したい。

桝 Iζ 多く見出されてきており ，民家の原流を考 シキへの通路と もなるので，主屋と角屋の両方

える ためには重要な怠義をもってき ている 。 にまたがって作 られるとととなるが，もしも角

外廻りのうち表以外はすべて大畿で閉ざし ， 屋ザシキのない場合には ヒロ マの奥は l 室で終

表側ですら柱を多く配して墜を作り関口面積は っていたと考えられ，現にそのような遺構 も多

極めて少ない。部材も柱に至るまで野材を多く 数存しているのである 。

用い，一見して古風な ととが知れる。 先年祖谷 乙の巨大なる ヒロ 7 はもとは村の寄合などに

口で発見した元禄のお11札のある引地信明という 用い られた会所的役割lをなすもので，当地方の

家も 乙の家と類似し ている が，真鍋家の方がよ 庄屋屈の家には応々に見 られるのである。 しか

り一局古風である 。そ うすると乙の家は17世紀 し現在ではあまりに広すぎるために ，いずれの

前半を降らない頃のn重な逃構といえる。 家も幾つもに分割されてしまった。乙のような

平面は広間型と混同しがちであるが，益本的 lζ

毛利等家住宅 ( 北宇和郡三間町) 異なる。

ζ の家は主屋の奥か ら表に別座敷を角屋で設 なお愛媛県には古い広間型の逃f ¥' 4 は皆無で，

真鍋広一家住宅 ( 川之江市金生町) けた大き い構えである。家系によると宝暦 3 年 19世紀にな ってやっと ，しか も前記「三間取裂J

乙の家は 15代前に建てられた と伝えられ，天 ( 1753年) に当地へ移住したときに建てた乙と か らも 後記の 「一列並型」からも派生 して生ず

正か ら克文に至る検地関係文書もあ って由緒あ が明らかで，建築年代の分る点からも貴重であ る乙とが分った( 巻末文献目録) 。

る家柄である。間取は三間取型で，ナカノマは る。平面は広い土間( 現在は細分されている) 乙のように当県には「三間取型」と「ー列並

台所兼居間，オクは甚だ閉鎖的な寝室で ，奥の と土聞に接して18畳という巨大な ヒロ マを l 室 型」の二系列が早くから分布 し，特に前者は県

ザシキの表庇を縁，哀庇IC仏鹿と物入をおく。 設け ，その奥!C袈よりナン ド，ニノ 7 ，ザシキ の北半，後者は南半に多く ，中央では両型が混

乙の種の三室住居は最近各地で，しかも古いi J 1 と表方へ続くが，中聞のニノ 7 はヒロマか らザ 在していると考え られる。 (林野会孝)

，・1" 内み

1111i 需;: lJj [

三 ｲＮｾｮ ｾ

o  - J ，，，， 

A  

毛利等家住宅f草原平面図

真鍋広一家住宅復原平面図

4 真鍋家住宅外観

毛利家住宅外観炉

毛利家住宅ヒ ロマ砂
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長崎県 - 熊本県の

民家

長崎県の民家

平面および構造の特色によって対馬 ・五島列

島 (壱岐を含む) ・本土と 3 プロックに大別す

る乙とができる。

(1) 対馬地域( 第1 . 2.  3図〉 家の半分を

台所とし ，その隅 1 - 1. 5 聞を切り下げて土間

( ドウジ〉を設け ，残りの半分lζ 座敷と納戸を前

後に配した三間取形式をとる。乙の基本形式は

給人(郷待) . c;!民，漁民の家とも共通 し，その

後台所をドウジ境で前後に二分し ，さらに座敷

も前後に分割する形式が完成する。乙の場合で

も台所は2.5間に2. 5- 3 間程度で平均 し，土問

も 1 - 1. 5 間四方と狭いのが一般で，他地方の

どとき広い土問を取る例は有力給人，有力良民

の一部で見られるにすぎない。乙の地域特異の

形式としては台所の表側を除く三方の柱1<:: 見付

25- 30cmの偏平柱が使われている ζ とがあけ‘ ら

れる。乙れは ζ の地域 IL見られる高床式で板石

で主主く小屋の構造と共通するものである。また

台所と納戸座敷境には三尺間 とl呼ぶ抑板様の飾

りを設け る点も県下の他地域1<:: は見られない。

(2) 五島列島地 域 ( 第 4 図) 民家の間取 りは ，

土問に接して梁行全体にわたる広間 ( オモテ ・

アダ) を取り ，奥iζ 納戸と座敷を配するいわゆ

る広間形三間取である 。土問の委側には 1 間隠

の棚のない肢が設けられる( 内肢の形式は乙の

地域のみ) 。広聞の背面に幅の狭い部屋( ナイ

ショ 炊事場の一部として使用〕が設けられる

ようになり，乙れが拡大されて四間取に発展す

る。乙の形式は武家も漁家も同様で，ただ漁家

では土問が狭くなるのと ，武家ではナイショと

アダを前後に入れかえたにすぎず基本的には変

わると乙ろがない。乙の地特有の特色としては，

指物に 2 - 3 聞の長大なものを用い，聞に立つ

柱と相欠に仕口し，軸部を固めている点である。

(3) 本土地域( 第 5図) 広間型三間取形式か

ら広聞を中央で分割した四間取に移行する。 第

5 図は県下最古の遺構で，広間( オ ウエ) 表側

の格子窓や土間広岡墳では梁行を三分して柱を

立て，中央を皇室で閉ざすなどきわめて閉鎖的で

古風な形式が見られる 。その後，乙の壁は縮少

され，棟通りに柱を立てる形式となり，乙の柱

を利用して前後に分割する四間取へ発展する。

また乙の地域には曲家が分布するが，島原半島

以北では座敷を角にした L 型の家が上位の家に

のみ散見されるのに対し， 島原半島，特に東海

岸地域には集中的IC L 型コ型T 型などの曲家が

見出される。乙れらは佐賀県の曲家の影響によ

るものである。

熊本県の民家

平面および構造に よっ て分類すると . [1)平入

三間取形式. (2)妻入縦割形式. (3) 妻入縦割別棟

形式. (4)平入並列形式. (5)曲家形式に大別され

る。 (1)は第 6 図のごとき形式で，以後広聞の背

面に狭い部屋を造り ，それが拡大 して四間取に

発展するも ので，阿蘇山麓一帯 K 分布する。 乙

の発展形態は長崎県五島列島のものと共通した

方式を示している 。 (2) は 第 7 図 のごとき平面

で，東北部の街道筋 lζ 散見するにすぎない。 (3)

は(2) と同様な縦割平面を取るが，土問と室はそ

れぞれ独立 した 構造を取り ，軒を接して並列

し，いずれも梁間 2 聞を越える乙とがない。 第

8 図は土問 l 椋，室 2 棟を並列させた形式のも

のである。乙れらは県下で最も特色ある民家形

式で，中央平地部から西北部地域にかけて広く

分布する。 (4) は績にー列 lζ 室を配する形式で東

南山間部に分布し ，奈良県卜津川などの山間部

に共通の間取り形式である 。(5)は南部人吉市を

中心とする地域に分布し. L 型コ型T 型などの

形式を取る。

乙の地域は北部の別棟型と ，鹿児島県の別棟

型との聞に位置するが， 別線形式は見出され

ず，土問あるいは座敷が取りついて鍵手に曲る

といった形式で，むしろ南部山間部の並列形式

との類似性が強く感じられる( 第 9 図) 。以上

のどとし両県下ともそれぞれ異な った民家形

式が混在 しており ，それらの関係を解明する乙

とは民家の系統をを明 らかK する上で重要な課

題の一つだといえる。 ( 青山賢信)

第 1図 宮 原 幸 蔵 家 18- 19世紀

上県郡上対馬町

第 d 図 山 本 賃 借 家 19世紀

同獄郡阿郎町

第 2 図 主 藤 長太郎家19世紀 (重文)

下県郡厳厚町

第 4 図 森 脇 卯 喜 家 18世 紀

徳江市

¥ .  
第 7 図 奈 須 経 家19世紀

阿蘇郡阿野 町

第 5 図 本 国 広 術 家 17- 18世紀( 童文〕

長崎市

. 土 -

1¥0' 

1JJ. IS 

第 8 図 田中賢次家18- 19世紀

上益岐部矢部町

第 q 図 上淵一人家19位紀初

球陪郡上村
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固 民 家 の 修 理 復 原

民 家 の 修 理 復 原

1. 民家の保存と 指定

l i i J G前に重要文化財lζ 街定された民家は大阪府吉村家住宅と京都市小川

家住宅( 二条陣屋) の 2 件であったが，後者は特殊な町家なので，実際

! とは l 件だけに過さなかった。戦後も昭如38年頃までは指定民家の数は

どく少なかった。それは古本土寺建築などと同様に指定申請のあったもの

や，書院建築的にみて特{ζ 怠匠の秀れている住宅ーそれらはすべて地方

の有力名家であるーを指定対象としたからで，わずかに飛騨白川郷など

ダム水没のため文化財保護委員会が緊急調査を行なったものが，それに

プラスされる程度であった。乙の聞の箔定件数は 18件，その例は以下の

どとくであって，民家指定の基準がど乙にあったかが窺えよう。( 例一新

潟県の笹川家，渡辺家，山梨の高野家，静岡の江川家，滋賀の大角家，

大阪の降井家答院，奈良の今西家，宮崎の那須家など，なお白川家 ・五

箇山地方では長生話 ・大戸 ・岩瀬 ・村上など 5 件) 。

学界の民家研究も戦後ようやく盛んになったが，同時に昭和30年代lζ

入つての生活環境の急速な発展が，非常なテンポで古民家の改築や消滅

をうながし ，古民家保存の必要性が強く叫ばれ始めた。しかし住宅史の

一部として民家の研究調査を発足させたばかりの学界では ，比較的狭い

地域での実証的な調査がやっと軌道にのった程度で，一府県または一地

方のうちでどれが代表的民家であり ，またその中から何を保存すべきか

という展望にまでは達していない恨みがあった。保存の必要性のみは明

確であっても，さて実際 ( C民家を指定しようとすると ，地方名家に限ら

れてくる事情も ，前記のごとき結果をもたらしている。そとで指定保存

を目的とした緊急調査が計画され，昭和37年からようやく文化財保護委

員会にその予算が認められた。始め 4 年ほどは金額も少なく ，調査対象

も l 県づつに限られていたが，これではi ' J : ill な民家が乙わされてゆく速

度にとても間に合わないため ，昭和41年度からは毎年 5 府県づ‘ つに補助

金を交附して，緊急調査を実絡するよう改めた。

そしてその成果をできるだけ早く指定措置にまでもち ζ み，重要民家

の消滅をく いとめるように進んできたのである。緊急調査を実施 した府

県は41年度は茨城，栃木，滋賀. 兵庫，奈良， 42年度は千葉，和歌山 ，

烏綬，岡山 ，長崎，43年度は山形，群馬 ，福井，愛媛，福岡の各 5 県宛

で，本年度は福島，埼玉，宮山，岐阜. 香川の各県を行なっている。との

うち41年，42年実施済みの各県については既に 3 - 1 0件つ. つ民家を新し

く国の重要文化財に指定し， 43年度のものは今その準備を進めている。

その結果38年以降現在までに指定された民家は73件となり ，44年 9 月現

在の指定民家は計93 件167 練となった。( 主屋だけでなく門長屋，臓など

の附l凪昼も 1件のうちで指定しているので，株数は多い) 。緊急調査は

やっと半ばに達したと ζ ろで，指定はまだその一部まで措置しただけに

すぎず，今後数年は毎年20- 30件程度の新規指定が続けられる予定であ

るから ，緊急調査一巡の段階では倍定民家の件数は 250件前後に達する

ことが予想されている。 ζ れは現在の建造物指定総数1587件2454棟から

みて，そのなかでかなりのウ エイ トを占めるものといえよう。

46 

2. 民家の修理と復原

民家の指定数がこのように急速に治加するのに併行して，その修理も

近年急 {ζ ふえてきた。乙乙 3 - 4 年前から毎年 2 - 3 糠づっ修理を して

いたが，文化庁が補助事業として43年に修理 したものは5 件，44年 9 月

現在では工事中のものが 5 件，10月から年度末にかけて着工するものが

5 件で，本年度は計10件{ζ 急増している。とのように民家の修理が急増

している原因は，勿論指定後すぐ修理を要するほど傷みの甚だしいもの

が多いというどく単純な理由にもよるが，もう一つ大きな原因は，古民

家がすでに住いの容器としての機能を5たない，所有者が建て替えを希望

していて，そのため地方公共団体が新たな所有者となって移築 ・保存せ

ざるを得ない例が多いととである。民家は人の住いであるから時代の移

り変わりとともに少しづつ姿を変える。古民家の場合も多かれ少なかれ

後世の改造をうけ ，それでようやく現代生活の場としての役割を果して

いる。それがーたん重要文化財の指定をうけると ，原則としては現状で

凍結され，新たな改造を加える乙とを禁止される。流行の新建材で内装

された民家を怨像して頂けば，それが地方を代表する民家の典型として

は不都合なことが，容易にわかっていただけよう。

指定後，地方公共団体などの所有になり ，移築された例は岩手県の旧

後藤家住宅，茨城県の| 日太田家，神奈川県の旧伊藤家，旧北村家，旧石井

ヤナ，、，

室長，長野県の旧竹村家，岐阜県の旧矢箆原家，I日大戸家，石川県の旧小

倉家などすでに 9 件あり ，特に今年からは各県 l カ所づっ建設予定の県

立歴史公国「風土記の丘J 1と移築するケースが生まれ，滋賀県で宮地家

住宅，和歌山県で柳川家 ・谷山家住宅の 2 件が着工されて，乙の傾向は

ますます泊加すると予想されている。

さらに国が指定保存の手を延ばすまで待てずに破壊されてゆく民家を

救おうとして，大阪府の日本民家集落博物館や川崎市の日本民家図も移

築保存に当っており ，移築完成後ようやく指定したものが民家集蕗では

旧泉家( もと大阪府) ，I日山田家( もと長野県) ，民家闘では|日佐々木家

( もと長野県) ，旧江向家( もと宮山県) と ，乙れも漸時増加しつつある。

乙うした民家の修理の際，つねに問題になるのは復原である。すでに

記したとおり古い住宅は何回もの改造をうけて今日 lζ 至っているのが普

通で，建立当初の形式のままの建物はないといってよい。それは建立年

代が古い民家ほどはなはだしく ，たとえば元来は壁で閉まれたまっくら

な「へや」には窓があけられ，組IJ 廻りもー閣の関口部でありながら実際

lζ は3 尺ぶんしか戸口としては使えない袖壁付戸口や三本引戸 CI ( 一間

. IC板戸 2 枚と明障子 1 枚を建て込んだ戸口) は，明るい明障子 ・雨戸建

てに ，さらには硝子戸建てに改造されている。古い民家は側位を l 間毎

Iζ 悠て，内部も要所にひ‘ っしり柱を硲てるのが典型であるが ，2 間また

はそれ以上におよぶ指物( せいの高い鴨居) で中聞の柱を抜きとり ，開

放的な繕えとする改造も，どの民家ICも見られる通例である。当初はな

かった天井が張られるのも ，防寒のためのやむを得ない改造で，復原す

ると天井がなくなる例は窓外 {ζ 多い。

乙うした民家の修理であるから ，復原を行なえばそれでなくても住み

にくくなっている住宅が，一層不便になるのは明 らかで，それはもう日

常生活の場としてはまったく不適格な建物となる。前には指定後の現状

凍結が居住者の大きな負担になるととを記したが，復原修理後は負担ど

ζ ろではなく ，現実IC住めなくなるケースが生まれる。民家の建立年代

が古いほど，復原の程度も大きくなり ，今日では住めない住宅が再現さ

ｾＱ，るのである。
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中家住宅 ω ，箪盟峯主主 ( 2 ) ，西田家住宅 一 一寸 函年度)

盟斗塞主主，五中峯主主，旧名手本陣( 妹背家住宅) ω ，増田家住宅山 ，鈴木家住宅 (43年度)
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3  "'1 3  … 示借家正忌品主会孟宅，遺言家在宅 ー…一一一一 一一---- --.… 一 一 ー…一 -i点字民)

5  1  26 11 旧矢掛本陣石井家往宅 ( 1 1) ，I日矢掛脇本陣高草家住宅叩 ，前原家住宅 ，森江家住宅 ，林家住宅仙 (43年度)

3  1 リ| 極 鑑 ( 4 1) ，興 特 仔 荒 地 宅 〈 竺

口

• 

鹿 児 島

3  4  島居家住宅 【2) ，主藤家住宅 ，本国家住宅 (43年度)

並盈茎皇室 ( 3 1 )

総
計|丙l. i67....11

注 右 肩 の ( ) 内 は棟数を示す。その他は l 棟を意味する。 右 下 の ( ) は指定年度 。 一 解体修理または移築。 一一屋根替 ・部分修理
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古い民家ではあるが後世改造されたのも一つの歴史であり ，むしろそ

うして便利になっていった過程がそのまま生活の変遜を示す資料である

から ，民家修理の場合必ずしも復原する必要はないという窓見もあろ

う。社寺建築についてもとれに似た議論があるが，修理= 復原 という原

則があるわけではない。しかし民家の指定には社寺建築とは別の意義も

ある。それは社寺建築の場合には窓匠の優秀さとか，技術面での卓越と

かが指定保存の中心的意義をなしているが，民家の場合は生活文化の資

料としての見方が大幅にとり入れられ，多少の意匠的優秀さより ，建立

当時の形態をよく保存しているかどうか，それが一地方での或時代の住

いの典型であるか否か，といった点が重視されるからである。大地主と

か地侍( 地労的領主〉とかいった特別な家柄の民家を除けば，一地方一

時代に普遍的な住宅形式からその代表を残したいのが，民家指定の意図

で，そのためには，或地方で一つの民家形式がある場合，その生成期の

もの，最盛期のもの ，，欄熟期のものときめ乙まかく押える必要がある。

またそうした場合には保存される民家が，どの時期のものであるのか

一見して明らかであるのが望ましく ，その点で民家は特殊のものを除き

復原して建立当時の姿で保存するのが原則となってくるのである。「ひろ

ま」型の民家は後世のひろまの中央に間仕切が設けられて「田の字」型

平面に改造される例が多いが、広々としたひろまとゆったり構えたイロ

リの姿K 乙そ，その民家本来の機能と美 しさとが見出されるのであり，

生活文化の実感もそれでとそくみとれるであろう。外廻りを土や板でな

く茅でおおった茅墜 とか，あるいは土聞のうえに直接策やむしろを敷い

た土座とか，今日ではまったく見られなくなった古い形式の民家が復原

された姿( 民家集落の旧山田家) ーそれらの家はたかだか150- 2∞年前

建立で，近年までそのままの家もあった と村人は諾してくれるーには往

時のきびしい山村生活が現実のものとしてしのばれるとと もに，民家の

美しさの怠味が社寺とはまったく別の所にある乙とがわかる。

3. 復 原 の 実 例

昭和42年度以降11 : 指定した民家の修理には ，今年からようやく 5 件ほ

ど着工したと乙ろであるので，それ以前のものについて数字を記すと，

41年度までの指定民家は38件，そ のうち解体もしくは移築修理を行なっ

たもの 19件，屋根葺替ほか部分修理を実施したもの 11件であり ，移築19

件のうち 2 件は移築後の指定である。乙れら民家の修理lζ 際し ，解体修

理もしくは移築の 19件はすべて復原が行なわれ，屋根替などのものはそ

のうちの 1 件だけ部分修理した箇所のみ復原し ，他はすべて現状踏襲と

した。したがって現在までのと乙ろでは民家に限つては本格的修理= 復

原が原則となっているわけで，一般の人は，乙れらの復原された民家に

よって始めて本来の姿を理解する乙とができる。後世改造された姿から

は，なかなか当初の形態もわかりにくく，したがって民家の美 しさとい

っても ，大半は外観のみで論じられているのであるが，乙うして復原さ

れた民家によって改めてその真価が見出されよう。とのように復原され

た民家についてはすべて工事報告容が刊行されており，復原の基礎とな

った資料や調査事項などが詳細に報告されているので，ととでは一々の

紹介はやめて43年度に竣工した建物のみ写真をのせ，簡単にその説明を

加えるとととする。

坪川家住宅 ( 福井県丸岡町〉 入母屋造，委入りの良家で，正面左手に

主屋と直角に「うまや」を「まえづのや」としてだし ，背面11 : も糠を平

行にした「おくりづのやJ ( 座敷) を設ける。乙のように「つのや」を

設けるのが，福井地方の大きな特色で，との家は改造によって両つのや

とも失なわれていたのを今回復原された。 18世紀始めの家で，内部には

上部をまたに開いて上ャ ，下ヤの桁を] ; 本の柱でうける「またばしら」

が 3 隅に使われている。

竹村家住宅 ( 長野県駒ケ根市) 貞享の建立といわれていたが，18世紀

中頃まで下るらしい。 i ひろま」が小部屋に分割され，土間も縮少され

ていたが，復原されて名主の住い らしい豪壮さをとりもどした。

中家住宅 ( 大阪府熊取町) 泉南地方の豪農で，建物は寛永頃のもの。
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企坪川家住宅正面

‘ 竹村家住宅 ( 土問内部〉

中世的な趣を備え ，今回，入口の土間，帳台;憐，奥なんどなどがすべて

建立当初の姿 IC復原され，土奈の住居らしいと‘ つした風格lとより一回の

重みを加えた。

木原家住宅 ( 広島県高尾町〉 寛文年間建立の町家。四木伎を主構造と

する珍し い架構で， 同{9IJは静岡県江川家住宅のみ。正面が全部改造さ

れ，資料も残らないので，正面のみは江戸末期の形式で整備したが，ほ

かはすべて復原された。通り土関脇の板敷と奥のなんど，座敷で少しづ

っ床高を変え，格式を示す構成が，木太い柱とよく 調和 している。

(鈴木嘉吉)



f4l 民 家 の 保 存 計 画

妻 寵 宿 の 保 存 計 画

宿場あ るいは集落: の保存の必要性は ，いまさらい うま でもない。いか

に古い農家や町家を保存しても ，それを取り まく自然および歴史的景観

が全 く変って しまったら ，その価値は著しく減少する。保存は「点」から

「面」へ移らねばならない。しかし， ζ れは言うは易く，行なうは難い。

現実の問題になると ，個々の民家の保存すら十分に行なえないのに，

少なく ても数十事干の家の人々に，保存にすべて同意してもらうとな ると，

ほとんど不可能に近い。

乙の不可能を可能にするためには ，保存が新しい観光開発となり ，住

民にと って，経済的にも有利であり ，現実の生活を極度に圧迫するもの

でない という乙とを十分理解してもらう乙とが必要である 。

安篭宿の保存状態は他の中{ 山道の宿場IC比べて，必ずし も良好である

とはいえない。脇本障はあっても明治10年の建築であり ，本陣や問屋を

失ない， その近辺は改変が多く ，比較的保存がいいのは宿場成立後まも

なく南方lζ 発展 した 「寺下」と呼ばれる部分である。したがって，現在

もっとも保存のいい宿場を全国的 IC選ぶとなったら，第 1{立に挙げられ

るものではない。

しかし，保存はたんに そのものの現在持っている文化財的価値だけで

決めら れるものではなく ，各種の条件の総合的判断によって決定すべき

ものである 。とくに「面」としての保存となると ，条件は復維とな る。

私が中仙道木曽 11宿の l つである妻篭宿の保存計画を立てて，保存を計

ろうとしたのは，次のような利点があるからである。

1. 宿場として保存が良好である乙 と。

2.  地元の人が保存に非常に熱心である乙と 。

3. 戸数が少なく ，全部で70戸ほどであるから ，費用も比較的少なく

てすむし ，地元住民の了解をうる のが比較的容易である乙と。

4.  バイパスができ (42年) . 通過交通を完全に遮断できる乙 と。

5.  島崎藤村ゆかりの林家( 旧脇本陣) があり ，また隣の馬篭宿には

必村記念館があって ，年間相当数の観光客が訪れている乙 と。

調査およ び保存計画の立案は長野県企業局の費用により ，東大都市工

学科，名古屋大学，名城大学の建築史研究室の協力をえたが，その骨子

は次の通り であ る。

1. 宿場主主築の復原と維持

a . 重要な建物は買上げ，解体復原工事を行なう 。完成後は民俗資

料館 ・町営休憩所( 茶庖) とする 。場合によっては委託経営の

旅篭屋か民宿にしてもよい。

b. 破損のひどい建物は半解体し ，正面通り奥行 l 間を復原 ，屋援

を茸かえ，木の雨樋をつける。( 大修理)

C . 破損の比較的少ない ものは正面通り奥行 l 閣を復原，屋根替え

雨樋復原をする。( 中修理)

d  新しい看板などを撤去 し，正面の格子などを整え ，雨樋をつけ

屋根の葺替えなどの改装を行なう。( 小修理)

e. 現状を悪化させないよう，ファサー ドの改造規制を行なう。

f . 宿場街道筋に新築 ・改築をするときはファサー ドの材料 ・窓匠

を規制する。

g . 新しい建物( たとえば営林署ーなど) で，ただちに改装のできな

いものについては，塀その他によって，街道から見えないよう

にしておき，改築時を待つ。

以上が建築に関するものである が，奥行 l 間まで規制したのは，表

l 間通りを吹放し ，あるいは格子付きの縁 とした ものが多く ，乙 ζ

まで復原 しないと宿場景観と して整わないからである。しかし，そ

れから奥は全く 改造を自由とし ，住民の生活を圧迫しないように

し，建物により規制に段階を設けた。

2. 宿場景観の復原と維持

a . 宿場出入口の祈形を復原する。

b. 街道両側，家の前にあ る用水講を復原する 。現在もあるが，多

くは道路拡幅のため暗渠となっている。

C . 電柱を撤去し，町家裏側 lζ 移す。

d . アスファ J レ卜舗装を撤去する。

e . 大型自動車の通行を禁止し，乗用車も一方通行と する。 ( 将来

は乙れ も禁止したい)

3. そ の 他

a . 観光客のための駐車場を設け ，便所などを新築する 。

b . 分家などのため，住宅を新築する場合を考え ，そのための住宅

地を定め ，土地を確保しておく。

C . 宿場の裏側に道路を通し，駐車場をつくり ，住民で自動車を持

つものの利用に供する。

b . 馬篭宿間の旧中仙道のうち ，自動車道と一緒に なっ てい ると乙

ろは，別に遊歩道をつくる。

ζ のような案を立て，県l ζ 報告したと ころ， 幸いにも長野県明治百年

事業のーっとして採用 され，昭和43年度から直ちに着工した。ただ残念

な乙 とに，建築だけで私たちが出した総額約8. 000万円. 5 カ年計画が，

総額約 3. 000 万円 . 3 カ年計画 と縮少されたととである( 県補助 7 割，

町負担 3 割) 。乙のため，ひとまず修理対象とする家屋を，保存のよい

寺下に限定し ，買上げ 3 戸，大修理12戸，中修理 7 戸，小修理 5 戸 ，計

27戸について復原工事を実施中で，駐車場，便所の設置は別の費用で本

年中に着工する。乙れが来年度で完成すれば，宿場の南半は面白を一新

するし ，中央部の軽微な改装は所有者の負担で・行ないつつあるから ，委

篭宿の景観は復原，保存されるであろう。

乙の事業で，もっとも特徴的なの は，最近史跡の仮指定をうけたが，

法律の力による乙 となく ，県 と町と住民との自発的な怠志により発案，

実施されている乙と で，ζ の点は特記する必要があろう。ただし ，近 く

史跡の本指定をうける予定であり ， 町として も， 妻篭宿保存条例を定

め，将来に備えなければなるまい。 (太田博太郎〉
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民 家 保 存 の 種 々 相

主として都市の保存と民家集落について

日本の民家はいま壊滅にひんしている。乙れは決して誇張したいい方

ではない。乙 の最悪の事態に対する対策は ，残念ながらずいぶん遅れて

いる 。その理由はいろいろ考えられよう。いちばん大きな理由は ，いう

までもなく行政の問題に帰着するが，乙の点については乙乙では取りあ

げな い乙とにする。表題に直接関係するととと して，研究→選択→保存

とい う流れを考えてみると ，問題点は少なく とも2 つある。

その第 l は，民家研究そのものの若さである。民家の研究は戦前から

あった。 しか しそれは多くの場合，現状をそのまま記録し ，乙れを評価

するという 方法を とっ てきた。そ ζ で戦後になって，復原と編年とい う

操作を必須とする新 しい研究法がはじまると ，戦前の成果はそのままで

は使え な くなってし まった。だからほんとうの民家研究は戦後のスタ ー

トであるといっ てよい。そ乙で研究の歴史はまだ浅く ，調査は破壊に追

いかけられながら進めているありさまである。研究が十分でき ていなけ

れば，保存が進まないのは道理である。

第 2 は，戦後の民家研究が，復原 と編年lζ 専念するあまり ，一般の人

民 家 保 存 方 式 の 各 種

々が胸のうちにいだいている" 民家の美しさ" へのあとがれに対し ，答

えていないというととである。復原するのであるから ，民家は今や原則

的には「現状」 が否定されているもの なのである。では復原した院には

どんな美がでてくるのか ，乙れを適確に ，わかりやすく説明する努力が

欠けていたのではなかろうか。民家が保存さ れるという乙 とは ，単に研

究者のための学術資料という怠味だけではない。もっと広く一般の人々

が，建築のすばらし さに感動して乙そはじめて，国民共通の財産として

後世IC残ってゆくのである。 文化財はそういうものとわたくしは考えて

いる。

さて，民家保存の方式であるが，とれは必ずしも画一的である必要は

なく ，それぞ.れの実情に合った方法がとられればよいと恩われる。いま

考えうる方式を表にしてみると ，次のようになろう。( 表)

乙の表をみてすぐ分るように ， 各方式とも ， それぞれ一長 一短があ

る。順序をいえば，保存が決定された瞬間には，すべての個々の民家は

l の状態にあるのであって，乙れがそのまま継続するならば，とにかく

乙れがいちばんよい。ととろが現在の状勢はたいていの場合. 1 では永

続 しないのであって ， そ乙から問題が生じてくる。 その対策としては

2 .  3 が好ま しく . 4 は篤志家が参加 しないかぎり， あま り好結果を う

まない。次に 5 はすでに多数の住民の怠志が一つの方向に固まった状態

であるから ，好ましいととである 。 6 以下は l の状態の民家の再生 とで

もいうべきものであろう。いずれも本来の立地条件からはずれるととに

難はあるが，しかし現在の状勢ではそれも止むをえまい。むしろ ，見学

の便という利点の方をとるべきであろう。

以上，基本的なととをのべてきたのは ，実はとれからのべようとする

諸都市あるいは諸施設が，民家保存の方式のどれに該当しており ， した

が ってそれらがどんな怠義や利点をもち ， また問題点をかかえている

かを明らかにしたかったからに他ならない。以下具体例をのべてい ζ

つ。

吋 集室 1

所 有 場 所 居 住 ・ 管 理 利 点 間 題 点

私有の まま存続 従来場所を維持 所有者が住んで管理。場 本来の由絡が守られる。 管理や修活理の負束担ー縛がが大さ き

合により一部または別棟 管理に配慮がゆきとどく

い。生プ 械式が れ

る。 ライパシ 侵さ

を使用
れる。周囲の環積化境極にと公り

の乙される 。 的恐IL 

関すれば企業 の れ が

単

ある。

ー継私り有時続るの的的→→ま郷集ま公会土共所館団体が借

同 上 所有者が一部または別棟 向上。公共施タ同肉 設として活 上欄の うち最後の 2 項は

2  
に住んで管理 用負できる。 体浬 ・修援理助の 残る

独
担 を 公 共 団 が で

きる

保
公共団体が買上げ公有化 公図等tζ 移築 居住せず。公園施設等と

あば本る程来度K 近の環b 境・風な造完公土成全闘に笹止すが原れめで

生活と切れる。 管理が粗

3  

する
して管理

雑になる恐れがある。管

た乙とになる
理 ・修理'i'1が十分支出さ

存

できる。十分
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4  
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集
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団
公共団体が貿上げる 民家袋詰喜を形成して移築 公共団体が管理する 県単位で絞めるならば風

来遠管理距の態立離の条もの を失移すと本

6  

土との密若性はある
地勢IL件問題をが残なるう。と

保

とがある

国で買上げる 国営民家集落に移築
(該 当 施 設 は ま だ な い 〕

存

第三者( 個人 ・法人) が 民家主ｾ落的施設 ｉｃ 移築 個人 ・法人の管理。居住 保存IL熱意はある
本来の立世地的物条な件ーから離行れ

8  
買取る

せず

る。怠窓 改化造 が な

われ、見 する 恐れ |

がある
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まず都市における民家保存の実例 として， 高山，倉敷，萩，今井をあ

げてみたい。

高 山

高山の場合は前表 1 ， 2 および 5 の 実例があり ， その他 6 の例もあ

る。周知のように高山は飛騨山中の洗紋された小都市として，観光的 lζ

著名であり ，その民家も美 しく ，保存すれば観光資源、として十分役立つ

のである。

まず l の例としては日下部家があ げられる 。 日下部氏は乙の土地の有

力者で，家の保存についても熱心であり ，郎宅は別! c設け ，近頃ではと

の家はもっぱら公開されている 。も っともそのために ，若干の改造が加

えられたと乙ろがあり ，またいささか観光的に走ろうとしている面もな

いわけではないが，ともかく乙の家は高山のひとつのシンボ J レとしての

位置を獲得しているのである。

日下部家に隣接する吉島家は 2 の方式で成功 した例である 。乙の家に

ついては， I時代の波のおしょせ方はずっと深刻なものがあった。 しか

し，若い建築家として古民家保存に関心のある子息のアピーJ レが効を奏

して，高山市がとの 家を借りうけ ， 物産館として活用するととによ っ

て，今後の保存の途がひらかれたの は，幸いな 乙とであった。吉島氏 自

身はその館長として，家の一隅! c 居住し， 管浬iζ 当っておられる。

日下部 ・吉島両家は，と もに明治時代の建築であ るから ，民家とし て

は古い方ではない。しかし高山の場合は ，明治の世になってから近世の

総決算ともいうべきすばらしい民家ができたという特殊な事情があるの

で，両家の価値はきわめて高い。しかも二軒がならんでおり( 第 1 図)

周囲もあまり改変されていないので，乙ζ には高山のよさがまだ濃く 残

っている( 両家を中心とした一郭の環境をいかに して守るかが，次の課

題であろう) 。

日下部 ・吉島両家のある 大新町! c 対し ，上三之町は 5 の好例であ る。

乙の町並もまた明治年聞にできたものであるが，規模や質の点では，前

記二軒におよばない。しかし乙乙では町内有志に強固な保存の意志があ

る。そのため ，たとえ改造するに してもファサー ドは変更しないように

するとか ，道路上のm往を撤去するな ど，地道な努力がつづけられてい

るのである。 わたくしは乙の町の人々 に会った乙とがないので，住民全

体の意志を直接たしかめたわけではないが，伝聞すると乙ろに よると ，

指定などの拘束になる乙とは辞退する怒向という。指定にまさる規制を

自主的 IC行なおうとしているわけである。との 日本ではきわめて珍し い

保存方式をとっている住民の方々 に心から敬意を表したい。

倉 敷

倉敷が江戸時代の商都であ り，独特のスタイルをもっ民家を残してい

るととは ，すでによ く知られている。 今乙乙ではいちばん著名な川筋に

ついてだけ考えよう。乙の町並も また 5 の方式の例といえるだろう 。し

か しそれは表面的な観察であり ，実は故大原総一郎氏の努力 lζ 負うと 乙

ろ大であっ たのである。町並のうち相当部分は大原家の住宅，考古館，

美術館，民芸館あるいはその関係の用途に用 いられていて ，すでに大原

氏の直接の統御下に入っていたが，さらに残余の家々についても ，大原

氏の胸中 lζ は，一軒一軒について保存の可能性や方策がで・きていた。乙

の点についてはわたくし も直接乙、本人からうかがった ζ とがあ る。乙 の

よう にきめ細かな保存策をめぐら した人，そして推測すれば経済的援助

もされていたにちがいない人 ，大原氏があったれば ζ そ，倉敷は残った

のである。

乙乙では民家はいわゆる民芸調である 。民芸調の美は "窓外の美" と

もいえる だろう。だから倉敷で周到に計画された修景として民芸調が次

々と誕生していくのをみていると，多少とまどいを感じないわけではな

い。 しかし それよりも ，大局的にみた保存の成功に拍手を送ろう 。ただ

し，大原氏がなくなった今後どうなるだろうか，はなはだ将来が気がか

りである。

萩

山口県の萩は史跡の町として，城跡をはじめ ，明倫館，松下村塾，あ

るいは木戸孝允，伊藤博文の旧宅などが指定保存されていた。最近 IC至

り，史跡では城下町の景観を残す呉服町，南古萩町が指定さ れ， 建造物

としても，長屋門 l 棟が重要文化財IC指定されている。 ζ のよう に近年

萩に対 しては保存の手がのびているが，ζ れは市長菊屋嘉十郎氏の積極

的な保存に対する姿勢の成果と いってよい。つまり萩では市が主役とな

って都市の保存が行なわれているわけであ る。

萩の町で特に注目される のは，土塀である。かつてその中にあ った武

家屋敷は ，明治の改変でほ とん どすべて撤去さて，屋敷地は一面の夏 ミ

カン畑となっているので，土塀だけが;昔を物語る。乙とに示した土塀

( 第 2図) は ， かなり崩れてはい るが，庖をなして積み上げられている

点，藤積の石垣石の大きな長なと、から考える と，君主ではいちばん古い も

のらしい。市では乙のよう な土塀について，その部分だけを借り上げ，

修理していく 方針という。萩市の乙のような方向は ，都市保存の将来を

示すものとして特に注目したい。

今 井

今井町は奈良県の中央部にある。乙乙は 4∞ 年来の門徒の町であり ，

そのなかに は3∞ 年来の古民家を含む町並がまと とlとよく残っていて，

都市の景観が旧態のまま よく保たれている。しかし乙の今井の町が保存

できたのは，住民の団結の結果でもなければ，公共機関の努力があ った

からでもない( わずかに今西家が重要文化財になってい るだけである) 。

今井が残ったのは ，桓原市の一隅にあって，発展か らまったく とり残さ

れたからに他ならない。乙 の町の産業と いえば，わずかに小規模な工業

と内職があるだけで，たいていの人々は大阪へ通勤 している。今井の場

合は洗滞が保存の原因だっ たといえる。

将来，もし開発の手がのびたならば，今井はひ とたまりもあるまい。

保存に対する住民の連帯意識がな いからである。 今井は， はなはだ危険

な状態にあるといえ よう。だが，保存への曙光がな いわ けではない。奈

良女子大学扇田教授の調査によると ，往民の大部分はと の町の由絡を知

っており ，保存すべきであ ると考えている のである。もちろん保存に当

つての条件はいろいろあるだろう。ただと 乙に示された住民の素朴な意

志は，われわれをたいへん勇気づけて くれる。今のままでは，。保存への

希望は個人個人の胸のうち にあるK すぎないが，保存の中心的テー マが

みいだされ，かつ適切な施策が加えられるなら ば，必ず今井は永 く保存

されるであろう。 しからばそのテーマは何か，適切な施策はいかな るも

のか，それを見きわめるのが，われわれに課せられた任務といえる。

4  

次には民家集落のいくつかについて述べよう。 日本における民家集落

としては ，大阪府豊中市にあるものがまず第 1 ! C あげられる。乙れは大

阪府教育委員会 と一体になってい る財団法人の手によって巡営されてい

る。乙乙については，すでに紹介があるから ，今は他の例について記し

ておと う。

日本民家園

川崎市立であり ，場所は生田緑地内にある 。乙れは金刺市長のすぐれ

た企画 と大岡実先生の指導によってできたもので，すでに神奈川 コーナ

ーや，中央山地 コー ナーができており( 第 3図) ，最近では千葉県や山

梨県からの移築民家が竣工した。

日本民家図の窓義は二つの点にあると私は考えている。 第 l は，と の

計図がかなり雄大なものであ り， 15年間! C40棟前後の民家を収容すると

いう。そうなれば，少なくと も東日本についてならば，相当数の民家は

集まるこ とにな ろう 。そうな ると日 本における 中央民家集落構想との関

連がでてくる。

わたく しは東京近郊に 中央民家袋詰Eを国立で造るべきだと 信 じてい

る。何といっても東京には日本の人口の相当部分が集中しているのだ

い訪れる外国人も多いからである。いまは国立とか私立とか制度の問
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題を抜きにするが，乙の日本民家園はい

ずれ中央民家集落の一部となる乙と がき

わめて望ましい。乙の程度の民家集落が

数カ所で中央民家集落を形成するわけで

ある。 1 日の コー スとなるひとつの民家

集落の広さをある程度に押えた方が，見

学者にとっても ，適当であろう。

以上はわた くしの試案であるが，その

ためには ，日本民家国の順調な発展と，

中央民家集蕗構怨の早期確立を切望する

次第である。

日本民家園の意義の第 2 は，神奈川コ

ーナーである 。つまり乙乙は ，県単位の

民家集落という意味も十分はたしてい る

わけである。民家集落には，中央のもの

のほかに少なくとも県単位の ものが必要

である から ，乙の点でも日本民家園の意

味は大きい。

江 戸 村

金沢市にある ホテル白雲楼の主人桜井

氏が経営される と乙ろである 。百万石文

化圏と もい うだけに ，加賀藩内 から 10採

ほどの武家屋敷や町家，良家が移されて

いる〈第 4図) 。選択は民家そのものの

良否より も歴史性K 重点がおかれている

点，ちょっとわれわれの感覚とちがう

が，しかし個々の建物はたいへん丁寧に

移されており，現状が正確に守られてい

る乙 とは，保存の第 1段階をふみはず さ

ない措置というべきだろう 。また説明や

民具展示も良心的である。 わたく しは，

個人のカを もって ζ 乙まで民家集落をま

とめら れ，かつ，まじめな運営をしてお

られる桜井氏の努力に ，文句なく敬意を

表わさずにはいられない。ただ欲をいう

ならば，乙の江戸村が，県または北陸一

円を単位と する民家集落に発展するとと

もに ，いずれは公共性をおびた法人なと

として基礎の安定化をはかられん乙とを

望みたい。対象の選択や移築の技術につ

いて も専門家の参加を求め られれば，成

果はさらに増大するだろ う。

風土記の丘

風土記の丘というのは，史跡地を中心

とする整備計画である が，そのなかに ，

民家集落が織り とまれること になってい

る。風土記の丘はすでに数県において実

施 されているが，和歌山県の場合，乙 乙

lζ 数事Rの民家を移築すべ く. すでに工事

に着手している。かよ うな形は県営，県

単位の民家集落のあり方のひとつと考え

ら れ る 。 ( 伊藤延男)
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第 1図 日下部家 ( 手前 ) と吉島家

第 2 図 萩 の古い土塀
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歴 史 的 街 区 の 保 存

奈 良 県 今 井 町 のS場 合

史 跡 環 境 保 存 の 二 つ の 型

地域文化財を環境として保存する場合，大きくわけで二つの考え方が

あるだろう。

一つはいわゆる「史跡公園」にあたる もので，史跡を補修，復原，集約

し，公園化 したもので，ζ れは狭義の博物館にほかならない。明治村，

風土記の丘あるいは現在発掘調査中だが平城宮跡などもとれに あたる 。

乙の型の特色は，文化財が現状固定，補修，復原によって，比較的完全

な形で一般の鑑賞に供されることで，物自体の完全な保存ーには ζ のよう

な博物館化しかなく ，どんな形にしろ ，乙うした史跡公園が今後も充実

されていくととはそれ自身のぞましい。

もう一つは，いわゆる公園化ないし博物館化をさけ，一定地域の中で

日常生活を含みながら全体として歴史的な特色を残していくというやり

方である。古都保存法の保存地区などは，大体乙れにあたる。

乙の型のものが第 l のものと異なる点は，その中に現に生きて動いて

いる日常生活を含み，生活の変化発展 lζ 応じて環境がたえず変貌をとげ

る乙とである。史跡の保存という点からはより不完全な，より便法的な

手段と考えられがちだが，しかしたえず変化しつつ歴史的な忽囲気を保

つととろにむしろ積極的な意味があるのである。

史跡公園の役割は ，単に古い遺構を完全な形で人びとに提供する乙 と

だけではない。少なくと も生活空間の一部としての史跡公国( 地域) に

人が期待するのは，一部専門家，アマチ ュア研究者は別として ，一つの

知的レクリ エーシ ョンとして非 日常的な環境の中で歴史を追体験し てみ

る乙とであろう。そして歴史を実感さ せる環境というのはかならずしも

古い姿がよく手入れされてそのまま残っている環境とはかぎらない。

たとえば明日香村を中心とする飛鳥地方の魅力はそうした点に あるの

であろう。 ζ 乙には学問的にも超一級の遺跡が多いが，それらはたとえ

ば法隆寺のよう に古い姿をそのまま保っているわけではない。飛鳥寺，

川原寺な どは廃寺に近いし ，いくつもある宮跡は地下にうずもれたまま

であ る。点在する集落の白かベの農家などは それ自 身いささかも歴史的

価値をもつものではない。

にもかかわらず，でなく ，まさにその放に ，乙れらの景観全体が一つ

の媒体となって，知識としての歴史を空気にかえて，実感として訪れる

人の皮膚 ICったえる。仏像や建築の様式史の系統的理解といった乙と

が，いわば客観的な史跡鑑賞の仕方 として知的な楽しみをみる人に与え

るとすれば，乙れは主体的，創造的な楽しみ方として，やはり史跡鑑賞

の醍醐味を与えて くれるものであろう。変化の連続そのものが「歴史」

の表現にほかならぬのであって，歴史的環境を固定化する乙とは ，史跡

環境の整備に とって，場合によっては必要だがかならず しも十分ではな

い。 現実にも史跡地域の大規模な公園化はそう簡単に実現できな いとす

れば，生活を含み ，変貌を前提とした史跡地域の整備は，理念か らして

も現実からみてももっとおし進められるべきであり ，そのための手段が

開発されな ければならない。

乙のような ，変化を前提とする保存も実際にはいかに変化を制御する

かできわめて困難な問題を含んでいる。変化の中 IC歴史の表現がある と

いって も，それにはやはり歴史の連続が暗示されている ζ とが必要であ

り， ドラ スティックな変化は破域につながる。志賀霊昂は「日本風景論J

の中で「名所旧跡の破壊は歴史観念の述合を破壊する」といっているが

史跡地域での緑のはぎとり ，工場，アパー ト，色瓦の小住宅の出現は ，

まさしく「歴史観念の連合を破壊する」ものであろう。何らかの形での

保存はいうまでもなく必要なのである。ただ，生活の発展，変化といか

に折合をつけるか，どの部分をどう変化させまた保存するかが問題であ

り， ζ の種の史跡保存 lζ は，博物館的史跡公園とは異なる前提条件ある

いは多様な保存手段一一ー建物についても 、完全な保存ばかりでな く外観

のみの保存や標識による保存など一一の組合せが必要とされる。

町 な み[ 保 存 の 方 法

今井町のような民家集団からなる市街地の保存も ，乙のような文脈で

考えるべき ものであ る。乙れは一つの提案だが，計画そのものは現在作

業中なので，計画のプロセスについての考え方を中心に若干紹介したい。

今井町はおよそ 4∞ 年前，一向宗門徒が織田信長の弾圧に抗して称念

寺を中心にたて乙もったわが国では例の少ない環濠寺内町で，江戸期を

通 じて奈良盆地南部の商業の中心としてさかえたが，明治以降は衰微の

一途をたどり ，かつて町の繁栄をささえた木綿，竹細工の生産も過去の

ものとなり ，現在では大阪方面への通勤者が多くなってきている。

その景観的特色は ，第 1 1ζ 町家の連続にある。各戸のファサード は本

瓦葺の屋根，塗りとめの厨子二階，標準化された格子で麗われた一階壁

面で構成され，プランの型よって関口と棟高に変化がつき ，町並景観の

「統一と変化」がたくみに実現されている。

第 2 1C街路のパタ ーンからくる屋外空間の形がある 。環濠をめぐらし

て九つの城門のみで外と通じていたという道路形態のためK 丁字型の行

きどまりが多い。とれが E ye stopとなって，格子状パタ ーンの都市 に

ありがちな視線の拡散による単調さがすくわれ，変化にとんだヴィ スタ

をつくりだしている。

第 3 1 C 環濠と土居がある。土居はほとんど姿をとどめず，環濠も 昭和10

年頃埋められて道路となり ，今では下水用の水路としてほそぼそとの乙

っているにすぎないが，環濠は今井町成立の歴史ときりはなしえない。

今井町の保存とは ，居住環境としての整備をはかりつつ，ζ れらの特

色を保存していくシステムをつくる ζ とにほかならない。

乙のような市街地の保存を考える場合には，物的環境の評価と保存計

画のみでなく ，地域の広域的位置づけ ，それを支える居住者の地域の将

来にたいする要求，居住者の日常住生活の面からみて可能な保存形態，

さらに保存を進める一方で居住環境としての整備を行なうための再開発

計画の内容などについて検討が必要である。

乙のような検討のための資料 として，またと乙数年来急速に変貌しは

じめている町の記録をのとす 窓味も含めて， 町の主要な通りに そう約

2∞戸の住宅についてプランの採集と住み方調査，約3∞戸にたいする町

の現状と将来およびその保存についての意見調査，そして全戸約 B∞戸

についてファサード構成の記録とおよび景観分析を行なった。

さて今井町は ，それ自身一つのすぐれた史跡であると向時IC都市通勤

者のための住宅都市として発展する乙とになるとおもわれるが，いずれ

にしても町の完全な保存は考えられず，全体と して特色の保存となろう 。

具体的には第 1 1C町なみ ファサー ドの保存，第 2 1ζ 街路パタ ーンの保存，

第 3 に環濠の一部ないし全部の復原である。ただ今西家住宅をはじ め数

戸のそれ自身が価値のある民家は国自による買上げなどによって建物全

体を博物館その他の施設に転用 し，完全保存を考える必要がある 。そ し

て ζ うした保存に見合うものとして都市施設，交通系統の整備，建物内

部の近代化 ・合理化を含む再開発を考える。

今井町の場合町なみの保存が中心と なるが， その特色の保存には ，
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「変化」を前提と し，増改築な どの際いくつかの型の標

準的なファサー ドを採用 してい くという方法が考えら

れる。それにはまず特色の抽象化，バタ ーン化が必要

であり ，そのために景観分析が必要となる。いわゆる

デザイ ン ・サーヴェイの主な 目的はそこにある筈で，

そう した目的がなければ，しばしばみられるように単

なる記録か怒意的な興味の満足に終るだろう 。

ファサードの調査によれば，全体の約 6 害lは伝統的

なファサー ド構成を保っており，その 6 i!i1Jのうち図 IC

示すような典型ファサード( 間口の大きさ によ って四

つの型がある) が約 7 割，簡単な「犬垣」をもつもの

を加えると 9 割以上が 5 種類の型とその変型で構成さ

れている 。乙の典型からいくつかの標準的なファサー

ドの型を用 意する乙とは可能であろう。また上記 Ｖｾ 刊

の半分は ，部分的な変化( 本瓦が浅瓦にかわるなど〉

はあるが雰閉気を損うにいたっていないもので，逆に

いえば漂準的なファサードとしてかなり の幅をも った

段階を考えて も，町なみの特徴の保存は期待できると

考えられる。実際lζ はとく にすぐれた建物を多くの乙

している街区を限って外観の十分な復原 ，修復を行な

い，ほかの部分は雰囲気を保護すべ き地区として比核

的ゆるい基準によるファサ ー ドの型を採用させ，あと

は屋根，外壁の仕上などに一定の制限を課するといっ

た段階規制の考え方をとるべきであろう 。( 図参照)

なお，乙 うした一定の意匠の強制にはそのための白用

にたいする援助が必要である 。

町全体については ，道路が車の通行!C狭いという不

満がもっとも多い。しか し道路の拡幅は町並を完全に

破j愛する。拡幅はむ しろ不要であり . 6OQm X 3∞m の

小地域では，周辺にパーキ ングを十分とり，一般の車

の乗入れをさける乙とが保存問題をはなれで も合理

的， 実際的な対策である。まし て史跡地域としては道

路は人のために確保 したい。

保存問題は ，現在のとととろ町の中では一部の篤志

家を除いてはなんら具体的な動きになっていないが ，

アンケートによれば，乙の問題lζ 関する住民の関心は

予想外に高い 。古い町の姿を実物での ζ したい ＨＴ Ｒｾ め

記録としてのとし たい Ｈ ＴＳ ｾ めをあわせると Ｘ Ｕ Ｕｚ が保

存指向を示しており ，保存へのエネ J レギーとして評価

しうる 。ただ町が観光地化することには反対で ( 鋭光

地のイメ ージが問題だが) 大部分が建物の住宅と して

の使用を望んでいる 。

今井町はその歴史と現状からいってもまた住民の保

存指向の強さからいっても ，わが国ではまれにみる街

区保存の条件にめぐまれた町であるが，ζ ζ 数年来急

速にかわりはじめており ，早急に保存対策がたてられ

なければならない。そのためにはたとえば，文化財保

護法の指定対象を ，現在のように「物自体」のみでな

く，個々の建物にはたいした歴史的価値はなくても そ

の集団に価値があるといった ものや ，建物ファサー ド

のような 「部分」にま で拡げるといっ た，法制面での

脳出が必要であり ，また住民や市，県，国なと、へのさ

まざ、まの形の働きかけととも に，保存のための具体的

な提案を ，個人，集団，公共団体など，さまざまなレ

ベルで行なうととが必要である。乙乙 lζ 紹介したのも

そうした試みの一つである 。

なお，文中にのベた調査は ，一部国立奈良文化財研究

所との共同作業であ るととを附記する 。( 足逮富士夫)
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実生活か ら浮き上ってしまった過去の文化財を保存するには ，博物館

を計画するほかないが，北欧諸国では民家をひと所lζ 移建して展観さ せ

る計画が進め られてきた。 スエーデンの首都ストックホルムのスカンセ

ンの丘( 城跡〉に営まれた民家博物館は世界最初の試みとして知られ，

1880年から準備が進められて ，1891年IC開館している。その函fJ'i も約30

ヘクター J レ( 9 万坪) におよぶ規模のものである 。そのほかに も同程の戸

外博物館は北欧の各国で計画されているが，デン 7 ークの首都コペンハ

ーゲンの郊外にあるフリ ーランド ・ミコ ーゼーは未完成ではあるが， そ

の規模はさ らに数倍大きく ，同閣のオオリユ ース!Cはガムル ・ピイ (古

い町) と呼ばれる町家を集めた戸外博物館が完成している。

もちろんとうした人工的に造られた博物館のみでなく ，木造住宅の軒

並残された町ぐるみの保存をはかつている例 もあり ，私の見たのではド

イツのフランクフル トの郊外のゼー リンゲンスタットなとはすばらしい

ものであ った。木造の民家に限らないな らば，中世風の田I ぐるみの保存

を計った例 も各地にあり ， ドイツ で: はパパリヤ地方のロ ーテンプJ レグや

ディンケノレスピーJ レなどはすぐれた ものである。

新しい国アメリカにも歴史はある 。最も有名 なものはヴア ージニアの

旧首都を一部復原して，植民地時代を再現 しているウィリアムスパーグ

である 。

スカン セ ン配置 図

しかしと乙ではそれらを一々紹介している余裕もないので，代表者と

して，スカンセンとウィリアムスパーグについて，概要を記したい と思

つ。

ス カ ン セ ン

スカンセンはストックホ J レムの町に接した，アプローチの楽な所にあ

るが，静かな別天地である 。スエーデン王チャーレ ス15世 (1859- 72)

やオスカ ー2世 ( 1872- 19( 2) はすでに趣味として，古い民家を集めて

いたとの乙と であるが，乙うした動きは建築史上のロ 7 ンチシズムと相

応じた ものといわれる。

スカンセンの民家の集め方も，はじめは偶然自にとまったものをあち

じちから持ってくるというケ ースが多かったとのととであるが，時がた

つにつれて，代表的な ものを選択するよう努力し ，また主要建物一株だけ

を移すのではなく ，倉庫や家畜小家もすべて含めた一組のj災家を運ぶよ

うになり， そ乙では家畜まで=かつて，生きた姿を見せるように工夫され

ている。そして段家のほかにも，領主の家から教会堂，市場の売庖，工

房，田舎の宿なども含まれ，田舎の孤立したものは互に離して建て，市

街地からもってきた建物は道路に面 して，町並みをつくるように配置 し，

そ乙には住家とと もに，印刷屋，製本屋，鍛治屋，パン焼屋，なめ し皮工

房，靴屋，陶器工房，ガラス工房，糸紡さ ，ｾ立 た織工房など も 混じって

いて，田舎町の雰囲気 をだ している。そ してと れらの工房では実演し

て，普の職人の仕事をみせている所もあり ，またその製品を売っている

庖もある し， 教会堂では結婚式などをさせている。なおとの博物館は国

営ではなくて，私企業になっているため，収入を増す手段として，動物

園，児童遊園地，ア トラクシ ョンの野外劇場などもあって，休日などに

は人出 も多いのである。

乙の博物館IC現在集まっている家の数は約 130 に透しているとの乙と

であるが，大阪の豊中市にある服部の日本民家集落博物館の収容家屋数

は13件で，面積も9，0∞坪であるから ，すべて十分のーの規模になる。

館内の建物の配置は挿図に示した通りで，入口は 5 カ所にあり ，道路

が縦横に通じていて，多少の起伏もあり ，所々

に池も林もあるが，敷地内 κ は，なお相当場所

のゆとりがある。挿図の番号を追って解説する

と，

1  - 5  互の間 6- 9週間，山林中 IC放牧する

間住まう互の家。牛ノj、屋，乾草納屋などが付

属する。 17- 18世紀の建物。

6  スエーデンの 16世紀の農家のー構え ，校倉

式の丸太小屋構造で，中庭のまわりを建物が

か乙う。

10  オランダ。18世紀の農家，屋根はライ麦の

妻鹿でふく。

12 鉱山師の親方の家，17世紀。

14 屯田兵の家，幾業をしなが ら訓練をうける

制度があった。

ＱＵＭ Ｑ ｾ＠ 18- 19世紀の二階屋の混じた農家。

20 古い形式を模して作った倉庫。

23，113，114 風車，1828年再建。

42，43 鐙塔，18世紀。

110 教会堂，1729- 30，木造，乙 けら廷。

154-151 領主の家，1793年，)レイ 16t住式装飾

をつける 。

1  ｾＵ ，＠ 182， 183  パン屋、鍛治屋 ( 以上18世紀) ， 

大商人の互の邸宅 (1770t貢)

ＱｾＴ ， Ｑｾｾ ， ＱｾＸ ， ＱＸＰ ， ＱＸＴ ， ＱＸＶ ， ＱＸｾ＠ 薬種商 ，印刷

工房，食糧品庖，なめし皮工房，櫛造り工房，

ガラス工房，陶器工場 (18世紀乃至19世紀)
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ウ ィ リ ア ム ス パ ー グ

アメリカ合衆国東海岸の首都ワシントンから余り速くない ， リッチモ

ンドの近くにあ る，ヴァ ージニアの植民時代の首都である。乙乙は合衆

国の独立に先立つ歴史的事件の勃発したと乙ろであり ，そ乙 lζ 復原され

ているグJ レーチェスタ ー街の東端に立つ政庁では，アメリカの建国にあ

たって，ワ シン トンやジェファソンなどの指導者逮がはげしい議論をた

たかわした のであった。

乙の地は中部における植民地として知られていたが. 1693年ICウィリ

アム ・アンド ・メリイ ・カレッジが創設されるにおよんで重要な町とな

った。 6 年後，ジエームスタウ ンにあ った政庁が焼けると，首都は乙 乙

11 : 移されて，英国王ウ ィリアム 3 世の名をとって，ウィリアム スパーグ

と名のった。乙の人 口わずか 2. (別 名 た らずの片田舎の海岸町が1699年

から 17凶年まで，ヴァーゾニアを支配する 乙ととなる。ヴァージニアは

アメ リカ 植民地の最古のもので，面積も最大であり，ミシシッピイ河岸

にまで達していた。 従 って他の植民地に対しでも大き い影響力をもって

いたのである。しかし 1780年にヴァ ージニアの政府が リッ チモンドに移

されると ，乙の町の重要性は減退した。それでも町はそのままの姿で残

されたが，年とともに建物もいたみ ，あるものは消失 していった。

1926年にな って，その保存が計画される乙とになり，ロックフエラー

財団の出資によって，失なわれた建物も再建され，残された建物も復原整

備されて，かつての植民時代の首都の姿を永久11 : 伝える乙ととなった。

日Oエー カーにおよぶ復原地区の主要な建物の半分以上は 18世紀11:建

てられた建物で，その中には重要な邸宅，教会堂，カレッジの建物，裁

ウ ィ リ ア ム ス パ ー グ 略 地 図

判所 (1770) . 武器庫，刑務所などがある。政庁，総督の宮殿，居酒屋

といった名の知られた建物は他の多くの木造家屋や付属建物とともに な

くなって しま っていて，旧基礎 11: 従って，復原されたのである。 80エー

カーを乙える庭園や緑地も 18世紀の型IC従って造られている。

そのうえ ，来訪者のための様々なサーヒ'ス施設である ，宿，ロッジ ，

モーターハウ ス. 7 - ケットスクエア ，酒場，工房，劇場などがつく ら

れ，乙れらから入る 収入は展覧，解説，出版，映画. 18世紀の劇，音楽

会などの教育費 lζ 使用されている 。またイン フォ ーメイション ・センタ

ーでは常に展覧や解説を行ない ，町の内部では 一般の車を通行止めし

て，パスを走らせており ，また乙乙で働く監視人? とはすべて18世紀の服

装をさせ，レス トラ ンでも 18世紀風のマ ナーで食べさせるし，時折昔の

軍隊教練や教会の礼拝などを実演 して，来訪者を楽 しま せている。

建物には今後なお建設を予定されているものもあ り，また全部の建物

が公開されているわけではない。公共建築と私邸の一部が公開され， ヨE

屋，車屋，印刷屋，鍛冶屋， かつら屋 ( 18世紀には男がかつ らを用い

た) . 機織屋，靴屋といった庖では仕事の実演も行なっている。

町の構成は挿図に示したように ，クツレーチェスタ ー街を主要道路とし

て，その東端11:政庁，西端にカ レッジをおき ，乙の通りと直角にのびる道

の北端IC総督の宮殿を配しており ，悉号のついた外部か らの新しい交通

路は町の中へは進入しない。そ して通過交通路は地下をくぐっている 。

またインフォ ーメイシ ョン ・センターの新式の建物は旧町からかなり離

れて ，見通せない所に建てられていて ，古い景観を損わない配慮がされ

ている 。ホテルやレストラン もその背後にあ り，充分近代的設備を享受

できるよ うょにされている 。 (浅 野 清)
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[  生活と空間の原理一京の町内l 1 l i

A  DE S I GN S UR V E Y  I N K Y OT O by  

. ア プ ロ ー チ

都市の拡大と変質は近郊山村の都市化， すなわち j良村風景の激減，お

よび市街地の更新，すなわち町家風景の消失と して，特K . 大都市圏にお

いて急速，顕著に現象している。乙のような都市化および過密地域を形

成する 一 方 ， 他方 では随伴 的 ｬζ 過疎地域を形成し • 1込山村部落の凋落 ，

家屋の荒廃が進行 している。

乙のよ うな社会的変化は，まず公tOi の変化として，人目 をひくと悶11寺

lζ ，都市生活環境の悪化は，いまだ都市化 lζ 汚染さ れない山山漁村，空

気や7.1<や緑の美 しい! 込山 漁村へ建築家たちを駆りたてる。日本ア J レフ。ス

IC 70 万人が殺到するように。すでに発表されているいくつかのデザイ

ン，サ ーベイの対象地域は主として乙のような山山漁村の部落であり ，

昔日の悌がいまだ残存している地域，封建的自給的経済圏戚を基盤とし

て成立 した部落K . 視点があてられ ，乙乙 lζ 伝承される風俗 ，習慣をもと

きに は 織りまぜて， ありし日の蔀落が， ロマネスクな旋律をもって報

告されて いる。 しか しとれらが，現代都市にない魅力を持って現代人の

心lζ 訴える と乙ろに ，現代都市へのアンチテ ーゼが含まれているのであ

ろう。

乙うして都市の急激な発展は ，いわゆる民家やその群構成をあ らたな

光で照明する。しか し現代都市の疎外的状況をハ イマートロ ージッ ヒカ

イ トとして宿命的に許容 し， 幻想的「部落共同体」のスペク トJ レ写工工作

成の長観的サーベイの みに終るのではなく ，民家およびそのE手術成の空

間システムの中 lζ ，現代の開発手法をより i泣かなものにせんとする方法

論を探し求める乙とでなければならない。そ して乙の ζ とは ，乙の空間

の歴史性，つま り現代の社会的変動の潮流のI j J で，なおかつ生き生きと

図 1
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対 象 町 内

生命を持って生活されているまさにその空間の容相をとらえる乙とに他

ならない。 I つの卦観が現れるには . その時代の政治的 ，経済的 ，文化

的要因が作用し ，さらにそれに先行する歴史的蓄積の成果である乙と ，

逆にいえば ，乙れ らの 必要因が空間的現実として結品しているともいえ

るのである 。

このような観点は ，われわれがIJ 日発事業 lζ 参加し ，乙れを推進する場

合tζ 突き当る諸々の問題について ，深い示唆を与えてくれよう 。そ して

また ，デザイン ，サーベイもまさに乙のようなものとして ，位置つけら

れるべきものである 。生活空間の貧困化が，住宅レベノレか らより広域的

な都市生活環境レベノレにまでおよんでいる今日 ，開発事業関係者が生活

空間の怠l床，その機能や質について考え ，そのあり方を工夫しなければ

ならない乙とを焔感する 。

現実に開発され ，パタリ一式鶏舎になぞらえられる住宅団地，劣悪な

密集民間建売住宅地なとのスプローノレ地帯の居住空間は ，それらが種々

の法的規制や日照理論，プライパシ 一理論K 支えられれば支え られるほ

と¥何か大切なものを失なっている。乙のような居住空間の貧困さは ，フ

ィジカ J レプランニングの段階においても克服されねばならない課題であ

り，特に居住空間のデザインメソッ ドが生活と密おしたものとして ，そ

の日常性の探究を通じて追い求められねばならない理由が乙乙にある 。

生活と居住空間の融合は ，日常生活の諸行為の営まれる近隣空間がウエ

イ 卜を持つ。住居を拠点とする生活犠式が支配的であり ，今後もそうで

あろう場合 ，現代流行の流動社会やホモ ・モーベンスなどの概念に足を

さらわれる乙となく ，近隣空間の怠l床を追求するととは ζ の上なく重要

な乙とである。近隣社会J 1 : ! 失論は ，交通 ，通信の発達による流動性のi曽

加的傾向のみを見て ，乙の傾向性と同じ比率をもって近隣居住空間の価

値が治加 している乙とを見落しているのである。: 忠誠的にしろ . ｾ Ａｉ ｾ怠識

的にしろ 。

乙のような視点、からわれわれは ，近隣居住空間が独特の高密度町家群

によって構成され ，日; 常生活と深く交り ，格子状街路の区画によって明

確にその空閥単位が決定されてい る歴史的京都の町内の一つを取り上げ

て，その空問機成や ，現代生活への適応状態 ，居住者の社会的属性 ，意

識なとについてのサーベイを行な った。

. 京 の 町 内

平安京以来1200年の歴史を もっ絡子状街路 lζ よって鐙然と|込画さ れた

ブロックは ，現代もなお生きつづけている。街路を挟んで向い合う 30数

戸の家々から成る町内は ，近隣居住空間の歴史的な辿必ーであり ，すでに
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指摘されどいる低府高密度町家の税構成は ， 1戸の特殊なプランニング

と同 ｊｉｾ ｦｉ ζ ， それに先行する全体構成がなによりも統 一 的な居住空間の質

を決定している。乙のような空間構成が現出した社会的背景，現代の 町

家情成の原型はおよそ室町l時代の京商人，職人たちの活躍した近世市民

拾頭J切に逆のぼらねばならないが，乙の期の 11町人た ちの自治組識 ，共同

的生活の空間的表現 として，乙れ らを見るとき ，そ乙 lζ 現代にもなお生

命を持ち ，さらに今後の開発 IC組み込まれなければならない多くのもの

を含んでいると考えられる。

約 121Mの格子によって区画されたいわゆる平安京の坊条制ブロック

割は ，町の源であり市の発達によって発生する巾世商人の町家群の構成

IC受けつがれる。間T家 lζ 挟まれた街路は ，流動的空間であり ，相対する

家によって町が構成され ，方形の家並が聞む内郎の庭は井戸，便所 ，物

{丘 ，b' A菜畑などがしつらえられた共同広場として 4 つの 10Tの人々がコ

ミュニケ ー卜 する空間でもあった。乱世のJ i 1 I ( 火をくぐってグリッドはな

お生きつづけ ，近1: 1: 1. : 商工業者の躍動j切に入ると ，IIIT人たちの経済力の上

昇に裏打ちされて町家は中t l ! ・の中庭へのびる ，クラやハナレが作られ ，

共同広協の個別化が進行する。と同時に中庭を!l!f- 介とするヒューマンコ

ンタクトは薄らぎ， 街路を挟んで向かい合う家 lζ ，凶I の緊密性が増大す

る町家は ，グリッドの中で，あたうる限りの空間を機能的に内部化し ，

高密近代都市住宅の典型として完成され ，現代 IC流れ込む。

( 参考 . 林屋辰三郎: 京都・岩波新書)

間口がｾく，奥行の深い町家は，内白日の種々の 空ｼ出 ， 機能 ， 装置を内

政し，昔日の仰を現代 lζ 伝えていると同時に ，とくに戦後の激しい生活

図 3
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町 内 情 成

様式の変化によって ，上自改築，模様替がお

乙なわれ ，新しい生活綴式への適応も明 ら

かに見てとれる 。そ してまた，内部化され

た庭の機能は ，高官民E{lJ i r! I住宅におけるi ' I

然的空間の必要性，その生活への融合性の

ゆえ IC ，新鮮な印象を与えた。乙れらの町

家によって構成される一つの町内は ， rオ

チョウナイ」という人格化された通称を持

っているように共向性 ，: @帯性が生活の l干l

に融合し ，協調的な 11町内組識を維持してき

た。乙 のような組識が維持される 一つの要

因として ，町内の空間的椛成はあずか つて

カがあった。

. 夷 町

対象地区の IIIJ 内は「中京区J によ っても

表現されるように京都市のほほ中央，京都

御所の南 ， 京ｻｬｊＩｔ行の 中ｾ相 ｉＱ である烏丸通り

東に位置し ，市によって商業地区 K 指定さ

ちょう

れている。歴史的な町の構成を空間的にも

また社会的にもうけつぎ，明確な近隣空間

近 世 近 代

単位を形成している 一つの町内であ る。討を南北に貫通する街路( 間之

l町通り) を挟んで向かい合う 36戸の家々は ，東側20戸( 昭和41年に 1戸撤

去 ， 新築され隣の ＱＰ｛ 内 ｬ ζ 帰属した ｅｯ と非居住の倉庫 ｅＱ ＳＩ ， 西 ｾＡ Ｑ ｝Ｑ Ｖ 戸Ｈ 1  

戸は日本屯信電話公社事務所，非居住 ・W1 5) よりなり ，世; 搭数38 ( E 9  

は 2 世帯 ，E l 4 ・W sは 1t世帯で使用) ， 10T内総人口 159.人( 使用人など

は含まず) である( 昭和43年 12月末現在) 。

職業は ，サ ラリーマン ，13家営業 ，gl  ED業の各種を含み ，し たがって

専用 ，併用住宅の混合地区であり ，平均居住年| 寝40年，現世帯主からみ

て祖父の代から居住しているという世帯が 2 割弱ある。

前; 立町内会をもち ，年中行事も活発にお乙なわれ，町内組織はいまだ

に生きつづけている。町内居住者の生活; む識には ， r町内」が深く診透

し，それは居住者の日常生活の安定性にも作用していよう。とのように

して，空間的なものと社会的なものがかかわりあう高密近隣居住空間と

しての町内はすぐれたデザイン ・サーベイの対象と考えられた。

- 対象地区 ，京都市中京区% 町

・調査l時期 i 昭和43年 9 月- IIH和制年 8 月

・調査方法，ヒヤリング，観祭 ，ｾ￉ｊＡｬ＠ tM: ｾ［ｾ＠ ， 

スケッチ ，資料蒐集

. 空 間 と 密 度

町内の全体的空間構成は ，道路オープン ・スペ ースと II IJ 家エンク ロー

ズド ・スペースよりなり ，乙の外部空間と内郎空間の関係は居住者によ

って，オモテ( あるいはカ ド) とウチというよ うに表現される。 しかし

乙のオモテとウチは空間的には明確に分間住されているが，生活行為にお
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企

1 階

いては相互に密接な関連性をもち ，ウチの生活行為がカ ドへひろがり ，

カドの生活行為がウチへひき乙まれる 。

乙のようにして町内近隣居住空間は格子状パターンの規定性のなか

で，種々のヴァリ エー ションをみせる 。ウチも また格子状フ レームによ

るi u: 産的ストラクチヤーをもち ，空間ユニッ トの高密な機能集積とみな

すととができる。庭やサービスヤードなどの内部オープン ・スペースさ

え乙の空間ユニッ トとしての性格づけがお乙なわれ，空間格子の増殖性

の歴史的具体例として，また乙の 空間格子lζ 充填された濃密な生活内容

のゆえに ，ひときわ大きな空間価値をもっ ていると考え られる。

町内の宅地総面積は 4805M2，ζ れに挟まれた道路面積 569M2 ( 幅員

6. 5M) を含めると ，近隣居住空間の敷地面積は5374M2である 。 したが

って町内総人口 159 人( 使用人などを含まず) の日常生活を容れる居住

地区の人口密度はネット 320人/ha，グロス 287人/ha，となり ，現在日日

発されている中周集合住宅団地( 公団の場合) の 300人/ha と比較する

とl町内がどの程度高密であるかがわかる 。

また町内の容積率は現況でネット 114. 45' ぢ，グロス 102. 296 ( 付属家床

面積を含む) となり ，前記中! 胃袋合住宅団地の容積率l j ) - 70% ，市街地

高層集合住宅団地の l ω - 2∞必と比較すると その空間利用の密度の大き

さがうなずける。

そ して町内の町家はほとんど 2 階造( 新築分 2 戸のみ 3 階造) である
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ζ とを考えると ，乙の乙とは道路オ ープン ・スペースの重要性を意味す

ると同時に ，宅地内書官のオープン ・スペースが極限的にきりつめ られ，

内部化され固有の機能と質を もっ ている乙とを意味している 。

町家の平均的規模については ，敷地面積133. 5M2，建ペイ率( 付属屋

を含むＩは ＶＴＮＶ ＹＶ ， 居住部分の ｬ 階床面高 ｾ ＶＹ Ｎ ＴｍＲ ， Ｒ 階床面右 ｾＵＶＮ 2 M2， 

3 階床面積6. 0M2，延床面積131. 6 M2，付 属屋平均床面積は 1 ，2 階それ

ぞれ 17. 0 M2，4. 山11
2

となり ，付属医を もっ町家 10戸の付属犀平均床而

私は ， 1 ， 2 階それぞれ61. 1 M2， 14. 8M2である ( 付属屋は御蔵，:0-

lilI ，作業脇 ，工場，本堂) 。

居住部分平均延床面積 131. 6M2は公団住宅の平均規模 48M2 ( 専用 1部

分) ( j : 長岡部分は 4 M2) に比較すると ， はるかに大きい床面秘を もっ

ている ζ とがわかるが，家族口数との関係を も含めて考えると ，IIlr家の

場合31M 2/人，公団住宅の場合 14 M2/人となり ，やはり 2. 2倍の規模を

もっている( 平均家族員数は町家5. 3人，公団住宅3. 5人〉 。

前而道路の重要性を考え，道路面積を各町家ICわりふると 15. 8M2;戸

となり ，乙れlζ 接する平均閉口は4. 9M ，奥行は最短1 4 M，最長31 M，平

均27. 5 Mである。平均的な閥口と奥行の比率，細長比は 1 :  5. 5である。

なお純Iflr家風住宅22戸を抽出し た平均敷地面積は 134. 9M2，平均居住

部分延床面積121. 9 M2，付属屋を含めと 143. 9M2であり ，容積率 ( 付属

屋を含む) はネッ トl ∞ 67ぢ，グロス 89. 4% である 。 (つづく)
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万国博跡地開発計画

プロローグ

第 L 章 都 市 人口の策定

1 - 1  都市環境装置からのアプローチ

1 - 2  大阪府地方針画における位置づけ

1- 3  都市交通機関のキャ パシティ

第 2 章 都市機能は何が適当か

2 - 1  世論としての跡地利用情惣

2  - 2  新全国総合開発計画との関連

2 - 3  近畿圏とエキュメノポリス

第 3 章 都市空間構成

3 ー 1 土地利用計画

3 - 2  都市紬計画

3- .  交通勤線計画

1 ・4 環境装置計画

3 -- 5  ｖｏｌｕｍｾ の設 定

第. :0: 建段プログラム

. - 1  建訟年度計画

. - 2  組織と運営計画

• - 3  予算計画

写真一2 プロジヱ ク卜 Na 1

プロローグ 史的風土性にある。いま山崎の天王山を中心に

小竹の葉はみ山もさやに して ，その東西はそれぞれ侵蝕されつつある。

1- 歴史的風土

さやげども 吾は妹思ふ

別れ来ぬれば

柿本人麻呂 (巻 2 ・13  3)  

京の桂の西端，丹波高原の南端から発して南

へ摂津山系と称せられるあたり ，竹林がなだ ら

かな丘陵をおおいつくしている。万葉集の中に

ある「さや」という 音は魂を鋲める意味，とは

折口信夫1 : 市によって定説となっている。 I竹取

物語J は，私たちの幼年期の昔話として ，その

美しさは血肉化されている。京の地理的環境が

日本列島の中において際立つた特質は ，その歴

万国博の敷地もその西端に位置する 。

そもそも万国博の意義は . : I J ，; : 終の跡地利用計

画による周辺都市への戦略的開発へのモ ーメ ン

トとして解した し、。それは ，オリンピックなど

の都市的スケ ーノレのプロジェックト IC共通して

有している現代的意味であろう。万博跡地利用

の方向性は . 1  IC公園 . 2 1ζ 大学 . 31ζ 研究セ

ンタ ー. 4 1ζ 流通センターとある。いにしえの

竹林は公園にし ても 地相 どと変われば ，その風

土は失なわれてしまっている 。 l 日50万人から

ω万人の入場予定者の万博の都市的政境は ，万

博のパビリオンが打ち壊されたあと 瞬時にして

消滅するのであろうか。
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2.  都市としてのポテンシャ リティ

私たちのチームは ，会場基本計画 ，基幹施設

設計 . l J ; 怜施設共同実施設計 ，お祭り広場共同

監理へと ，程々の段階 lζ 参加してきたが，有n¥市

設計からｾ築の実施設矛ｼ監理 Ｑ ＱＺ至る道程をもう

一度逆にたどる乙とによって ，第 1 1ζ ，会場内

』ζ 直銭』ζ 投ぜられた公共投資を検討 し，第 2 に

道路 . 118鉄，私鉄，高速鉄道，下水道，空港，

都市改造などの関連事業を策定し ，跡地の地域

社会における意義を推定する。さらに第 31ζ 新

全国総代IJfl 発計画を含め ，将米への都市D日発の

戦略的t J ; 地としての策定を考察した。

その結果私たちは ，業務部市として 10万人の

収容力の あるオフィス街を惣定し，地下lζ 主IU交

されている基礎施設を活用する。全国の交通ネ

ットワーク体系の中心としての吹田インタ ーチ

ェンジに隣接する近縫 ・大阪の産業の情報的基

地としての性絡を ，摂津山系に述なる千里ニュ

ータウ ンなどの住宅都市群と対応させた。

都ilJ とは一種の装置である。 l つは生理的環

境を人| 尚生活 lζ 合わせて制禦する装置，地域冷

房 ・暖房などに表われる環境装恒を必要とす

る。( ただしアイロニカ J レに今や公害を発生す

る産業という装置があるが。) 1 つは，市民生活

の ｉｾ コで全体と個人をつなぐ場としての装置 Ｎ Ｑ 広

場」であろう。現代における広場は ，装置化さ

れた段邸主体Iの中にその方向性を暗示させる演

出可能の装置を有する「広場性」であろう。さら

にそれは臼然、そのものではなく ，四季の事! t 動を

民族性のII -qζ 生かす「祭」の中に撃と表現され ，

季節の変化を市民 lζ 体感させる人間と生活に深

いかかわりあいを持つ体系化された装置として

のI r i 然性」がある。

さらに ，占n¥di 生成発展の過程は，市民の参加

がなければならなし、。都市形J戎のパースペクテ

ィブを ＧｬｾＩ の官僚段構と産業界が展望するだけ

では . ｾ［Ｈｅ の市民生活に対するＮＯＧ，ｪｓ￯ Ａｊは生まれ得

ない 。今や占;sdi の発展はi ' li 民の直後参加の方法

が，論理的に可能でなければならない。今や跡

地利川は I打民の世論の参加をもってしなければ

ならない 。

第 1章 都市 人 口 の 策 定

1 - 1  都市恵境装置からのアプロ ーチ

今日私たちの生活領域である 1./'，j¥rliJ の大き

なテーマとして ， クローズ ・アップされてき

た都 rlTスプローノレ化現象は，さらに ，人間の生

活環境を阻苦し始めている。乙れらは「公害処

理」というテー 7 として大きく拡大化されつつ

ある。

./'，j i i ! T生活は. l . / ' ，j ¥市人工環境装置」と m然

環境J の11' で展開するものであり ，公害処理と

いる。また都市の地価高騰は ，低密度の広域都

市市街地化を促進する ものである。乙れらは当

然，公共施設装置の要求となり ，無計画K 後手

lζ 廻った公共施設装置の投資は過大なものとな

って いるし，社会資本の莫大な損失である。に

もかかわらず，問題解決には値していない。

現代の都市が求め る「多元J . 1多角」の人間

活動の展開 ，莫大な情報処J 1 I l システム ，システ

ム化を求める都市の諸機能 ，その中で人聞を主

体とした "生活" をする には ，マ クロの視野lζ

立ち ，常に人間をかかけ、た現代都市の人工環境

装 ill 計画が，新しいテーマとなる。

万停会場における人工環境装置 .

日本万国博は ，会場面積330ha の地- 域に総入

場者3. 0∞万人. 休日ピ ークl時42万人を蕊礎 とし

て計画されたが，休日のピーク l侍の50%増加に

対応し得る諸施設機能の キャ パシティを ，持ち

得るものと推定される。したがって乙れらの諸

施設は一つの都市を形成するに値するものであ

る。万国博会場内での人工環境装置を作りだす

源である諸エネノレ ギー， すなわち ，ガス ，電気

においては. 30万人都市の機能を活動させ得る

能力をもっている。仮にほかの既成都市におけ

る諸エネノレギーと比較し た場合 ，冷房 10万人，

給水 18万人 ，ヵコ 39万人， f Uカ38万人 lζ 対する

供給能力を持つ諸機能を有している。

次lζ ，会場内の上記各供給源の諸施設におい

ては ，建 設 Ｑ ｾ の ＵＰＥ を投入しネットワークシス

テムによるフレキシビリティのある計画であ

り，いかなる負荷分布状態にも 11関応でき得るも

のである 。

とくに会場内での特長としては ，情報システ

ムの完備にあり ，データ通信システムを始め ，

通信網のネッ トワーク， 特に非常 H寺における 即

応性は，ほかにみ られない性能を有している 。

今後の都市環涜装置作りにおいて ，もっとも要

求され得るものとしては ，高性能化， 防災対策

などがあり ，そのー撲である情報施設は特に留

意すべきものである。会場内での防災対策K つ

いては ，その一つの大きな諜題である。公害問

題も地域供給システムにより対処され， f E気エ

ネJ レギーの充分なる活用により処理され得る能

力をもっている 。

供給システムについては ，上記のごとく ，事

故，故障による対策を重要視し，分配方式とし

ては ，ネッ トワー 夕方式，ならびにループ方式

がi?十画されている。今回計画された会脇は ，山

地を日日発し ，すべて人工環境による 一大都市を

作りだし， ζ れ らの エネルギー，および分配シ

ステムなどの計ー函はほかに見られないものがあ

る。短期聞に作り得た人工環境のi此大の施設と

図 - 1 許容都市 人口及び

推定床面積

いうテーマは ，都市人工環境装 ii ' 1 の分野からア いって過言ではないと，巴、ぅ。 Ｂ 人 ｾｪ の進歩と調
プローチするものである。 和" のテーマにある進歩を ， 設備機能はかか この計画は数カ月 lζ 渡って本誌に辿載するも

周知の巡り公共施設装置不足のまま κ 展開す げ，情報処理機械をもっ都 di が必要であろう。 のである。読者の皆さまのと芯見を参考にしな

る市街地は ，近年スラムを形成する原因ともな 万国博会切に設置される人工環境装位は図ー がら ， 私たちは研究を進めたいと考えますの

り，さらに公共施設装置の過当な裂求となって 1 のどとくである。 で，積極的など意見を歓迎いたします。
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8 6 設 備 部 門

消 防 法
A. .  

寸3 と 火 災 感 知 器
田 中 隆 夫

1 . は じ め に

火災感知器が開発されて利用されるようになった歴史は意外と古く ，

大正初期に始まる。古い大きなビノレなどで設備されているものを時折り

見るととがある。昭和35年消防法の大改正が行なわれ，昭和36年 4 月 l

日より施行された消防法施行令，同施行規則により ，その他の消防用設

備とともに火災感知器( 自動火災報知設備) の設置が義務化されたが，そ

れ以前は一般に義務的でなく ，大都市以外においては法規制もなかった

ので，その普及はす 乙ぶる低調であったといえる。( 1  部，保険料率の

割引対象として ，損害保険料率算定会の規則によって設置していた) し

たがって ，昭和36年新法の施行によって ，本当に火災の早期発見の必要

性が強く感じられ設置の義務化に伴い ，現在では広く普及してその設置

が見られ，大方，認識もされていると乙ろであろう。本年 3 月にはさら

にまた，消防法令の一部改正強化が行なわれ( 本誌 6 月号 Iζ 概要掲載)

とくに瞥報設備Ｈ自動火災報知設備 ， 非常ｾ報設。 ｾｉ ｩＩについては従前に比

し，きめ細かな規制の強化が行なわれている 。なかんづく感知器に つい

ては従来，感熱式感知器のみを用いたものであるが，さきに続発した旅

館 ，ホテ J レにおける火災の悲惨な事例に見るどとく多数の死者をだした

乙とにより ，より早く火災を発見する ζ と，すなわち ，煙の発生した l時

点でこれを キャッチする煙感知器を設置する乙 とも義務づけ られたので

ある。乙乙 tζ 消防法令の改正 lζ 関述して ，火災感知器 ，つまり自動火災

報知設備についてその概要を記 し，本設備の設計，施工上参考となり，

役立つな らば幸甚と思う次第である 。

2. 自動 火 災 報 知 設 備 と そ の 構 成

自動火災報知設備とは ，自動的に火災の発生を当該防火対象物の関係

者ーに報知する設備であって ， 感知器および ｐ 型受信機または感知ｾ ， 中

継器および P 型受信機もしくは R 型受信機で構成されたものをいうので

ある。( 昭和44年 3 月31日自治省令第 4 号火災報知設備に係る技術上の

規格を定める省令。第 2 条用語のZ主義による。)ζ 乙で感知器とは火災に

よって生ずる熱または火災によって生ずる燃焼生成物( 煙) を利用して

自動的に火災の発生を感知し ，乙れを受信機 lζ 発信するものの乙とであ

る。燈感知器( イオン化式，光屯式のもの) については ，従来，感熱式

感知器と同等以上の効果があるものとして特例』とよりその使用を認めら

れてきたのであるが，今回の法改正，ならび1ζ 技術規格の制定により ，

A置)l] 念

匂初よJ!..

煙車足型，，- f 充 電 式. ( 〆之 S オ官)

」イ わ/c>'C. ( /  Z.J 符 J

「黙電量t;;: ( メ 2 弓 品、

ｲ ｾ 同盟 Ｔ 刊 I / . - ' .  ｾ 司 ｪ

重動式、 L V tぜ氏 ( /. 2. J 却}

ｌ λ ポ ァ ｬ 型 Ｍ ＡｅＺ ｾ Ｍｦ ｾ［ ( メ之 刈 J

「 λｒ ・ ッ ｊ 変ー ＭＯＨｾＯ ， ，， Ｇｩ｜ ( 草子 /... -(1) 

ｉｕ￡ｾ 七 Ａｩｊ，ｶＮ 卑型 ＭＧＩ両 党制丸 、｛符 μ 柑 Ｉ

乙んどは正式に検定を受ける乙とになり ，合格品を技術上の蕊準に従っ

て設置する乙ととなったのである。自動火災報知設備の設置方法に l対す

る基準( 技術上の基準) は，消防法施行令第21 条第 2 項，ならびに同規

則第23条および第24条に規定されており ，その構成は大要次のようなも

のである。すなわち ，感知器，受信機，ベノレ( 笹報) . 屯源( 常用7U源

と非常IU源、が必要) およびとれらを給ぶ配線ならびに導通試験装置によ

って構成されている。( 表一 1 および図一 1)  

(→ 感知器の構造 ，機能

ア 差動式スポット型感知器はその周囲温度が一定の温度上昇率以上に

なったときに作動するもので ，局所の熱効果によって作動する型式のも

のであり ，感知器の内部は図 2f C 示すような構造になっている 。温度

が変化する場合の感圧室の空気は感知器の周囲の温度変化に伴い，膨張

または収縮し，それに伴ってダイヤフラムが伸縮し接点を閉じ ，感知器

が作動するのである。またリーク抵抗は非火災報を防止するために設け

られている。

イ 差動式分布型感知器 (空気管式) は ，その周聞温度が一定の温度上

昇率以上になったときに作動するもので，広範凶の熱効果の累積によっ

て作動する型式のものである。作動原理は前述と同じく，スポッ ト型の

感圧室f C 相 当す る受熱部が直径 1. 94 ミリの銅管( 空気管と称する) であ

り，タイヤフラム ， リーク抵抗および接点機構を備えたものが図- 3に

示す検出器である。乙の感知器は瞥戒しようとする部分の天井または床

面下の四周に空気管を張りめぐらし ，その両端を検出器 Iζ 接続している

ものである。よく検出器の乙とを感知器といい ，感知部分としての中空

銅管を空気管と称しているが，消防法令では検出器を含め，とくにとの

空気管の乙とを感知器と称している。ーコの検出器に対する空気管の接

続長さが余り長くなると非火災報を生じやすいので，消防法令で乙れを

l∞m以下としなければな らないと規制している 。

ウ 差動式分布型感知器 (熱電気式) は ，熱電対部 ，すなわち ，熱容日

の異なる温接点と冷接点 とからなる熱' l ll 対を数対直列筏続したもので ，

乙れf C 温度をあたえると回路K 起屯カが生ずるというゼーベック効果を

利用したもので，線状をした熱定対部と検出器( メータ ー リレー) とに

よって構成されているものである 。 ( 図- 4)

エ 定温式感知器 ( スポ ッ ト型) は， ー局所の周聞の温度が一定の温度

以上K なったときに作動するもので ，電線状以外のものであって ，半導
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体を利用したものと金属の膨張を利用したものとの二種類があり ，前者

の場合は一定の温度以上になると抵抗値が急激に減少する半導体の特性

を利用したものである。また後者は金属膨張( パイメタノレ) を利用した

ものである。( 図- 5)  

オ 定温式感知器 (感知線型) は ，一局所の周閉温度が一定の温度以上

になったときに作動するもので外観は図- 6のごとく電線状を示してい

る。乙れは二本の ピアノ 線を一定の温度で溶ける物質( 可溶絶縁物，ホ

ロウ合成樹脂) で電気的に絶縁して ，よりあわせたものである。

カ 補償式スポット型感知器は，一局所の周囲温度の変化によって感度

が変化する もので，差動式および定温式感知器の性能を有 している もの

である。( 図- 7)  

キ 煙感知器 ( イオン化式) は熱を受けて作動するものではなく ，燃焼

生成物の微粒子によって作動するもので，姿業と しては放射源( ラジウ

ム，アメリシウム) を使用している。乙の感知器は，放射線源の放射する

アルファ線が空気分子をイオン 化するのを利用する もので，構造は内部

イオン室と外部イオン室からなり ，内部イオン室 ICは燃焼生成物は入ら

ず，外郎イオン室にのみ燃焼生成物が入るようになっている。作動原理

は内部イ対ン室および外部イオン室を通じて直列 lζ 氾圧を加え ，電流を

流しておくと外部イオン室に入った燃焼生成物のために ，外部イオン室

の空気のイオン化作用が妨げられ屯流が減少する ，乙のfE流の減少をキ

ャッチして屯気的』ζ 笹報を発するものである。煙感知器は高い電圧を使

用している乙とで，受信機は特妹なものを用いる( 中継器) が，最近はと

の受信機を使用しないで( 中継器不用 ) p 型受信機の回路K 接続できるよ

うに特殊回路を内蔵したイオン化式煙感知器が開発されている 。(写真)

ク 煙感知器 ( 光電式) は爆は進入するが，周閣の光は進入する乙との

できない構造の極I ( ラプリンス) に大気中の煙を導入し，光源ランプに

より煙粒子に光を! 照射して ，反射光線のみをフオットセノレにより検出し

その出力を屯気的 lζ 増幅し火災信号を発するものである 。煙感知器の感

度は， その種別( q歪， 2 種，3 種) K応じ ，濃 度 ( 一定の距縦を置いた送

光郎と受光部との聞の煙 lζ より光の強さがランベルトの法則 lζ 従って減

る乙とを利用して減光率 (( 1 m当りの 96)) で示す。乙の場合にお いて ，

光源は色温度 2，800 度の白熱屯球とし ，受光mi は祝感度に近いものとす

る) ｋ が Ｕ ＭＲ Ｐ の煙を 含む空気 ｬζ 触れたとき ｾｉＺＺ 諮杭型Ｈ煙の蓄積による

作動の有無 iCより区分するもの) のものにあっては30砂庄 内，蓄償型の

ものにあってはe f J 秒以内で、作動し ，濃度 2. 5- 10 の煙を含む空気K 触れ

たとき 5 分以内では作動しないものでなければならないとされている 。

同 設置の基準

取付け面の高さと感知器の極別は別褐 表の2.3.4 とされている 。感知

器は必ず l の感知区域( それぞれ壁または取付け面か ら0. 4メー トノレ ((差

動式分ィn型，煙感知器は 0. 6 メートノレ』以上突出した梁なとによって区

画された部分)ζ とに設置しなければならない。またスポット型感知器は

表3.411J の数字の床面般に l コ以上を，煙感知器でローカおよび通路に設

けるときは歩行距離30メート ルにつき l コ以上 ，階段傾斜路 lζ 設けると

きは垂直距離15メー トノレにつき l コ以上を設置する乙とになっている 。

3. お わ り に

以上 ，消防法令の改正 Icl 対述して白動火災報知設備の概妥について記

してみたのであ るが，他の消防片j 設備とともに ，その必要性は極めて豆

裂な乙とであり ，火災の早期発見 ，初期消火，避難のための設備は欠く

べか らざるものであり ，その設置に当つては ，より有効に適切でなけれ

ばならず ，また常に点検，整備につとめ適正に維持されなければならな

い。そ してこれらの設備のもつ機能を有事に際して遺憾なく発陣して ，

その目的が達成されるならば火災による被害は経滅され，尊い人命が保

護されるであろう乙とが期待される 。
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- 建築データシー トをより ー厄ど活用 いただくために ，第 1 回よ り第18回 ( 建

築 と社会 ・8 月号附録) までの ， 発行全、ン ート (408 シート ) の目次を作成

いた しまし た。本誌より切取ってど利用下さい。

・目次は ， i A. 仮設工事J ｾ＠ i X. 特殊工事」の24工事!買に ，各工事の細目

次および整理番号，製品名 ・工法名 ，会社名を掲載してお ります。

・建築データーシート は，tlXJ シー トを発行目標に乙んとも編集作業を継続 し

てお 乙ないますので，会員各位のど協力を お願い いします。
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麻生フォ ーム

クリ ート附
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ポ リゾー J レ与 1 .:; 2 ・他
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サ ン エ ス 石 膏 側

中 外 商 工 側

{ 美 州 興 産 側

中 外 鉱 産 側

恒 和 化 学 工 業 側

東洋カラ ー・コ ンク 側
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近 江 化 学 陶 器 附

附 上 山 製 陶 所

佐 治 タ イ J レ 附

側 大 仏

側 恭 山 製 陶 所

談 陶 側

日 本 タ イ ル 工 業 側
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4 ・2 ・1 特殊スレ ート

5.  波型合成樹脂板
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6. ルーフドレン

6 ・1 ・1 J レーフドレン Y M式 ・ルー フドレ ン

7. 合成樹脂雨とい

7 ・1. 1 合 成 樹 脂 雨 と い エ ス ロ ン 雨 と い

7 ・1 ・2 f) キ ロ ン 雨 ど い

8.  ベンチレータ

8 ・1・1 ベンチレータ
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8 ・1 ・3
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2. タ イ ル 工 事

花 関

大 理
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可 動 間 仕 切6  - 1 ・1

側 中 川 ラ ス 段 作 所

側 奥 村 軍 兵 衛 商 応

近 藤 金 属 工 業 側

側 マ ン テ ン

森 村 金 属 { 附

ンア
ンーマ側

ハニウオール

( 可動! 出仕切)

マンテン i K 1  L DJ  

史( 乾式逃音軽量間仕

切堕)

寺岡オ ート

ドアエンジ ン

ナプコ L S 型

ド7 ーエンジン

6  - 1  - 2  

7.  オペ レータ-

8. 自 動 扉

8 ・1- 1 自 動 扉

6  - 1・3

( 附 協 和 型 作 所

ア ト ラ ス 産 業 附

[備 中 博 光 商 庖

エ ス エ ム 工 業 側

側 中 博 光 商 庖

寺 岡 オ ー ト ド ア 閥

日本エヤ ープレー キ 閥

扉殊

8  - 1・2

9. 特
ニ ッ コ ー 機 工 附

協 和 自 然 換 気

レジスター ・ガラリ

アトラスノンスリァプ

ハイステ γ プ

( ノンスリッ プ〉

S M カー テ ン レ ール

オ パール印

天井床点検ロ

ニッ コ一 式

マンホー ル各種盛

モリソンピクチ ャー

レール/ 他金具

カーテンレー J レ

そ の 他

1 ・3- 3

1 ・4 ・1 軽量鉄 )'r 下 地

1 ・4 - 2  

1  - 4 ・3

1  - 4  - 4  

2. 一般附属金物

レジスター ・

2  - 1・l f

カ'ラ リー

2- 2 ・1 ノンスリップ

2 ・2 ・2

2 - 3 ・1

2- 4 ・l

一- ・・. 一
.・一 一.

.  
・ -

:  .. ｾ＠ l  

'.・ .. -

2 ・4 - 2  

附

附

凶

附

子

子

子

司

硝

E

ν

 

i

M岨

-

7

1

ト

本

ン

旭

日

セ

，
E

E

，
屯

B

E

目
、

77  

側 ゴ ー ル

昭 和 金 属 工 業 側

日本ドア ーチェック

' " 造附

{ 日 恵 機 材 閥

日 本 電 気 精 器 側

三 栄 建 材 工 業 側

帝 金 l鴎

側 協 和 製 作 所

デンセイオ ートヒン ジ

三 栄 ピ ポ ッ トヒンジ

帝 金 ピ ポ ッ ト ヒ ン ジ

協 和 ド ア ー ハ ン ガー

フ ロ 7 ー

ヒ ン ジ ・

ドア チエ γ ク

戸 別

金 物

S  S  S プラ ス タ ー

E .M アートフロ アー

タフコンカラ ー/

スチ - )レ

トル ギ ノ ー ル / 他

カラーコン ク ・

テ Y コン/ 他

梅 彦 の 繊 維 盛

シン コ ー の 繊 維 墜 材

セイコーの繊維壁材

/ 他

日本滋維塗料の銭維堕

ニ ッ ペ キ の 銭 維 墜

rJ 士 川 の 繊 維 壁 材

ネォ，マ - J レス キ ン

共栄バー ライ トモ ルタル

ト
d

q

 

-
フ

装

付

の

の

和

敏

パ

吹

そ

浪

内

l

寸

J

J

J

1

l

d

J

4

5

6

1

J

外

1

2

3

4

5

6

7

8

・1

そ

寸

1

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

4

4

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

 

4

a

'

'

A

胃

A

'

A

1

A

'

A

'

A

'

A

胃

A

唱

A

'

A

'

A

'

A

'

A

n

γ

ι

η

L

内

4

η

る

の

4

η

L

n

4

。
，

u

。

，

白

内

4

内

《

u

q

d

富 士 法 ラ ス シ ー ト

ヤマリプ ・Y M式

ラスチャンぁ J レ

中川式ダイヤラス ・

鉄筋ラス ・ラス γ ート

日 進 式 軽 量 鉄 骨

M K式 軽量 鉄 骨 下 地

マン テン不 - ) レロック

・エコニースタ γ ド

モ リ ソ ン 軽 鉄 下 地

強 力 ガ ラ ス ド 7

ゴ - J レド ア ロ ッ 1

昭 和 ド ア ロ γ デ

ニ a ースタードアチェ

ック ・フロア ーヒ ンジ

10- 2 ・1

10- 2  - 2  

10- 3 ・1 911用付属金物

10- 3  - 2  

ｾ ｉ＠
10・4 ・1

付

扉

金 物

前

神 鋼 ノース ロ iノ プ i槻

側 岡 島 順 三 製 作 所

側 中 博 光 商 広

{ 住 友 商 事 側

京都ダイ カスト工業附

殊持

具

錠

タジマフロン

テ ィ7 18- 8

中時光アルミ

ビニール手m

7 ルフロア( 帯電防止

自由窃げ床装置)

殊 金 物

ステンレス

製品

7  J レ ミ 観 品

内
一
“

特

パ
A

q

o

'

i

 

q

d

a

n

-

-

d
宅

4 ・2 ・l

4 - 2 ・2

9  - 1  - 1  

10. 建

10- 1  - 1  

10・1 ・2

¥...j  

側

側

側

属

業

業

金

エ

産

村

}I I  

宅

滋

菊

安

菊 川 ア ル ミキャス ト

フレタサラム ・

サンルーパー

神鋼ノースロァプ ・

サンコントロ - J レ

装 金 物

化 粧 金 属 桜

サ ン

コント ロール，

2  - 4  - 3  

3. 外

3 - 2 ・ 1

3 - 3 - 1 
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繍

八幡工コンスチ ール側

側

庖

庖

業

業

商

商

エ

工

村

村

飯

晃

宮

宮

新

制

側

側

鋼

ベストッ プスノマン ドレ

J レ・J マオ・ J レ

アー トポ ンド ・

ユニポン ド

T ライン天井シ ステム

/ 他

マ ー ベ ロ ン

シン エツ大口径パイプ

. ポリスクル ドア/ 他

製 品金2 - 6- 1 

2  - 6  - 2  

2 ・6 - 3

2 ・7 - 1

2  - 7  - 2  

制

問

側

側

子

子

子

司

硝

F
a
ν
 

i

板

-

フ

i

;

ト

2

ン

本

師

品

目

セ

目

、l

l

r

E

B
J

事

叡 硝 子 111

"  121  

特 殊 ガ ラ ス /

二次加工品

NE Gガラスプロック

エ子O. 硝

1. 硝 子

1 ・1 - ] 板 状 硝 子

1  - 1  - 2  

1 ・1- 3

1 ・2 ・1 成 型 品 硝 子

2. 有 機 硝 子

2 ・2 ・1 成 型 品 樹 脂

合成樹脂殴品

気 筒 子 側

常 盤 レ ザ ー 工 業 側

( 丹 治 商 事 側

丹 治 加 工 限 紙 側

(， 、 マ 化 成 側

l 吉 村 産 業 側

事R. 雑

ロ ス

パインプル ・

，マイン 7 スマ

リンデン壁紙 /

テク ニカ ラー

ハ マウッ ドシー ト/

タイル

エ

物織&:， )11 側

み

他

・

/

ン

張

テ

子

一

椅

カ物織島

}

1

H
F

 

一・・・.
〆 ・.  

¥ .. '  

・.・ー・'

側 林 健 三 商 庖

日本エスエス管工業側

側 イ ト ー キ

蛍 側
T  産光

HA Y A S HI  

鍵 保管 箱

パ イ プ 製 家 具

イ ト ー キ カ ウ ン タ ー

レイプロット劉品

( 政射線防護材〉

1. 壁 紙 ・ク

1 - 1- 1  壁 紙 ・クロス

1  - 1 ・3

2. 敷

3. 力

4. ブ

5. 金

5  - 1  - 1 金

6. 家

6  - 1  - 1 家

7. 調 理 器 具

8.  チヨーク ボ ー ド

9.  ダスト シユー ト

10. 放 射 線 防 護

10・1 - 1  放 射 線 防 護

11 . 蔀 便 受

12 . 接 着 剤

12・1 ・1 筏 着 剤

三 a レ イ ヨ ン 側

事

物 ・ た た

ー テ ン

カ ー テ ン

ラ イ ン

庫

庫

具

兵

1  - 1  - 2  

川 上 塗 料 側

関 西 ペ イ ン ト 側

神 東 塗 料 側

大 日 本 塗 料 側

東 亜 ペ イ ン ト 側

日 本 ペ イ ン ト 附

日 本 油 脂 [ 欄

1欄 小 西 1揖 助 商 庖

側

サン スター化学工業側

事工部

装

他

美

の

全

7 タ リ ラ イ

油性調合ペイン ト/

合成樹脂謂合ペイント

さ ぴ 止 塗 料

さ ぴ 止 塗 料 /

金属前処理塗料

トタンペイント/

アルミ ニ ウムペイント

フェノ ール樹脂塗 料 /

7 (1 ; レ酸樹脂塗料

ラ ッ カ ー

アミノアルキド脂樹塗

料/ ポリ ウレタン樹脂

塗料

塩化ピニル樹 脂 塗 料

エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料

タールエポ キ シ樹脂鐙

料 / 塩化ゴム塗料

エマ J レγ ョンペイント

砂 壁 塗 料 /

外装リシン状塗料

合成樹脂調合ペイント

/ 金属前処理塗料

さ ぴ 止 塗 料

トタ ン ペ イ ン ト /

7; レミニウムペイント

建設機械用高性能エナ

〆 ル / フタル酸樹脂塗

料

7 ミノアルキド樹脂塗

料 ( 常温硬化型) / ラ

ッカー

木邸周ポリウレタン樹

脂塗料/ 金属用 ポ リウ

レタン樹脂塗料

合成樹脂ヱ マル ション

ペイン ト/ 外装リ シン

状塗料

盗化ピニル 樹 脂 塗 料

アルミ材用塗料/ 鍾燃

性塗料/ 防カピ塗料

工装P. 塗

般 塗 料

一 般 塗 料

1  .  

1- 1 ・1

1 ・ 1 - 2  

1  - 1  - 3  

1  - 1  - 4  

1  - 1 ・5

1  - 1  - 6  

]  - 1  - 8  

1  - 1  - 9  

1  - 1  -10 

1  - 1  -11 

1  - 1  -12  

1  - 1  -13  

1・1・14

1  - 1  - ] 5  

1 ・1 ・7

セ メ タ' イ ン

建 築 用 接 着 剤 ポ ン ド

ン

ト

イ

ン

ダ

メ

メ

セ

剤

セ

剤

ン

若

者

ギ

接

接

ン

用

問

べ

築

築

述

磁

12・1 - 2  

12- 1  - 3  

13 . 保

14. そ

ロ ソ ダ ペ イ ン ト ( 附

1  - 1  -16  

1  - ] ・17

1  - 1 ・18

1  - 1  -19 

八幡エコンスチ ール側

日 本 ヒ ュ ー ム 官 側

エ コ ン フ ェ ン ス

NH ヒュ ー ム 管 / 他

Ａ ｾ Ａ＠ ｾ 川上塗料外上紀 Ｖ 社
121  f  

( 附 林 生 設 庖

茶 谷 産 業 側

殊 塗

セキューレ ート

( 結露防止剤)

料特

1  - 1 ・20

1  - 1  -21  

2. 特 殊 塗 料

2  - 1  - ] 特 殊 塗 料

2 ・ 1 - 2  

2 ・1 ・3

3. 塗

，" - -
r 、

・ .
・. ....

事工気

東 洋 リ ノ リューム 附

事

日 新 宿 権 側

大阪 ｾ圧器 棚

ダイハツディーゼル側

{闘

附

{ 太 洋 電 機 工 業 側

岡高村I t t 機 製 作 所

{ 日 泌 電 織 側

森 井 電 業 側

三 洋 電 織 附

{ 東 京 芝 減 電 気 附

東 芝 商 事 側

三 菱 電 織 附

S . 外

1 . 造 園

2.  運動場、遊戯施設、運動臭

3. 図 陣

3 ・1 - 1 関 陣

4. 道 路

4  - 1  - 1 道 路

5. 噴 水

6. ポ ー ル

T. 電

1  . 受 変 電 機 器

1  - 2  - 1 堅手Th 日 制 圧 閉 鎖 配

1 ・3- 1 変 圧 器 変 圧

2. 予 備 発 電 機

2 ・1 - 1  予 備 発 明E 機 ディ ーゼ ル 発

3. 蓄 電 池 、 充 電 器

3 十 1 芸 E  E  婿鑑蓄 電 池 ・整 流 器

3- 1 ・2 蓄 電 池

4. 配分電盤、操作盤

4  - 1  - 1 配 電 盤 配 電 盤 ・監 視 盤

4 - 2 ・1 動力機作盤、

分 電 盤

5. 照 明 器 具

5 ・1 ・l 照 明 器 具

5 - 1 - 2  

5- ] - 3  

5 - 1 ・4

6. 舞 台 照 明

6  - 1  - 1 舞 台 照 明

盤

器

設 備

他

地

.tu 
1長

本

湯

目

盤

サンヨーカドニカ

誘導灯

東 芝 陥 光 ラ ン プ

東 芝 S C R 認 光 装 位

三菱空調形蛍光灯器具

間 島 応 用 化 工 側

東 洋 リ ノ リ ューム 附

払i 井 ビニー ル 工 業 側

日 新 工 業 附

高 砂 ゴ ム 工 業 側

回路ゴムタイ ル商事側

動 力 銀 作 盤 、分

附

昭 ! 日 特 殊 合 板 附

( 東 洋 綿 花 側

，.  - ケ ン 工 業 側

ゆ た か 木 材 工 業 側

浪 速 合 板 附

住 友 ベータ ラ イ ト 側

目 立 化 成 工 業 側

旭 7 ァイパーグ ラス側

材木丹伊

附J レ
ナグ

， {  

シーリ ングスポッ トラ

イト ・フ γ トラ イ ト

舞台照明

( R C L 調光装置)

側 松 村 電 機 E自 作 所

扇

扇気

気

換

l
-
-
s

・
l

・-

{
.

 

• 
h

A

F

 

-

-司

J

・.

-

j

・

•• 

，

 

.••
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附

側

日 本 ア ス ベ ス ト 側

旭 化 工 仮 製 造 側

機

側 悶 岡 信 号 機 製 作 所

電

t留

宇宇

ｾ＠

‘"-

*  

扇

扇

置

気

気

装

換

換

洋

芝

司之

東

表

置

備

器

器

装

設

R

一
一
小

ι
3

声

話

表

6 - 1 ・2

7  . 換

8. 拡

9  . 電

10. 表

鉱 物 質 坂

2  - 4  - 2  

2 ・4 - 3  

2 ・4 - 4  

浅 野 ス レ ー ト 側

( 間 島 応 用 化 工 側

三 星 ロックス ター 制

大 路 工 業 側

ニ チ マ グ 側

日 東 紡 鎖 倒

俄 斐 川 電 気 工 業 側

側エ化成大

リノリュ ーム ・

リノタイ J レ

三星印プラ ステ γ ク床

タイ J レ

マチコ V ・マチコソ 7

ト・マチコ 5

7 タビ? ソフ トタイ J レ

マルエス印

日新床タイル

高 砂 ゴ ム タ イ ル

日 満 ゴ ム タ イ ル

T OPモザイヂバーケ

ァト ・7 ロー リングプ

ロ γ タ

ア サ ヒ フ ァ ン シ ー

トー ケン ニューグプレ

ゆ た か 7 7 ン シ ー

ビデオン 7 ァンシ ー

/ 他

メラミン樹脂化駐仮

「デコラ」

目 立 化 粧 品 医

グラスロン ・

J レー 7 ボード

タイセイスタイロボー

ド・ブルースターボー

ド・J マ不 ;v

ア ス ベス ト ラ ッ ク ス

ユ ニ オ ン ボ ー ド/ 他

浅野バーライトボード

・浅野パーライト 吸音

板

三 星 ロ ッ ク ス タ ー

グ イ ロ ー ト ン

うずし! お不燃ボード

ミ ヰ ラ 一 ト ン

イ ピ タ' イ ナ

工装

装

Q. 内

1  . 床 材

リノリューム

1  - 1 ・1 系

1 ・3 ・1 合 成 樹 脂 系

1 ・3 ・2

1  - 3・3

1 - 3 ・4

1 ・4 ・1

1  - 4  - 2  

コ. ム ・

合 成 ゴ ム 系

1  - 5 ・1 木 製 品

2. 壁 ・ 天 井 材

2  - 2  - 1 合 板

2 ・2 - 2  

2  - 2 ・3

2  - 2  - 4  

2- 3 ・1 イじ

2 ・3- 2

2  - 4  - 1  

板粧

不 燃 吸 音 仮2  - 5  - 1  

2 - 5 - 2  

2 ・5- 3  

2- 5- 4 

2 - 5 ・5

2- 5 ・6

78 



6. 空 気 清 浄 機

6 ・1. 1 電 気 集 邸 織 三 菱 電 機 集 腹 織 三 菱 電 機 側

6 ・2. 1 窓 気 P 過 機 空 気 炉 過 機 { 日本 エアー フィルタ ー側

l 進 和 貿 易 側

?  .  ハンドリングユニ ット

7 ・1 ・1 ハンド リング ダイキン ・ヱヤハンド

ー γ ト リングユニ γ ト

キムコ ー ・エヤハ ンド

リングユニッ 1・

7 ・1. 3 三菱電機 ・エアハ ン ド

リングユニット

8.  ファンコイルユニット

8 ・1. 1 7 アンコイ Jν シーズン マスター ( 7

ニ iノト アンコイルユニ γ ト)

8 . 1 ・2 7 アンコイ J レユニット

9.  インダクションユニット

9 . 1. 1 インダクショ インダクションユユツ

‘ ユニァト ト/ 他

10 . パッケー ジ型空調機

10・1. 1 大 型 目立パッケ ージ型

空調機

11. 空 調 自動 制 御

11・1 ・1 空調 自動制御
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ダ イ キ ン 工 業 側

側

側

附

側

機

機

機

業

工

電

ヱ

エ

村

望昆

村

晃

木

太

新

7. 1. 2 
八 木 ア ン テ ナ 附

大 阪 遊 雷 針 工 業 側

大阪クロ ード

不オン電気附

針

サ イ ン

'" 
w  遊

ネ オ ン

日新ピル用

監視制御機器

{附業エ晃新

側機新日

{ 側 目 立 慰 作 所

大 阪 目 立 冷 機 側

附 東 京 計 器 製 造 所

オートスキャン A

空調監視制御装置

システ ム 6 J  

中央監視装位

側目旨樹菱

u. 給排水・ 衛生 工 事

槽

水 槽

濯 装 置

ン プ

ポ ン プ

三 菱 樹 脂 ヒシタン ク

水

・
1

洗

ポ

・

1

1

1

 

4

・a

，A

9
ι

内

4
u

q

u

11. 1. 2 
エハラ S 型片吸込

渦巻ポンプ/ 他

ポインタ ーフリ ヲト

水中 汚水汚物ポンプ山

11 {2J  

山 武 ハ ネ ウ ェ ノ レ 側

側タ マ リ 7

:rJ! 洋オ ーチス ・

エレベ- ; 9 ( 倒

ロ 士 愉 送 織 工 業 側

側 目 立 製 作 所

三 菱 電 機 側

規絡型

タマリフ ト/ シャフ ト

東 洋

オーチスエレベ- ; 9

2 土紛送織

エレベータ/ 他

目 立 昇 降 設 備

三 菱 エ レ ベ ー タ

三 礎 工 ス カ レ ー タ

規格型荷物用

(Frei ght ) エレ ベータ

l
-
-
--

-B 

・l

l

・

-~

・

・

~

2 ・1・4

3. 舞 台 設 備

3 ・1 ・1 舞 台 設 備 三 精 舞 台 装 置

4. 屋内コンペヤー

屋内

4 ・1 ・1 コン ベヤー チ エ ンリ 7 ; 9ー / 1也

4. 1 . 2 カ ー ド ス ラ イ ダ

5. エ ヤ ー カ ー テ ン

エアカーテン

5 ・1 ・1 エアカ ーテン J  

カマクラコン，マクタ

6. 電動式ゴン ドラ

電動式

6 ・1 ・1

ゴンドラ

?  .  エヤーシューター

昌 司 ー

7 ・1 ・1 - ; "ュ - ; 9ー 上 野 製 作 所 気 送 管

8  . そ の 他

三 洋 輪 送 機 工 業 側

新明和バーキン グタワ

一/ パ レコン パ ータ 新 明 和 工 業 側

新明和二段式駐車義也 Z

パーク/ タ ーンテープル

新明和 ロープ式 自動車

用エレベータ ・油圧式

自動車用エレベ- 1 '

油圧式ターン カーリ フト 大 光 工 業 装 備 側

第

備設械w. 機

1. 昇 降 機 設 備

1 ・1 ・1 昇 降 機 設 備

側 荏 原 型2 作 所

新 明 和 工 業 側

洋 電 機

巴 商

オリエンタルチエン

工 業側

業 側

三 勝 輸 送 織 側

工

1 ・1. 3

1 . 1. 4  

1 ・1. 5

1. 1 ・6

1  . 1. 7 

2. 機械式駐車設備

織 械 式

2. 1 ・1

駐 車 役 備

2 ・1. 2

1. 1 ・2

附

東 洋 陶 器 側

側 淀 川 製 鋼 所

11 . インターホーン

12. 電 気 時 計

13 . 火 災 警 報

14. 自 動 車 管 制

14・1. 1 自 動 車 管 制 日本信号駐車 場

信号管制装置

15. テ レ ビ

15・1 ・1 テ レ ビ 八 木アンテナ ・テレビ

共同聴観システ ム

16. 避 雷 針

16・1 ・1 避 m 針

1 ? ネ オ ン

17・1 .  1 ネ オ ン

18. そ の 他

18・1 ・l そ の 他

閥

会

三 洋 混 水 ポ イ ラ

巴 ボ イ ラ

トートライト，マス

( F R P製)

ド パ ス

3 . 1. 2  

3 . 1 ・3

4. 温水ボイラ -

4 ・1 . 1 i晶水ボイラ ー

4. 1. 2 

5. 湯 沸 器

6. 太 陽 熱温 水 器

7. 浴 槽

7 ・1 . 1 ポ リ J イ ス

2 . 1 ・3

西 原 ネ オ 工 業 側

側

備 附

附

側 小 島 民 作 所

物

器

鈎

富 士 厨 房

陶

百

洋

福

東

ヨ

西 原 ・ネオ 浄 化 そ う

S F式 ・

マンホ ールカ パー

建築衛生設備用

排水器材

厨 具

具

器

器

房

生

7 ・2 ・l ホー ロ- / マス

8.  ユニ ッ ト便 槽

9. 浄 化 槽

9 ・1 . 1 浄 化 淘

10. さ く 泉

11 . 消 火 装 置

12. マ ン ホ ー ル 類

12. 1. 1  マン ホール頬

13 . 塵 芥 処 理 設 備

14. 厨 房 器 具

14. 1.  1 厨 房 器 具

15. 衛 生 器 具

15. 1 . 1 衛 生 器 具 衛

16. そ の 他

16. 1. 1 そ の 他 側 鎌 倉 製 作 所

三 精 コ ン ベ ヤ 側

1 . 断

1  . 1・1

1 ・1 . 2

2.  防音・防振材料

3. プ レ ハ ブ

4. 実 験 用 器 具

4 ・1 ・1 実 験 用 器 具

5. 模 型

6. 製 図 用 具

7. 青 写 真

7 ・1. 1 背 写 真 背 写

7. 1. 2  図 面 管

8. 調査、測量、 土質調査

関 ヨ ｾ Ｎ 測量
8 . 1 . 1 土 質 調 査 . 地 質 調 査 ポ ー リ ン グ

9. テ ン ト

10. プ ー ル

10. 1. 1 プ ー ル

11. 建 築 写 真

12. そ の 他

l崎 上 野 製 作 所

{ 音 熱 化 工 附

三 菱 江 戸 川 化 学 側

八 幡 化 学 工 業 側

側 三 英 製 作 所

DA L T ON ドラフト

チャン J マー/ イ也汽 車 製 造 隣

昭 和 鉄 工 胸

高 砂 暖 房 器 開

ｲｾ＠写内 外側其

恕

閥 前 国 鉄 工 所

汽 車 製 造 側

側 平 川 鉄 工 所

側 巴 商 会

A 3 型/ F R形

鈎鉄製温水ポイラ

昭 和 ポ イ ラ

高砂

セタショナ J レポイラ

前 回

セクショ ナルポイラ

K S 形炉筒煙管ポイラ

M P ポ イ ラ

巴 ポ イ ラ

1 . 1 . 3  

1. 2 ・1 吸 収

2. 冷 却

2 寸 ー1 冷 却

2 . 1. 2 

2 ・1. 3

3. ボ イ ラ

3. 1. 1 鋳鉄I ' . ! 分割式

3 . 1. 2 

3. 1. 3 

3 . 1. 4  

3. 2. 1 短 水 管 式

3 ・2 ・2

3 . 2 ・3

4. 放

{同Jl r京 ソイルリサーチ

器熱

安 宅 建 設 工 業 側

ワ ' : 1: / ン グ ゴ ン ド ラ

堂

側 荏 原 製 作 所

{ 三 菱 ヨ - ? 岡

三 菱 重 工 業 側

{ 側 目 立 製 作 所

大 阪 目 立 冷 織 側

汽 車 製 造 附

事

ダ イ ヤ フ オ ー ム

吹付岩綿スプレエ ース
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干リ新

建 築 の 知 識 (44年 9 月: 刊行)

日次 . 第 l 章建築生産/ 第 2 章設計図 ・仕様書 ・施工図/ 第 3 章建築の種類とその計

画/ 第 4 章建築構造/ 第 5 章仮設工事/ 第 6 章躯体工事/ 第 7 章仕上工事材 料 / 第 8

章仕 上工事Ｏ ＱｬｬＧ ｾ Ｙ 章工程計画 と工 程表Ｏ附録Ｚ建築用語の解説Ｏ 工 事に必要な諸官庁

箸関係手続一覧表

設備技術者のための

• B  5判 9  p 活字一段検組400頁

(折込図面 50枚)

・定価 2，300門会員特価 2，000円

送料 250円

建築を初めて学ぶ人 lζ 理解しやすいよう平易に ，建築全般にわたる初歩的解説から ，

建築図面の見方，工程管理などの基礎的知識，建築工事と設備工事との技術的関連な

ど ， 建築 工 事全般にわ たり 必要事項は細部 ｾｃ 至るまで懇切に記述 し ている。

| 鉄 骨 の デ ザ イ ンく実例と考え方> ( 44年10月末: 第 2版刊行)1

.  
ーー. . .

目次 : 鉄骨構造の考え方/ 実例= 平家建の倉庫 ・溶接構造の給油所 ・鋸屋根のある 工

場 ・クレーンのついた倉庫 ・2 階建の工場内食堂 ・3 階建の事務所 ・鋼管構造の工場

. 屋上独立鉄塔 ・軽量形鋼K よる工場/ 建築鉄骨の溶接設計/ 構造計算審について/

設計資料= 鋼構造設計規準案による断面算定表 ・その他/ 各種鉄骨材料一覧表とその

解説

• B  5半IJ 8  p 活字一段績組400頁

(設計図面 88枚)

・定価 2，500門会員特価 2，200円

送料 250円

本書の断面算定表は ，学会新規準案K 準拠し ， J  1  S 規格鋼材のほとんどを網羅 して，

独自な工夫で作成したもので，乙の算定表を利用すれば断面設計はきわめて容易にな

る。設計例はすべて新規準案により計算し ，部分的に現行規準と新規準案が対照でき

るように編集している。また鉄骨設計の急所を施工上の注意すべき点も併せて解り易

く詳細に解説している。巻末の笠宮な資料 ・懇切な解説からも実際の設計にあたり数

の々 ヒントが得られて，常K 設計者の座右の書と して欠かす乙 とができない。

- 購入 の 方 法

送付希望の場合は rはがき J 1ζ 下記要項をど記入

の上願います。

「氏名 J r勤 務 先J r送付先J I連 絡 電 話J I冊数」

直接購入の場合は : 事務局事業課で代金と引換えに

お渡しいたします。

特 典 : ファイノレ購入の方には，総目次と工事別目次

を贈呈いたします。

.  

1冊の定価

送 料 実 質

1冊の収納シ ー ト

約150シー ト ( 4冊

で全シー トが収納〕

タ

…
…

ル

…

一

一

1

デ

一
ト

.

築

…

一

…

ア

一

一
建

…
シ

一
フ

350円

| 近 刊 11

改訂・増補版 建物および設備の保全

編集 : 清水寿栄次

建築基礎工法と実例

編集委員長 : 山肩邦男

幹 事 : 山口 安男 ・多々見市蔵

) 既 刊 11

建築の風力係数

著者: 石崎澄雄 ・京大教短

A 5 判 100頁 定 価 350円 会 員 特 価 300円 送 料 55円

鉄骨鉄筋 コンクリート構造設計実例集

計 算 書 B 5 判 500頁 図面 A 4 判 200頁

定 価 3，500円 会 員 特 価 3，000円 送 料 250円

• .•• 
郵便番号 541 大 阪 市 東 区 北 浜 3- 3  7  

電話 231 - 9640 ・9648 ・9649 ・5936

社団

法 人

集

一

行

編

一
発

. .6.  

; D; '  
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足立委員長，石崎編集理事ほか

4 委員

議事( 1 ) 海洋開発特集経過報告

(2) 民家の系譜特集経過報告

(3) 第16回青年技術者特集

(4) 九州特集

(5)来年 1月号以降の特集テーマ

出席者
(3) 中間総合目次について

(4)企画グループの編成について

編集 C グループ打合会

29日 正午- 2 時 於 会 館 3階会議室

出 席 者 僅 原 幹 事 ほ か 1 委員

議事(1)次回の掲載シ ート について

(2) グノレーフ。の巡営について

日本拠建築協会

巴ゃ

九州特集本文編集幹事会

51時半- 8 時 於 福 岡 食 糧 ビ〉レ

広岡特別幹事ほか 5 名

12月号の本文を共同グループでまとめる

についての企画 ・調査の基本事項打合せ

烈月間の動き

各種説明会小委員会

6 日 5 時半- 8時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 三 宅 幹 事，上松，平岡委員

議事(1)消防法についての説明会開催について

(2) 耐火材料についての説明会開催について

(3) そのほか

見学会小委員会

7 日 5 時半- 71時半 於会館 3 階会議室

出 席 者 金 子，今井委員

議事(1) 7 月 lζ 実施した見学会についての報告

(2) 8 月- 10月の見学会企画について

(3) 11月以降44年度内の見学会企画について

(4) そのほか

20日

出席者

議事

. 6.  

τ'" 
員委業事

作品作風小委員会

26日 5時半- 9時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 寺 嶋 主 査 ほ か 8名

議:t:.!J (1)10月号の作品決定

(2) 九州地方新建築調査の最終的打合せ

建築工事実務講習会の反省と懇親会

20日 6時- 8時 於 大 成 閣

出席者岩下副委員長ほか 7 講師

受講者より提出したアンケ ー ト集計表 ，講義

内容，講義時間 ，テキスト 等について協議の

あと懇親会を開催 した 。

. 6.  

=  

新建築研究ゼ ミナールと見学会

「大阪三菱 ビルディング新築工事」

( 大 阪 府 建 築 士 会 )  

と共催 i

日本建築学会近畿支部 /  

設計 ・監 理 三 菱 地 所 株 式 会 社

施工 株 式 会 社 大 林 組

ゼミナ - ;レ

建物の概要について

大林組堂浜工事事務所長

施工計画について

大林組堂浜工事建築係脇村典夫氏

仕上工事と設備の概要について

大林組堂浜工事建築主任 内田昭雄氏

外装材のテストについて( スライ ド併用)

大林組堂浜工事( 元) 建築主任新開信之氏

11 日 l  時半- 5 1時

参加者 132名

株式会社安井建築設計事務所

株式会社竹中工務庖

l  時半- 4 時

19名

員委育教

新設のビール工場を見学する会

「サン トリー桂工場J

2 日

参加者

. 6.  

=  

....... 

-t-

設計 ・監理

施工

見

各種説明会打合会

26日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者 問中消防局建築係長 ，3 委員

および 3 説明会社

議事(1)第 l 図説明会の名称について

(2)説明者について

(3)そのほか

29日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 京 大 郷 内 教 授，近藤副委員長，

三宅幹事 ， 3 委員および 3 説明会

社

議事(1)第 2 回説明会の名称について

(2)説明者について

(3) そのほか

口昭和 44 年 8 月分口

4 時- 5 1時 半 於 会 館 集 会 室

東畑，鷲尾正副会長ほか ? 理事

2 支部長

議事( 1) 第 16回青年技術者選衡委員会委員委嘱の

件

(2) 国家褒章候補者推せんの件

(3) ウィーン建築会議への参加有無照会の件

(4) 建築データシ ー ト掲載会社確保の件

(5) 東海支部復活 10周年記念事業実施企図の

件

(6) 入退会者承認の件

(7) 報告事項

. 6.  

=  

21 日

出席者

事理

基礎構造編集幹事会

1 日 6 時- 8時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 山肩委員長，山口 ，多々見幹事

議事原稿検討について

建築の知識出版記念会

19日 6時- 8時 於 北 水

出 席 者 執 筆 者 5 名，伊藤編集委員長ほか

6 委員

. 6.  

=  
員委版出

編集 D グル ープ打合会

5日 5 時半- 8時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 松 村 副 委 員 長，靖国幹事ほか

2 委員

議事(1)編集 クツレープの運営について

(2) 掲載依頼会社について

編集B グル ープ打合会

12日 6時- 8時 於 会館集会室

出 席 者 篠 崎 幹 事 ほ か 2 委員

議事(1)次回の掲載、ンー トについて

(2) グループの運営について

幹 事 会

21日 5 時半- 8時 於 会 館 集 会室

出席者 中原 ，松村正副委員長ほか 5 幹事

議事( 1 ) 特別委員への依頼文書，方法について

(2)東京で・の執筆説明会について

永井義徳氏

住宅展懇親会打合会

11 B  5 時半- 91侍 於 会 館 集 会 室

出席者黒谷副委員長ほか19名

議事 住宅展懇親会スケジュ ーノレの発表諸準備

など

住宅委員会委員懇親会

16日- 17日 於徳島

参加者 35名

. 6.  

=  
員委

作品作風小委員会

12日 5 時半- 9時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 守 的 主 査 ほ か 5 名

議事 九州地方新建築調査に関して万針 ・スケ

ジュ ーノレなどの打合せをした。

委 員 会

13日 4 時- 7時

員 会
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東京の超高層建築見学会

「新築中の世界貿易センタ ー ピルと

昨年完成した霞ヶ関ピル」

世界文易センタ ーピノレ於会館集会室



若 い 会 員 の 集 い

日建設計工務株式会社

武藤研究室

鹿島建設株式会社

設計 ・監理

氏

( 元本会評制

山本窯業化工附社長

昭和44年 7 月25日間秘の為逝 去

享 年 76才

潔本
山

故

ゲスト

日本万国博覧会協会建築課長上田稔氏ほか

見学 2 時半- 3 時 半 万 博 会 場 見 学

座談会 3 時半- 5 時 於万博協会本部 ピノレ

「日本万国博覧会の建築J

施工

段ケ関ビ〉レ

設計 ・監理 三井不動産株式会社

株式会社山下寿郎設計事務所

鹿島建設株式会社

三井建設株式会社

氏は明治，大正，昭和の 3 代に亘っ て

実にとO数年の長期間タイ j レとともに歩

み，タイルとともに生きてこられたので

ありますが，その間 ラスモザイク( 地下

鉄動物園駅壁面のキリン ・サノレなどの動

物画一改装のため今はないー〕を発明し ，

23日

参加者

施工

1時- 4 1時半

24名

20日

参加者

31名

新建築研究ゼミナールと見学会

「ホテルプラザ新築工事」

セラスト ン，セラスキンを開発して「タ

イルの神様J とまで呼ばれるまでになら

3会 事 業 委 員 長 打 合 会

れたのであります。

本会においては建材部門の代表 として

評議員，住宅委員，明治建築調査委員と

して活躍せ られ，斯界の向上発展lζ 努め

於大阪府建築士会

出 席 者 岡 本協会事業副委員長

矢野士会事業委員長ほか事務局員 6 名

9 月以降の共催事業について-打合せ

正午- 2 時21 日

( 大 阪 府 建 築 士 会 )  

と共催 l

日本建築学会近畿支部 /  

大成建設株式会社設計 ・施工

ゼミ ナーノレ

ホテ J レプ ラザの建設について

ホテ J レプラザ企画業務部長

議事

られました。

| 第 2 回 日 本 建 築 祭 事務 打 合 会 |

秋田次平氏

設計計画について

大成建設大阪支庖建築部設計課長

中 村 功 氏

故 大 和 策 衛 氏

( 元本会常務理事，事務局長)

昭和44年 7 月30日老衰の為逝去

享年 79才

於会館集会室

出席者共催団体事務局員? 名

議事委員会規約その他について

2 時- 4 時15日

構造計画について

大成建設大阪支庖建築部設計課

構 造 主 任 宮 沢 正明氏

同 西 都 市 ・ 住 宅 会 議 事務 打 合 会|

氏は，大正12年本会事務局 lζ 就職せら

空調衛生設備計画について

大成建設ホテノレプラザ作業所

設 備 主 任 事11原吾市氏
れ，以来昭和29年 8月常務理事を辞任せ

られるまで，実f C30数年の長きに亘って

協会発展lζ 努められましたが，戦後社会

於会館集会室11時半- 3 時6 日

共催団体事務局員 7 名出席者

ｾ気設備計画について

大成建設ホテノレプラザ作業所

電 気 主 任 中 砂 文 郎 氏

状勢lζ 応じての建築総合団体への脱皮な

ど過渡期においては 2 代会長竹腰健造氏

のもとに大いにカ置を発揮し ，と くに各

議事(1)収支予算について

(2) 開催日時場所について

(3)講師について

支部設立に際しての功績は実に大なるも

のがありました。

また ，常務理事，事務局長辞任後もし

ばらく嘱託として日本建築材料協会の育

成発展を通じて本会との協力体制の基を

築かれたのであります。

8月 の 入 会 者 〔敬 称 略〕

高層建築物の施工基本方針と 施工について

大成建設ホテノレプラザ作業所工事長

松岡照夫氏

l  時半- 51侍

167名

28日

参加者

財団法人建設物価調査会

同和火災海上保険株式会社

古沢述 設妹式会社

6 社〕

鹿島建設株式会社

有限会社小林鋳造所

日本住宅公団量産試験 場

〔団体会員

. 6.  

τ"" 
J寅講

日本万国博建築講演会

「ソ連展示館講演会」

東 出 清

( 元本会嘱託)

昭和44年 8 月 8 日肺炎の為逝去

享 年 76才

氏光
故

氏は，戦後本会職員となって「建築と

社会」 その他出版物の広告を担当し ，そ

の温厚篤実な性格によって着々と成果を

あげ，雑誌発行の一翼を担って乙られた

のでありますが，広告の編集についても

たえずアイディアを提供し て質の向上に

努められたのであります。

中 村 英 雄

野 田 泰 弘

松 井

松 田 泰 典

松 本 健 治

三 浦 英 一

水 谷 忠 清

森 山 峻

吉 田 勝 彦

北 田 秀 樹

北 脇 三 徳

近 藤 一 夫

近 藤 恵 計

桜 井 一 彦

柴 田 勝 正

角 倉 斡 f ; _

踊 正 明

寺 下 和 宏

寺 地 滑

29名〕〔個人会員

一

雄

千

億

郎

級

弘

光

宏

造

紘

一

治

好

太

附

利

正

藤

山

沢

悶

賀

岡

野

藤

回

総

安

背

赤

芦

伊

悶

奥

加

川

川

( 大阪府建築士会，日本建築学会近畿支部¥

日本建築家協会関西支部と共催 /  

ソ連館の紹介 ( スライド併用)

前モスクワ市建築計画総局設計局

構造担当技師長

現ソ連商業会議所エ キスポグループ

技師長 A . N コン ドラ チェフ氏

通訳

伊藤忠衛事株式会社 岡島和生氏

2 名) ( 氏名省略〕Ｈｾ佳会員

現在毎号掲載されている新建築の特別

広告企画は，氏のアイディアによる もの

であります。

l  時半- 3 時半

於大阪科学技術センタ ー

聴講者

予定していたアメ リカ館についての講演は設

計者の都合により中止した。
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61名

5 日



建 材 の 頁

信用J y 3技術ど伝統の

7X771LトZ喜専 業 大J吉

誓言矢偏商由

大 阪市 北区真砂 町 5番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 資 材 専 門 庖

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 事11戸市生旺l区北長狭 j凶4 - 1  ( 英和ビル )

直JJ.U屯 前 知l 戸 (33) 0881- 3  

支 庖 大阪 di 北区絹笠IUT50(掌 ビル 5 1渚 502号室)

直ｊｊＮￚ ｾ 目前大阪 Ｈ ＳＶＴ Ｉ 2031- 4  

倉 庫 神戸市立イト区八幡通 1 - 5  (屯 話 @2923)

陸屋根防水には 奥 山 式 特許絶縁工 法 を

前回 ＷＱｩＭ 悶ｾ帯

トな冷工法 事 ヲ q イト

奥山イヒ工業株式舎枇
東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4 - 11 11t筋 (571) 2703- 4 ・2370 .  4064 ・0264

大 阪 出 張 所 大 阪 市都 品 区都 品 中 通ry 5 - 4  電 路 ( 921) 2497・( 922) 7280

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 33 電話 ( 811 ) 3 6 6 0 ・3 1 0 4

|特許 岩元式ーベシチレーター|

( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス ・ベンチレータ ー)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

¥換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) ス ーパーラ イン特殊増幅装置付

スカイライト工事 ・通風ルーパー

スチール及アルミサッシ ュド アー・各種 シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区東今里四丁目 40番地

電 話 ( 981  )  0  6  1  6  - 0  6  1  8  
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創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二年 病 院 諸 設 備 ・給 排 水 衛 生 ・ 水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 腐 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 2 の 2 丸ピル 6 7  6 号

電話 212(代 )37!?1

大同ピル 6 I  6 号

電話 443代 3361

札 幌 唐 札幌市北十条西 1 8 丁目 3 6 番地 電話 61(代)4371

名 古 屋 底 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号千代田ピル 5 I  4 号

電話 261(代 :0641

京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電 綜 681(代) 1781

空 調 設 備 の 頁

暖 冷 房 ・ 換気 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 諸 設 備

設 計 ・ 施 工

社
ふ

一
A

式株業エ設建嘆

大 阪 唐 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 l の l

Ｇｉ ｌＺ ｉ Ｇ ｾ Ｇ月 ＨＲＰ Ｑ Ｉ 0181(代)

屯話 ( 372) 2146- 9  

W: Jt: r.! srl' 央医日本紙. i ! f i 3 - 1

大 阪 市 北 区 芝 国 町 1 0 1

名占屋・九州 ・前 僑

本 社

支 庖

出張所

冷 l唆 I1J Y  l ' 守 柿 サ ッ シ

給{非ホ、 衛生* 道 s  J.段上党術生! 1t ! i . I宣

電 気 1 =、荷 役 運 搬 機 械

厨 房 r 一一ー可「 化 学 鉱 山 機 械

三機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取締役支底長 f通 口 』券 栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 官官路大阪 ( 202) 代表3071

本 底 u! ボ ・日比谷・ 三倍ピル

支 1苫 名古屋、傾向、ヰω見、広島、仙台、街山

出 張 所 州浜、金沢、静岡、高松

京 都 庖

設 計 ・ 施 工

郡 朝日3 : 業従

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

《令

州
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岡

戸

州

大

福

η

n

-
神

門

川

町

恥

;

'

t

-

、J

，

、

，

J

a
i

n

内

'

h

g

a

n

-

-

i

E

i

A

U

V

内
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ω
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μ

広

i

話

話

・

電

電

屋

検

7

7

古

-

m

一

一

名

岡

町

側

n

L

ぬ

上

町

H

2

1

 

間

・

脚

色

・

盛

川

芝

仙

淀

区

'

束

同

港

.

路

市

都

道

阪

京

海

大

東

北

釧

本 庖

大阪支社

東京本社

支 底

営 業 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
晃

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 m賠 ( 363) 大代表1371

東京都千代田区神図小川町2丁目 l 番地 包括 ( 292) 代表7751

広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 番 22号 電 話 ( 47 ) 代表4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電 話 ( 76 ) 代表3795

名 古 屋 ・ 富 山 ・ 金 沢 ・福 井 ・ 京 都 ・松 江

ｾ＠
ｾ＠商株 式 会社

キ土

后

本

支

電 気 ・空 調 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

e  大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 知 巳

本 庖 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 6 0  電話 ( 441) 8231大代

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 札 眺 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 神 戸 ・ 広 島

出 帳 所 京 都 ・ 岡 山 ・ 高 松 ・ 熊 本 ・ 横 浜

新 潟 ・ 富 山 ・ 福 井 ・ 豊 田

出張所

社

b 、

Z ミ工 業 株 式賀須設 計 施 工
生

気

水・衛

房・換

排

冷

給

買愛

式

社

株

会
衛 生 設 備

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 1 4  

唐 一 東 京 ・ 大 阪 ・名 古 屋 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

空 気 調 和大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・ 電 話 大 阪372局7151( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4945( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノー・電話神 戸34局 5 8  9  2  

電 話 441- 5171

支

出張所ー北九州営業所 一 広 島

冷 房 ・暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・給 排 水 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  

電 話 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

電 話 (814) ( 代表) 5  1  5  1  

支庖 出張 所 名 古 屋 ・福岡 ・札 幌 ・ 仙 台 ・高 松 ・広 島

Ｇｩ［｜ｾｦｯ ｦ｛ ｮ ・空気関辛口設備・給排水衛生設備・塗装設備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷 凍 機/ 設計 ー 製 作 ・ 地 エ

建材社

株式

会 社B232FZP 

宇土本

本社・東京支底= 東京都中央区銀座 6 - 6 ー 7 ⑨ (572) 7411 代

大 阪 支 庖 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑧(203) 3721 代

名古屋支底= 名古屋市中区錦 2 - 2 - 1 3 ⑨ (211)  1535 代

出 張 所 =札幌・仙 台・北陸 ・神戸・広島・松山・九州

巾紙

⑮

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

投 31 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底

大 阪 市北区; 2 ; W 町 3 0 ほ. ! i ' i 1日6l J 5 1 7 7 ( 代)

1、364) 0  9  7  7  ((¥::) 

本 社東京自 Ｑｉ 千代 ｾｕ 区九ノ内 Ｓ ー Ｒ ( 新 東 ボ ピ ル )

司! ，11; (211)  8  5  I  1  .  8  5  5  I  ((¥::) 

仙 台 市 新 伝 崎 町 6 0  

司! ， ｉｾ＠ (21)  4  4  9  1  

名 古 虚 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

電 ぷ ( 971) 3  6  2  1  

仙 台 支 庖

水道・衛生・ H変冷房・ .nr，也管 E 事

設 計 並 路 工

( 旧斎J {j 久孝恨務所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田J 1  1 番i ! 也

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東 京 郎千代 国区大予聞T 2 の 8 番地( 円本ピ J レ)

m ，!8 東 京 ( 270) 7  4  1 1 1ft ( 代 必 )

砂防制札 帆市市大 ｪ 雌ｾ ｲ ｟ｲ ｪＮＡｾ ｬￆｊｲ･ｪｉＱ鋭印刷札帆 ｾＡｩ ＷＡＩＶ
宣言 ｩｬ い ・ ｾｉ［ｲｲ 宮ｾ，ｾ市高 ｬ 品 ｬ 岡 ｦ 2 書 γ  任川合 ｊｾ 21Jl 07 

話iTtf.¥，jiA所ぷ 11' di 御 事 古 の i 社:iIi ｩｾｊ￞＠ ｩｪ［ ＲＴＺｾＶ＠
尚位出帰所 ｉＺＧＮｾ 松 市 2  /ff r  9  ，{Uii ;:.i: ii"; ω  

l品l山出必所 l出;J 11I 市 大 (J¥ 3  8  0 の 1 Ｇ ， ｩｕ［ｾ＠ i品l山 訪; >486

名古屋支庖
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空 調 設 備の 頁

空 気 調和 ・ 恒払 ｉｕ ｩＧ￭Ｎ＿ ｲｾ . 冷凍 ・冷蔵

給排水衛生 設備 設 計 施 工

日差 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

@ 不 ニ 鰐 工業 株 捨枇

品主ｾ

-← 
套手1高回

大 阪 市 南 I>¥: 11111 度 IHf 2  - 5  0  '1正dii 261  - 2436聞

東京r，r l大 1111又凶1見込 1 - 2  1  '1  !e1;lfi  773- 123I( f¥j 

銀 峰 ・ ifi< ｴ￭ｾ＠ . 京 郎 ・ 神 戸 悩 岡

本 庖

東京支底

営 業 所

fi!!! 

大阪市北区梅 凹 Ｘ 番地 Ｈ新阪急ビル Ｘ ｾ 皆Ｉ

ｾＱｊＺ＠ 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 合 4 丁目 2 番 地

大阪支r . 可

社キ;

道

設

水

施

ト

生

工

謀

衛

恒

捜

境

J

芯

環

計

房

生

設

暖冷

衛

Ci i 3f lf惨 空 気 湖 和 装 置 各 種 冷 凍 機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

ネ土

大阪市西区京町地 1 丁目 6 2  電， Ｑ ｾ Ｈ ＴＴＳ Ｉ 代表 ＸＱＶＱＭ 9  

名古屋市中村区水 主町 l の 1 2  1Itぷ(541 )0966(551  )1655 

東 京 都 港 区 亦 坂 2 丁目 3 - 1  2  

赤 坂 ピー クピル 5 階 電 話 (583) 1  4  6  7  

神戸市生田 IX北長狭通 7丁目 l の l 電話 (34) 1778 ・4386

A

Q

一

A
式株業工田山

本 社

支 ，r;

出張所

大 阪 市 北 区 堂 品 浜 j並 1 - 2  5  (新大ピル)

包 括 大 阪 (344) 1  5  1  2  ( 大代)

東京郎中央区日本締本石田T 4  - 2  (三井第二別館 )

東 京 ・名 古 屋 出. 張 所 九 州

崎 玉 県 北 足 立 郡 ・ 東 京 邸 足 立 区

社

出

拍

岨

柑

本

ぃ

rx

て

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・ア ル ミ ・ サ ッ シ・ドア ・シャッ タ ー

設 計 ・ 製 作 ・施 工

鋼 機 株 式

空 気 調 和 設 1rm

一望計施工

換気・除塵設備関

く旦堕胆コ

社

大阪市東区＿ｾｾ腿崎 Ｕ - 4  5  ( 興銀ピ ル別館 )

fll 話 (06) 202 - 7745容( 代 表)

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

fll 話 (03) 902  - 3111番( 代 表)

東 京 ・名 古 屋 ・ 仙 台

A

S

A

 

自斉

本 社 ・ 工 場

庖

ま里

大 阪 支 庖

東 洋 梨 工 業 織 式 会 祉 大 阪 安 倍

T E L ( 443)  8 0 7 1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡 支

Ｒ 名ｾｾ震屈副 ｓ
-・・・・・・・・・圃・・・・・・・・E 叫F 司: I : I U: 置

ーIr=電'ー...." . . . . 、 東 洋 キ ャ リ ア 工 業 ( 株) 製品販売底 ・特約工事庖

!∞l 日本冷熱工産株式会社

ミヨ〆 本祉亙大阪営業所議実野吉野明1f 11句川

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 笠 間 町 2 0 番 地 の 1

m話 (681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜 間 専 用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37( 天満橋北詰)

包括 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

凶日市市浜田西末広町電話 ｾＷＴＳ Ｑ Ｍ 3  

山 市 栄 町 2 - 1  1  1  電話⑧ 3 6  1  0  

鳥取市品治町鳥取農協会館内 電話 ( 22) 4477 

CifliOT  

⑨ 会 社

キ土

大 阪 営 集 所

本

四日市営蝶所

員輩 掌 換 所

鳥 取 営 換 所

エ レ ベ ー タ ・ リ フ ト ・ カ ー リ フ ト

製 作

壬尺，

d文

給 ・排水・衛生 ・消火・暖冷房設備

e f 6 : 芸西原衛生工業所大阪底

#  

長 尾 正 大

本 社 大阪市大淀区天神繍筋六 (天六阪急ビル)

大 阪 営 業 所 ( 351)  4927代 サービス事業所

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 工 場

( 351)  4927代

4540 

( 328)  0364代

( 328)  0363代

電 話 大 阪 ( 458) 3531 番

高11 ・ 福 岡

大阪市大 淀 区 中dtl 菊池4丁 目II

出 張 所 = 京

置
商 庖

カ ー テ ン ・ 室 内 装 飾 ・ リ ノ リ ュ ー ム

ビ ニ ー ル タ イ ル ・ 壁 張 り

利 倉 幸

平' " 互業株式会社@  
合名会社

大阪市南区長場械筋ニノ二O ( 日本俄バス停lioJ)

電 話 大 阪 (211) 0  5  7  1  - 4  

包 括 大 阪 (211 ) 0 5  7  5 ・ 6 9 2 3  

京 郎 市 中 京 区 河 原 町 東 川 下 ル 指 物 町

包 括 京 都 (231) 3  2  7  7 ・ 8 7  7  9  

所

( 販 売 部)

京都出張所

可臨営

設 計 ・地 工
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電 気 設 備 ⑤

気 株

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 朝日ピルディング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 り 4 の 8

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

京 都 市 西 京 極 郡 三 反 田 町 1 1 の 5

T E L  代 表 (311 ) 1  1  8  5  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 芝 位 田T / J l d 2 2

i'lt ，i占 大 阪 ( 362) 8  7  0  1  

東 京 側 i谷 区 赤 坂 1 r  J司 5 1ft 7  

711 ，11， (481)  8  6  2  1 代 点

名古 ｉｾ ・札 似・縮問

地 川 悦 浜 ・浜 必 ・姫 路 . ，:' ，'j 総

電 気設 備 の 頁

設計施工

ネ土〈
云式電陽

社

営 業 所

朝

本

社

名士

東京支社

本

Jピ ftlf

ｾ尚
営 業 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市 * 区高00続干[ 丁同 二八 番地 11L治大阪 ( 202)0325- 9  ｾ号

本 社 東 京 仰 千 代 聞 区 西 神 I J l l 丁目 4 番 J也 5 j ，} 

支 社 札 帆 ・lili 台 丸 / 内 ・1， 古 屋 稲 岡

出 仮 所 旭 川 ・ 向 河 . wi i兵 的 岡 ・日 山

社

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取締役社長 小 林 四 郎

社 大 阪 市 此 花 区 恩 tt 南 之 l町 7 3  

桜 木 部 T  E  L  ( 06)  462- 1  3  0  1  ( 代)

A

S

A

 

エ藤エ太 陽

本

ntIJ  

大 阪 市 北 区 野 崎 町 6 9  

T  E  L  ( 06)  313- 3  4  5  1  ( 代)

施 設

工 事 本 部

社

設計- 施工

A

Q

一

A
式

司'

ネ来

) ! : :  

支l

電 気 工 事

eF:1 

弔本中

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

取締1支社長 中 本 正 明

社 大 阪 di lJII.  Ｊ区 ｾｦ 川 * 之 町 三 r n  - IL 

'，;[  Ｎｾｬｩ＠ 大目立 (9:Jl) 代 長 7 3  4  1  - [i 

0 3 8 8 ・2 1  9  :l 

大阪市城点I，m江東之田r::_ rn - - Ｂ恒，Ａ，ｾＧ大阪ＨｾＺｉｬＩＷＨ川 Ｔ

ｾＮＧｦ＠ ｬｾｴￇｾ ｩ ，卸川『 打 ｉｾ 同 ｩ 岨り Ｚ ＱＶＰ 世 ｊｒ 御所 Ｒ 2607 ・ 12!i !1

本

社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 来 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 l吉 東 京 ・ 名 前 足 ・舞 鶴 ・広 島 ・九 州 ・神 戸

A

Q

一

A
式

:予と信

株

原

業

菜

エ

取締役社長

栗 原6詮

資 材 倉 庫

奈良営業所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 T 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 ( 472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東京都品川区西五反回6丁目 25帯 11号 ( 福 島 ピ ル )

電 話 東 京 (491 ) 1746 (492)0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

工情

興

敏

凡

又事工

昌

一

川
雷

v

社株 式 会 社

キ土

底

本

支

夫

大 阪 市 北 区 制 笠 岡r 5  0  (堂 ピル 7 階)

ni ，]占 星通 3  6  7  1  ( 代)

東京都i 中 央 区 日 本 焔 箱 崎 町 3 丁目 2 番地

屯 ぷ 砂 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・朴1 t葉 原 - cy - 悩 山

林代J正取締役

キ土本

戸斤営
庖支

群出 張 所
出 張 所

是 積 極 能 .A・ ー ド ｾ＠
唱，官i l ( ; ＧｴＮヨｾ ｾ｜，＠ ｾ＠

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O ( 堂 ピル 三 階)

電 話 ( 364) 1  4  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝ピ J レ)

電 話 ( 542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 場 市 ・ 高 槻 市 ・ 姫 路

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社

社

電 気 ・ 暖 冷房 ・ 空 間 工 事言宣言十 施 工

宝
ゐ

‘  

た

大 阪 市 同 区 北 刷 iI 1-_ 辿 1 r  f-I 6  5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・ 7! 48- 9  

東 京 ・名 古 凶 . JL ， Ｑｾ ，ｬ ｪＮ＠ ｾＧｦ ｬ［＠

111 Iド取締役社長

社.f>: 

キi

宇土

本

支

営 業 所

ｬ￬ｬｾ＠常業所
市神出張所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 源 川 町 1 5  111' 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京 ｾｲ ｬ 港区 新縞 ＵＭ Ｓ Ｔ ＭＶ 相馬ピル 5 階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪南 ・札幌・名古 屋 川 11 di ・松山 - 徳山

工 業 株 式 会

今 村 騰

取 締 役 社 長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 悔 ケ 枝 問r 5  6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 四 日 市 ・ 神 戸 ・ 和 歌 山

松 山 ・ 京 都 ・草 津 ・静 岡 ・ 水 島 ・福岡

A

S

A

 

社

電 気工 事 ・計 装工 事 ・設 計施 工

中 央 電 気

取締役会長

取締役社長

社 大

東 京 支 1，1;

本
社本

所張出

支 庖

営業所
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ョー

奉 仕 感 謝 の 庖

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

サ ン エ ス

5 5 5  タイル新発売

( カタロ グ進呈)

⑪ 22 川 岸 窯 業 高 空

@  

Standard 

3 十II!! 目

Board &'Slate 

説相

フ タ パ 需 ホ
ー 2

. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

フゲス l二も/ 季初=ι

函すを・薬品 l三毛J

大丈夫で‘ オ

. 責 任 施 工 ・ 型 録 送 呈

そ の 他 の 頁

窓掛、鍛帳、 日除、壁紙 室 内 装 飾 級焼、舗床材一 般

ｲ 洋 γ 勺Ｍｾ i 1t! 里庖

⑥亀井株式舎社

⑩ 

大阪市東区南久宝寺町四丁目 ( 心斎橋筋 )

電 話 大 阪 (251)1353 ( 代) - 6 ・9996

営業所 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・ 東 京

〆d Zグメラ7 山 管

わヂLーチ・3ムポプL

ｾ心ｾ 繰 式 会 祉

三 幸 商 曾

営| ・内意1 I f . . ，ゴーレックス防水

業 |・化粧壁材ソリジットスタイン吹付

品 | ・ 樹 脂 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

目 | ・ 樹 脂 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

本社営業所 、大阪市東住吉区駒川町 3 - 5 4  電話 ( 702) 代7814- 6  

特約代理庖・ 東京 ・名古屋・金沢 ・広島・ 今治・福岡

特 許 ・ 耐 酸 ・ 耐 ア ル カ リ ひ ふ く 鉄 板

ｊｴ ｉｊ 工Ａｊ弓 ｊｾ ュ，Ｎ Ｙｊ ｉ，ｴ
. 永 久 建 材 の 超 ひ ふ く 鉄 板

スーJt- Jt 'J l. ν' J J' 克明ル ( SPM)

Ｂ弓ースサモ苅 Ｇｊｬν Ｇｊ ｊＮａＹｊｾ に ｓｐｍＩ
. 新 時 代 に マ ッ チ し た 各 種 のカ ラ ー 製 品 が あ り ま す

7I
I
J  1  ! J ヲ帰京. ， JII 製造株式会祖

本 祉 工 場 兵庫県尼崎市長州字稲川新田44 電話大阪(481) 8085- 9  

大 医 支 庖 兵庫県尼崎市長州宇稲川新聞44 電話大阪(481) 8085- 9  

東京支庭並工場 埼玉県融市塩越 5 - 6 - 3 2 世話 蕨 (42) 3  1  1  5  

宝庫・出張所 郡山・八幡・名古屋川崎・岩国・宇部延岡敦賀 三原・龍品・徳山
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，‘ b  

• 

サ

カ 一 テ ン ウ オ 一 ル

シ ヤ ツ タ 一

ド ア ー ハ ン ガ ー

套 韮 三 高 製 作 所

N. G. C. 書記

各 種 シ ー ト 防 工 事 責 任 施 工

新 防 水 材 リ ベ ッ 卜 ル ー フ 責 任 施 工

内外互業株式会結

震 111化冬季の

色メント吻 ｾｉ く

/1¥俣シャ・γ ' 1 - 工業者朱式会社大阪支庖

雲壁黒川化学工業所

本底工場神戸市東灘区住吉町反高林 T E  L  a5)  2723 

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -

ド ア ー

責 任 施 工

大 阪市 東 住 吉区 桑 津町 3 丁目 16番地

• 

製 造 発 売 元 ・

• 

盟11

曲目i

ス チ ー ル

ア ル ミ

ス テ ン レ ス

武

• 

P 可

工場

/1¥ f 実

• • 

標準包〆シト防氷河|

特 許 ニ ッ ポ ン 防 水 液

ニ ッ ポ ン 防 水 液 B 号

ニ ッ ポ ン 急 結 液 壱 号

ニ ッ ポ ン 耐 寒 剤

ニ ッ ポ ン 防 水 目 地 材

ビ j レ コ ー ト

• 

※ 特 許

近代建築の要求する

工

• 

イ乍

施

。

計

製

建 材 の 頁

• 

主ユ，、，

面又
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そ の 他 の 頁

セントラyしヒーティングは世界最大の規模を誇る

A ・3 ボイラ

τ:;r::: に，ffziL13L: じ誌i Zを 似品阪会自国5LJLBfhbm汽車濯を術玄書面t

. 米国市場の 8 0 %を独占 ・鋳鉄製本体は耐久性抜群( 米国で 70年 、日本で 40年の実績あり)

・暖房と給湯が一台で可能・全自動 で操作は簡単. 静かな運転者.A重油・灯油・軽油いずれ でも可

圃家庭用から営業用まで 72機種・部品の在庫豊富

@ | K S K -
|汽蓮恕剖甫玄室面1 大阪市此花区島屋町406 T 554 電話 ( 06) 461-8001 札幌 ・東京 ・名古屋 ・草津 ・広仏 ・稲岡 ・台北

アメリカン・スタンダード社製

K A N D A N  

・ 空 気 調 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

・各種送排風機 設計施工

4lD
1
由民懸諸鰐舘

漆

喰

差

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

落

ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

(

特

長

〉

全国有名建材l古文は当社へ

@  

警 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

号予 大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本 町 4 丁 目 2 6 番 地

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

-

+

9

畠

σ

・

・

す

0

・

か

-

・

新

い

す

ジ

・

四

香

・

・

七

{

玉

・

・

錦

紋

・

・

王

座

・

革 新 塗 料

毛見る

① ソ フ ト な 感 覚 、 優 雅 な 味

② ペ イ ン ト 塗 料 に 優 る

⑥ 洗 い も 下 地 も 自 由

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソ::__'Jι

q ィs，z，

コート

(特 長)

、

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

而す高す

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大阪市西区西長編南通 1丁目 5番 地 T E L 大 阪 ( 538) 2951- 5・(541)

営 業 所 東京・肉槻・明石・姫路・四国 ・中国

イ寸l.a 音水火
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r-
ド ル パ ン チ カ ー ペ ッ ト の 決 定 版

主 Ｍ ｂ ＲａＲ ｴ ョｾ
ポ リ プ ロ 70 % ナ イ ロ ン 3 0 % 

P . P の 特 性 と ナ イ ロ ン の 特 徴 を 最 大 限 に 生 か し 、 独 特 の 新 方 法 を 加 え 、

ニ 一 ド ル の 欠 点 を 全 く 解 決 し た 驚 異 的 な … … … … … A 斗デョス

表 に 特 殊 加 工 ( 特 許 申 請 中 )

裏 に 合 成 ゴ ム ( 特許)

ビ リ ン グ を 防 止 し 、 伸 縮 が な く 、 耐 摩 耗 性 に す ぐ れ 、 耐 久 力 は 抜 群 ・ ・ ・・・・・・・・・・

土 足 の と こ ろ 巳 絶 対 強 丈 、 フ レ ヤ ー の 程 ら な い 一一 一一一一一一 - 1 - BDA=，子翠ス

本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 地 区 発 売 元 装 栄 株 式 会 社 北 海 道 地 区 発 売 元 株 式 会 社 三 晃

Ｇ一回ｾｾ一ｾ抱一ｾ

主主LLi J - U1・ロコ: bーベーョト
デ ラ ッ ク ス ・・・・ ・・ス ベ リ 止 め 加 工 、 重 量 感 の あ る 豪 華 さ 。

ス タ ン ダ ー ド .. . . . . 甚 は 板 ゴ ム で 特 に 工 事 向 の 価 格。

合 大 誠 化 工 株 式 会 社 2225r Z2222222Z722(533二辺諸

4

ム

4

d

，

 

A

Q

玄式

弔

込

邸

宅

停

不

P

6

w

w

t

4

A

1

 

ウ

胃

1

州

車

問

門

一燈原
内ロ

4

必
，

本 社 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5 電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

第 二 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99 電 話 大 阪 ( 471) 0  4  2  6  
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6診

電FI " ' II， 防水剤

マ ノ ー ル 製 品

〈Z J 与17JI 用〉

防 水 剤

急 結 剤

早 強 剤

接 着 剤

剥 離 剤

防 凍 剤

エ ス コ ー ト

( セメント起泡剤 )

工 ア コ ー ル

( 空気迫i 行 剤 )

山富 莞警素

マ ノール防水 剤 は、屋上 、内外壁 、地 下 室

などのモルタルやコンクリー卜 、 ブロ ック

の 防 水 、防湿 に 最適 です。

その上 、亀裂予防はもちろん、作業能率も

著るしくあがり 、仕上り面が特にきれいな

点にも人気があつま っています 。

記 3由周旨41: 工事主

東京都品川区大井ト 15- 1 電東京 (774) 4111代表

大 阪 営 業 所 大阪市東成区西今里町 2 - 4 8 屯 大 阪 (971) 4765- 6

名古屋営業所 名古屋市 中区門前町 5 - 3 7  電 名 古 屋 (231) 5440

徳 島 営 業 所 福島県信夫郡吾妻町下野寺遠原電福島 (34) 74 28 

盛 岡 営 業 所 盛 岡 市 南 大 通 3 ー 1 2 - 5 0 ; 屯盛岡 (22) 2 2 0 4

日本建築協会優夏謡明

!W/  

'¥' 11 1  

tJ 

U ，I) 

セ メ ン 卜 増 強 防 水 剤

ヲ'-It-q. イトB雪

株式会社日本セメン卜防水剤製造所

本 社 大 阪 r1i 点 以 前n辺 IIIT2 - 3 1 ( 船 越 ビ ノレ) '0'0: ｾ 吊 Ｈ ＹＴ Ｑ Ｉ Ｒ Ｖ ＲＶ Ｎ ＲＶＲ Ｘ

i車 産科 所 ぷ 塚 市 日 台 lー の 池' ，0 : ，;吊 瓦 塚 ( 86) 2 153 

出 張 所 市 川 点 点 (4 31) 8648 ・: 7" 片 1"" (33 1)  '.531  .  i l l lrt 仰 0721 ・札 l悦帥 1111

オ r ータイト式 11;Jj /j，i ' 1 1 訊大 = て 来 高 必 ( 2 ) 0016  1i.'，f毒了". ｔ ｊ ｾ＠ Ｎｦ ｬＢｾ 問 ｊ ( 28)  5  2  0  7  

工 事代行ｲ，Ｑ ｾ ｾｾ＠ ，J<  i 1! 材 lよ烏 ( 61) 6  3  7  1  

東 邦 lりJ 水 工 業 屯 話 札 幌 ( 82 ) 3  1  3  3  

- 基 礎 施 工 の 悪 候 件 を 克 服 す る

特 許 . 第 2 3 3 7 4 4 号

特 許 . 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案 . 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案 ・ 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号

言葉箇式 自 信 三 踊 杭

株式会社 誌 智 工 務 町

本 社 大 阪 di 点 1'( ，;:;iiI1t，f" 2  - 2  0  ( 品 開 析 ピ ル )

T I己 し 大阪 ( 202 ) 3233( 代 ) • 7501  ( 代 )

名 古 屋 営 業 所 名 .1.. 村 山 中 l正 錦 1- 3 - 2 ( M，>7i fi "' (; ビ ル )

T  E  L  .f ，， ' ; W.  2 11 )  3  0  H  6  ( 代

大 阪 工 場 大 阪 di fi' ，'i  ｉ ｾＺ＠ .It 加I i" i  ｊ ［ ｾ＠ v日r 5  - 2  7  

T E L 大l似 ( 672 ) 3  2  2  3  .  3  2  2  4  

名 古 屋 工 場 '亙r 知 県 海 :¥1: 1:1: 弥 ;，山 IUf f/，:. 1'1 本

T  ｉ ｾＺ＠ L  '月、; ，;，; ( 7 )  1  1  9  1  1  1  9  2  

の鉄建本ロM

g

 

P S 80A レディメードサッシ

P AGOA.  P A  70Aサッシドア

11 本 建 鉄 株 式 会 社

ノド 十1: *  );-: /';11  T 代 田 区 大 千二1111 2  - H  T  E  L 東 京 ( 270 ) 6511 大 11: )

大 阪 支 l，!i 大 阪 市 北 1'( 梅 田 町 4 7  ( 新 阪 神 ビル) T  E  L 大 阪 ( 34 1 ' 4331 (I¥: 



技 術 の 目 立

建築と社会“ A R C HITE CT UR E A ND SOCI ETY" 第50輯第 10号

・昭和44l fl 0 月25日発行(毎月 l 回25日発行) ・昭和24年 3 月19日第 3棲郵便物認可

分 速3 0 0 m

日本一の超スピードノ

36階 を わ ず か 35秒 一一一一

話題を日乎ぶ地上 147111 の 霞 が 関 ビ ル 。

マ ン モ ス 都 市 東 京 を 眼 下 に 、 遠 く 富 土 令

望 む 36階 の 大 展 望 台 へ 一 一 目 立超 高 速

エレベータ がわずか35秒 で ご 案 内 します

介 速300mの エ レ ベ ー タ の 中 は 、 ス ピ ー

ドを 感 じ さ せ な い 超 ス ピ ー ド の 世 界。

快 適 な乗り心地に訪れる人々は感嘆して

い ま す 。 もちろんわが国では、 最 初 に

開 発 された超スピード のエ レベー タです

ｾＨ・ ｊ ｬＭ 日 本 の 超高層 ビ ル時代のために 一一一

目立超高速工 ｌ べ ｾｱ
目立 製 作 所 大 阪 営 業 所

人ー阪 市 北lメ 締 1I1 2 1f H也( 第 一 ' 1' 命 ピ ル ) T I三し ( 36 1) 130 1大 代

わが国初の戻り燃焼方式. グ

8 0 0 型

W T P水管ボイラ

e25YHま で ト レ ー ラ で 輸 送 で き ま す

特 長

・ポイラ 効 率 90 - 88 %  

・すす吹きはワンタッチ

・構 造 簡 単 ・ 小 形 軽 量

・スチームアップ が早い

特許出願中

くその他の営業品目 〉

用廃水処理装置

株式会社卒川鉄工所

本 社 ・ 工 場 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 北 l 丁 目 11 帯 地 電 話 ( 06) 458 - 8681 ( 代 )

東 京 支 l苫 東 京 都 中 央 区 八 重 ，州 6 の 7城 辺 情 ヒ J レ 電話 ( 03 ) 272 - 2721 ( 代 )

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 区 新 栄 町 l の 6 中 臼 ビ ノ レ 電 話 ( 052) 262 → 2451 ( 代 )

札 幌 2 6 - 8 0 1 8 徳 岡 7 6 - 3 1 4 6 滋 賀 工 場 ( 07758 ) 7  - 1450  

. ご入会のお申込は ・社団法人 日本建築協 会 大阪市東区北浜3- 37 電 話 大 阪( 06 )231 - 9648 ・9649 ・9640 娠替口座大阪39975番

定価 300円 (送料共)


